






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「おかしいな。クリュウ将軍はガリア北西部に遠えん征せいに行っていたはず。あと二週間は帰ってこないと思っていたのだが……」

「しかし現実として帰ってきていますね。強行軍でとんぼ返りしたのか、相当遠征が上手く進んだのか……」

　バルトロとトニーノはため息をつく。

　二人の元にロゼル王国がアルド王子を保護し、急きゆう遽きよ帰国したロゼル王国の将軍クリュウ・ウェストリアがアルド王子をドモルガル王に即そく位いさせるために軍を率いてドモルガル王の国に侵入したという報告が届いたのは、今日の朝のことであった。

　ロゼル軍は約一万五千。そのうち千が騎き兵へい。

　一方こちらの兵力は二万を超えている。

　カルロ派の豪ごう族ぞくや元アルド派の豪族が合流し、数が膨れ上がったのだ。

　騎兵の数も千二百でこちらが優っている。

　ロゼル王国は騎兵の数が多く、ドモルガル王の国はその騎兵に対抗するために昔から騎兵の育成を続けてきた。

　そのおかげだ。

　数は連合軍が優っている。だが問題は質だ。

　連合軍は文字通り連合軍なため、連携が取れているとは言いづらい。

　一方ロゼル軍は精鋭。

　元々ガリア人はアデルニア人よりも十センチから二十センチほど身長が高い。

　白はく兵へい戦せんではガリア人の方がパワーがある。

「正直将軍の実力としては負ける気はしない。が、質の差が気になる」

「こっちは連携が取れているとは言えませんしね……守城戦なら質の差は無視できるが……」

　守りに入った時点で政治的に不利になる。

　戦術としては最善だが、戦略としては悪あく手しゆだ。

「爆ばく槍そうを使い尽くしてしまったのが痛かった……」

「作り方を教えてくれればこちらで作れますぞ？」

　頭を掻かいて悩むバルトロに軽口を飛ばすトニーノ。

　たとえ作り方を教えても、魔術師がいない以上は作れないのだから関係ない。

　爆槍の材料は黒こく色しよく火か薬やくと雷らい管かん代わりである発火の魔術式。

　黒色火薬に関しては量産体制が整いつつあるため、十分に足りているのだが発火装置の生産は追いついていない。

　魔術という新学問を扱える魔術師の育成が終わっていないことが大きな原因だ。テトラが妊娠してしまっていたというのも大きな痛手。

　それに従来の投槍に加えて、爆弾まで先端に取り付けているため非常に重い。

　大量に戦場には持ち込めないのだ。

「野や戦せんで迎え討つしかないだろ。兵力はこちらが優っているんだ。包囲戦に持ち込めば勝てる」

　クリュウ将軍が中央突撃を好む猛もう将しようであることは当然バルトロも知っている。

　ならば敵に中央突破される前に両翼で囲んでしまえばよい。

　こちらの方が兵力は優っているのだから、十分通用する。

「カルロ様。どう思いますか？」

「さっぱり分からん。好きにしろ」

　斯かくして両軍は決戦の地へと向かった。




「おいおい、マリオ殿。情報より敵の数が多いぞ？」

「マーリンよ。大方、周辺豪族の兵と合流したんでしょ。これくらいは予想済みでしょ？」

　麻ま里りが尋ねると、クリュウはにんまりと笑う。

「もちろん」

　敵の兵力が増えたのは何も悪いことばかりというわけではない。敵の動きは散漫になるという利点もある。

　しかも相手は連合軍。連携に関してはロゼル軍の方が上うわ手てだ。

　戦争は味方の弱点を如い何かにカバーし、敵の利点を潰し、敵の弱点を突くことにある。

　全ての項目で勝つ必要性はないのだ。

　敵将バルトロは包囲や側面攻撃を得意とする名将。

　ならばこちらは側面に回り込まれる前に敵を貫けばいい。

　包囲や側面攻撃をするためには両翼に兵を多く配する必要があるため、中央が必ず甘くなる。そこを貫く。

　今回は切り札が二枚ある。そのうち一枚はアデルニア人には初披露。

　流石さすがの名将もすぐさま対応策は出せまい。

「よし、いつも通りに展開せよ。……マルルン殿、奴ど隷れいどもの制御、頼みましたよ？」

「了解。任せといて。あとマーリンだから」





　　　　※






　連合軍は兵力を生かすため、両翼が長く延びる陣形を敷いた。

　そして中央突撃を阻止するため、精鋭を中央に厚く配した。

　騎兵は両翼に、エクウス騎兵四百を右翼、ドモルガル騎兵八百を左翼に配する。

　一見戦力が偏っているように感じるかもしれないが、両騎兵の質を考えれば少し左の戦力が過多……という程度だ。

　下へ手たに命令系統が違う軍を混ぜ込むよりはマシという判断だ。

　今回斜線陣エシユロンを用いなかったのは、連携が取れていない状況下では危険だとバルトロが判断したからだ。

　そもそも斜線陣は今まで二回しか成功例がない。前回の戦いも敵将の経験不足が大きい。

　今回の敵は名将。

　バルトロは下手に奇策を用いるより、兵数を生かせる王道の戦術を採用した。

「諸君！　これは正義の戦だ！　本来、王の座は我にあり!!　敵のアルドは父を殺し、兄を殺した卑ひ怯きよう者ものだ!!　許されることではない。悪には必ず神の鉄てつ鎚ついが下る。神は我らと共にあり!!」

　カルロは全軍に向けて（バルトロとトニーノが書いた）演説をして、締めくくった。




　一方ロゼル軍もお手本にしたいくらい普通の陣形だ。

　……見た目は。

　騎兵は両翼に配する。右翼には六百、左翼には四百。

　ここまでは普通だ。

　まず目を見張るのは先頭の戦闘奴隷五千。

　彼らの装備は非常に貧ひん弱じやくだ。防具は盾と胸当てのみ。武器は鉄製の槍。

　そして何より恐ろしいのはその血走った眼だ。

　鼻息を荒くし、今にも襲いかかろうと言わんばかりだ。

　彼らはロゼル王国との戦争で敗れ、奴隷となったアデルニア人、ガリア人、ゲルマニス人だ。

　人種はバラバラだが、全員に共通するのは家族を人質に取られていること。

　そして大量の麻薬を摂せつ取しゆさせられ、軽い呪術をかけられていることだ。

　呪術は伝染し、共鳴するという性質がある。

　一人一人にかけられた呪術は小さくとも、それが五千を超えれば別の話。

　戦闘奴隷たちは連合軍に親の仇かたきを見るような視線を送っていた。

　そして戦闘奴隷の背後には五十の毛むくじゃらの何か。

　少なくともアデルニア半島には生息していない、四足歩行の生き物がいた。

　特徴的なのはその大きさ。四メートルを超える体高。八メートルを超える体長。

　そして目を見張るほど巨大な二本の牙。

　そんな化け物の後ろに控えるのがクリュウとその配下九千の精鋭。

　クリュウは馬ではなく、竜……狗く竜りゆうと呼ばれる馬ほどの大きさの地竜種に乗っていた。

　馬はその化け物の臭いを嫌うため、騎乗できないのだ。

　その点、狗竜は肉食獣であるためその化け物の臭いを嫌がらない。

　また狗竜はその化け物と比べると遙かに小さいので、その化け物も狗竜を嫌がらない。

　組み合わせは最適と言える。

「諸君！　俺は誰か？」

「鬼き突とつのクリュウ将軍です!!」

　誰かが叫ぶ。それに同調して、全ての兵士が同様に叫ぶ。

「その通り！　この俺が負けたことは今まであるか？」

「ありません!!」

「よろしい!!　この俺がいる限り必ず勝つ！　お前たちは俺を信じ、ついて来い!!　必ずや勝利をくれてやろう!!」

「クリュウ将軍万ばん歳ざい!!　将軍万歳!!　将軍万歳!!」

　大気が震えるほどの唱しよう和わ。士し気きが一気に高まり、全軍が一つになる。

　全ての兵士たちはクリュウに熱い視線を送る。彼らの瞳に迷いはない。

「す、すごいです……何だか私も叫びたくなりました」

　アナベラがぼそりと呟つぶやく。

　呪じゆ術じゆつ師したちは戦闘奴隷にかけている呪術の操作に従事しているため、演説には参加していない。

　全員が女性であるため、純粋に男臭いのを嫌うという理由もある。

　もっとも、何人かの呪術師は完全に空気に飲まれて職務を放棄し、万歳唱和をしている。

「叫ぶのはいいけど仕事はしっかりね。……相変わらずあいつの『魅み了りようの加か護ご』は凄いわ」

「加護……あれは『魅了の加護』の効果なのですか？」

「まあね。でもあそこまで使いこなせているのはクリュウだからよ。『魅了の加護』は精々自分に注意を向けさせて、第一印象を良くする程度の効力しかないから」

　だが『魅了の加護』に演説を組み合わせれば話は別だ。

　よほど下手くそな演説をしない限りは確実に成功する。上手な演説をすれば大成功だ。

　また『魅了の加護』には共鳴という副次的な効果がある。

　クリュウの感情がそのまま全軍に波及し、全軍の感情がクリュウに波及する。

　これにクリュウが持つもう一つの加護を組み合わせれば、死をも恐れない無敵の軍勢が出来上がる。

「クリュウは私が知る中でエツェルの次くらい有能な武将よ。確実に勝つ」

　ちなみにこれは麻里の中では最大の褒め言葉である。
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　　　　※






　まず戦闘は両騎兵の突撃から始まった。

　連合軍右翼のエクウス騎兵（四百）対ロゼル軍左翼のガリア騎兵（四百）。

　連合軍左翼のドモルガル騎兵（八百）対ロゼル軍右翼のガリア騎兵（六百）。

　騎兵の質と量で優る連合軍はロゼル軍の騎兵を徐々に押し込んでいく。

「騎兵を下がらせろ」

　クリュウの命令と共に退却の笛が鳴り響くと同時に、ロゼル軍の騎兵は連合軍の騎兵に背を向ける。

　連合軍の騎兵は勝利を確信し、それを追撃する。

　こうしてクリュウの狙い通り連合軍の騎兵は戦場から一時的に離脱することになった。

「ッチ、ミスった」

　バルトロは舌打ちをした。

　折せつ角かくの騎兵が一時的とはいえ、無力化されてしまった。

　エクウス騎兵の質とドモルガル騎兵の量はガリア騎兵に優るが、戦えなければその利は生かせない。

「だがこちらの騎兵が敵に優っているのは揺るぎない事実。所しよ詮せん時間稼ぎにすぎない」

　無力化されたのはあくまで一時的だ。

　力の差は歴然。騎馬戦で勝利すれば包囲するだけだ。

「あとはどれだけ敵の突撃に耐えられるかだな」

　だがこちらの歩兵の方が敵よりも優っている。バルトロには勝つ自信があった。




「さて、早速歩兵戦を始めようか。切り札一枚目。戦闘奴隷どもを突撃させろ!!」

　クリュウの号令と共に、鎖から解き放たれた獣の如く奴隷たちは連合軍に襲いかかった。

「何だ？　連中、ほとんど裸だぞ」

「兵数も少ない。ぶっ殺せ!!」

　連合軍と戦闘奴隷がぶつかる。

　戦闘奴隷は盾と胸当て以外の鎧は着ていない。下半身は腰布だけ。

　勝負は一瞬で決まると思われた。だが……。

「があああああ!!」

「何だ、この野郎嚙みついてきやがった!!」

「グギギギギギ!!」

「ひいい、何で刺してるのに突っ込んでくるんだよ!!」

　戦闘奴隷たちは麻薬により、痛覚を感じていない。

　彼らの脳裏にあるのは人質に取られている家族と目の前にある敵だけだ。

　思わぬ敵の強さに、連合軍はたじろぐ。だがそれはあくまで一時的なモノだ。

　敵の装備が貧弱なのは変わらないし、心臓を刺せば死ぬのも普通の人間と変わらない。

　同じ生きている人間なのだから。

　連合軍が苦戦しながらも、敵五千を相手に徐々に押し込んでいく。

　戦闘奴隷たちは奇声を上げながら、血の海に沈んでいく。

　戦闘奴隷の突撃は失敗した。

　だが連合軍を疲れさせる程度には役に立った。

「使い捨ての戦闘奴隷としては十分働いた方だろ。

　さて……切り札二枚目」

　クリュウは前方で繰り広げられる戦闘奴隷と連合軍の死闘へ剣を向けて号令をかける。

「戦象部隊!!　突撃開始!!」

　毛むくじゃらの化け物……象が唸うなりを上げて、戦闘奴隷と連合軍目掛けて突撃した。

　みるみるうちに象はその距離を近づけていく。

　そして近づけば近づくほどその巨大さが理解できる。

「すげえ、でけえ……」

「あ、あんなの殺せんのかよ……」

　生まれて初めて見る象にアデルニア人たちは圧倒されていく。

　戦場の空気を象が支配する。

「狼狽うろたえるな!!　所詮獣！　槍で突きさせば死ぬ!!」

「ですよね、隊長!!」

「流石隊長だ!!」

　百人隊長は槍を振り上げ、象に突進していく。

　しかしそれは少々無謀と言える。

　象は時速四十キロで走ることができる。そしてこの象の体重は約十五トン。

　その突進は人間が防げるようなものではない。

　バキバキバキバキバキ

　そんな音を立てながら百人隊長は踏みつぶされた。

　あとに残るのは赤い染み。

「な、何なんだ、この化け物は!!」

「ひいい、助けてくれ!!」

「ママー!!」

　一瞬で前線の兵士たちは恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいる。

「死ねえええ」

「ははははは!!」

　先程まで押し込まれていた戦闘奴隷たちも息を吹き返したように連合軍の兵士たちに襲いかかる。象により陣形が乱れた前線にはそれを止める力はない。

「不ま味ずいな、このままだと崩れる……」

　バルトロは遙か前方で暴れている化け物……象を見る。

　当然バルトロは象など見たことがないし、聞いたこともない。

　ゆえに対処法も分からない。だが……。

「トニーノ将軍に連絡。全軍の指示は任せた。

　俺は前線を支えにいく!!」

　バルトロは伝令にそう言うや否や、馬の腹を蹴り象に向かっていく。

　そして大声で叫ぶ。

「落ち着け!!　正面から挑むな。側面と背後から攻撃せよ！　弓兵は象の上に乗っている奴らを射い落おとせ！」

　バルトロが前線に出てきたことで、徐々に前線が持ち直し始めていく。

　兵士たちは象に正面から挑まず、側面や背後から槍を何度も突き刺していく。

　一部の象は狂乱状態に陥った。

　そして槍の雨から逃れるために、元来た道を引き返そうとする。

　だが象使いはそれを許さない。

「潮時だな。許せよ」

　象使いは象の急所に取り付けられている釘を鎚つちで強く叩く。

　釘は象の急所に深々と突き刺さり、象は絶命する。

　何頭かの象を倒したことで自信を付けた連合軍は再び士気を上げ、他の象へ次々と攻撃を仕掛ける。再び戦せん況きようが連合軍に傾いていく……。




「さあ、諸君！　ついに出番だ。全軍、突撃開始!!」

　クリュウは狗竜の腹を強く蹴る。狗竜は全速力で連合軍中央部に向かっていく。

　クリュウ配下のガリア兵たちはその後に続く。

「死ねええええ!!　はははははは！！！！」

　クリュウは自分の身の丈程の大剣を振り回し、連合軍を吹き飛ばすように切り裂いていく。ガリア兵たちもその後に続き、連合軍を食い破っていく。

　もし、連合軍が健全な状態であったならばクリュウの突撃は失敗していただろう。

　だが連合軍は五千の戦闘奴隷で疲ひ弊へいし、さらに象で陣形を大きく崩された。

　如何に巨大で強固な壁でも、ヒビを木槌で叩けば容易に崩れる。

　それと同じだ。

　クリュウ配下のロゼル軍は連合軍を押し込み、その身を徐々に貫いていく。

　……だがそれを大人しくさせるほどバルトロも甘くない。

「第二陣！　出番だ。ロゼル軍を食い止めろ!!」

　バルトロから全体の指揮を任されたトニーノ将軍の号令と共に、今まで温存されていた精鋭部隊が姿を現す。

　彼らはロサイス軍、ドモルガル軍双方から武力に長たけた者だけを集めて結成された部隊。対クリュウの切り札だ。

「ほう!!　元気じゃないか。これは厳しそうだ!!」

　楽しそうに笑みを浮かべ、大剣を振り回すクリュウ。クリュウが大剣を振り回すと、人が吹き飛び、血の雨が降る。

　クリュウはすでに返り血でずぶ濡れだ。

　とはいえ突出しているのはクリュウだけ。

　精鋭九千といえども人間離れしている武力を持つのはクリュウだけで、他はタダの人間だ。

　たとえ陣形が崩れた敵とはいえ、ここまで食い破るにも体力を消しよう耗もうする。

　そこへ体力を今まで温存させていた精鋭がぶつかったのだ。

　ロゼル軍は一時的とはいえ、その足を止めた。一度止まればあとは十分。

「さあ、敵は罠にかかった。左右から押しつぶせ!!」

　バルトロは崩れた前線を立て直しながら、ロゼル軍を押しつぶすように指示を送る。

　刺し傷を塞ふさぐべく、周囲の肉が徐々にその穴を埋めていく……。

　そしてここで連合軍にとっての朗報、ロゼル軍にとっての凶きよう報ほうが届く。

　ロゼル騎兵を駆く逐ちくした連合軍騎兵が戦場に復帰したのだ。

　連合軍の騎兵は指示を待つまでもなく、ロゼル軍を背後から急きゆう襲しゆうする。

　こうしてロゼル軍は前後左右を囲まれる形となった。

　だが……。

「ふふ、そうでなくてはな。さあ、ここからが本番だ。よいか！　アデルニア兵を殺した数だけお前たちには土地と女をやる!!　略奪品も全てお前たちの物!!　敵大将カロン（カルロ）を殺した者は諸しよ侯こうに封じてやる。もっとも、俺も狙っているから早いモノ勝ちだがな[image: ]」

　クリュウは叫びながら大剣を振るう。

　殺す、殺す、殺す。

　血、血、血。

　死、死、死。

　クリュウは徐々に自分が作りだした血の匂いに酔い始める。

『狂きよう闘とうの加護』が牙を剝むき始める。

「ははははははは！！！　死ね死ね死ね！！！」

　クリュウは笑いながら、それでいて冷静な瞳で、連合軍兵士を次々と屠ほふっていく。少しずつ、連合軍の精鋭が押され始める。

　そして狂気は『魅了の加護』を通じてロゼル軍に蔓まん延えんする。

「死ね死ね死ね!!」

「ひゃはははは!!」

「敵将の首は!!」

「俺のモノだ！！！」

　ロゼル軍はその狂気に当てられ、勢いを一気に増す。

　彼らは止まらない。止められない。その狂気は止まらない。

　その狂気は彼らの体力を回復させ、身体能力すらも一時的に上昇させる。

　それは本当に僅わずかな上昇だが……一万が集まれば『小』も『大』となる。

　ロゼル軍は連合軍の精鋭をついに食い破る。そして一気にカルロのいる本陣に迫る。

　これを見たトニーノは……。

「負けだな」

　冷静にそう判断した。だが心の内は平静でないのはその手を見れば分かる。

　固く握り締められた拳。爪が肉に食い込んで、血が流れている。

「伝令です!!　バルトロ将軍より連絡。至急退却を進言する、とのことです」

「そうか、今は俺の方が上になるんだったな。よし、迅じん速そくに撤退する。撤退開始！」

　こうして連合軍は撤退。ロゼル軍の勝利に終わった。

　連合軍の損害は死者三千。負傷者は四千。逃亡兵三千。騎兵の損害は二百。

　ロゼル軍歩兵の損害は死者四千。しかし戦闘奴隷が大部分を占める。

　虎の子の本隊は死者四百、負傷者五百。死者数の割に負傷者の数が少ないのは、『狂闘の加護』の影響の一つだ。

　騎兵は約四百を失ったものの、六百が健在。戦象は五十頭中、二十頭を失う。

　つまり連合軍歩兵一万と騎兵千。合計一万一千。

　ロゼル軍歩兵八千百と戦闘奴隷千と騎兵六百。合計九千七百と戦象三十頭。

　という数字になった。





　　　　※






　戦いから数時間後、ロゼル王国の陣中ではクリュウと麻里、アナベラが話をしていた。

「凄いです、クリュウ将軍!!」

　アナベラは尊敬の瞳をクリュウに向ける。クリュウはガハハと笑ってから答える。

「当然よ。この俺を誰だと思っている？　世界一の名将、クリュウだ!!」

「まあ、こいつも負けたことはあるけどね。演説じゃあ大ぼら吹いて……」

　麻里が肩を竦すくめて言った。

　常じよう勝しよう無む敗はいの将軍などそうそういない。普通は負けた、勝ったを繰り返して少しずつ名将になっていくものなのだ。クリュウも同様である。

「ところでお一つ聞いてよいですか？　奴隷部隊は必要だったので？　最初から象さんをぶつければ良かったのでは？」

「ふふ、良い質問だ。ジングルベル君！」

「……アナベラです。というか『ベ』しか合ってませんよ……」

　アナベラは眉まゆを顰ひそませる。

　が、そんなアナベラの表情は無視して、クリュウは説明を続ける。

「象には弱点がある。あいつは足が弱いのだ。それに方向転換も利きかない。真っ直ぐしか進めない、非常に難点が多い兵器でな。統制が取れた軍と正面から当たれば失敗する恐れがある。生あい憎にく替えも利かない。だからまず戦闘奴隷を当てて、敵の陣形を崩したのだ。……敵の司令官は想像以上に優秀だった。初めから当てていれば返り討ちに遭った可能性もある」

　実際、二十頭ほどの象を失ったのだ。次は通じないかもしれない。

「いやあ、でも象が敵を踏みつぶしていくのはやはり壮そう観かんだな。ガリアで初めてアレと出会った時は随分と度肝を抜いたものだが……」

　元々ロゼル王国には象兵という兵科はない。

　あれは北方のガリア人の一部族が使用していた兵科である。

　それを打ち破り、支配下に置いたのだ。

　ちなみに現在、その部族は象と象使いの供給を条件に高度な自じ治ち権けんを与えられている。

「さて、バルーン殿。お膳ぜん立だてしてやったんだ。あとはあなたの出番だぞ？」

「マーリンよ。了解。まあ、私は特にすることはないんだけどね」

　麻里はそう言いながら大急ぎで飛竜に乗り、空へ飛び立った。





　　　　※






　一方バルトロとトニーノは今後について話し合いをしていた。

「どうする？　もう一度決戦するか」

「……無理だな。兵士が完全に呑のまれちまってる。ひとまずは籠ろう城じようするしかあるまい。援軍を待つ。はあ……大口叩いちまってこのザマか」

　そして酒を呷あおる。楽しいときは酒、辛いときも酒だ。酒はバルトロの血液である。

「クリュウの突撃力を見誤った。あと序盤の騎兵の離脱……もう少し早く騎兵が到着していればな」

「あと、爆槍がなかったのも痛いだろうな。あの槍なら毛むくじゃらを殺すのはそこまで大変でもなかっただろう」

　バルトロとトニーノは反省会を開く。人は失敗から学ぶ生き物だ。

　今回は仕方がない。次、必ず勝つために今は反省する。

「というか何だよ、あの毛むくじゃら。反則だろ」

「……それを言ったらあんたらの爆槍も反則だぞ」

　戦争に卑怯も何もないのは分かっているのだが、規格外な兵器を持ちだされると物申したくなるモノだ。兎にも角にも対策、そして援軍要請。

「とりあえず……士気を上げるために酒でも飲むか？」

「……それはあんたが飲みたいだけだろ」

　トニーノは呆れ顔で言った。





　　　　※






　さて一方アルドはというと……。

「よし、勝ったぞ!!　やった、ヤッター!!　ありがとうございます、マーリン殿！　クリュウ殿！」

　アルドは大喜びで麻里とクリュウの手を握った。

　少し前まで命の心配をしていたのが噓のようだ。

　今ではあともう少しで一度は逃した王おう冠かんが手に入る。アルドは上機嫌だ。

「良かったですね、アルド様」

　アリスもアルドを祝しゆく福ふくする。

　アルドは上機嫌であるうちはアリスを殴らないから、アリスとしても喜ばしいことなのだ。

　しかしアリスの予想とは違い、急にアルドは不機嫌そうな顔をした。

　ツカツカとアリスに近づき、アリスの頰ほおを殴り倒す。

　アリスは派手に倒れ込む。受け身はバッチリだ。

「ドモルガル王様だろ？」

「はい、すみません。ドモルガル王様」

　アリスがそう言い直すとアルドは上機嫌な顔に戻る。

「ではマーリン殿、クリュウ殿。私はこれで」

　アルドはそう言って、退室する。アリスはその後を小走りでついていくが……。

「待って」

　麻里に呼び止められた。

「どうしてあんなのに仕えているの？」

「ん？　私は奴隷です。ならば主人に従うのは当然では？」

「でも殴られているでしょ」

「あれは私が悪かったからです。私が大人しくしている限りは殴られません」

　アリスは無表情で答える。麻里は困惑した表情を浮かべた。

　今度はクリュウが問いかける。

「もし君にその気があるならば……ロゼルに来ないか？　百人隊長にはしてやれる。それ以降の出しゆつ世せは将としての実力が問われるが……少なくともアレに仕えているよりはマシだぞ」

「そんなことをしたら殴られます。痛いのは嫌です。私は逆らいません」

　アリスはきっぱりと断る。

　ロゼルに来れば殴られないと言っているのに、殴られるのが怖いからそちらには行けないと返答するアリス。

　本人はその矛盾に気付いていないことが恐ろしい。

「そう、変なこと聞いてごめんね」

「悪かったな。気が変わったら訪ねてくれ」

　麻里とクリュウは口ぐちにそう言った。アリスは静かに一礼して、その場を去る。

　しばらくするとアルドのヒステリックな声が響き渡る。

　今度は遅れたことに怒っているようだ。

「どう思う？」

「どうって……いくら強くてもあそこまで壊れたのはね……まあ、本人次第だろ」

　麻里とクリュウは顔を見合わせて、深いため息をついた。





　　　　※






　その凶報は意外なことに、ロサイス王の元に来るよりも先に一般民衆に伝わった。

　ロサイス王が噂の出所と真偽を探っているところへバルトロ・ポンペイウスの書状が届いた。





　・敵将はガリアの名将クリュウ

　・敵戦力は残り約一万。ただしロゼル本国からの援軍で増える可能性あり

　・こちらの残り戦力は一万一千

　・士気の低下が激しいため、籠城している

　・少なくとも一か月は持たせる。ただしそれ以上は未知数

　・至急援軍を要請する

　・敵は毛むくじゃらの化け物を従えているため、爆槍が大量に必要である






　以上がバルトロからの手紙に書かれていたことだった。

「さて、豪族会議を開く。今回の議題は……皆も知っていると思う。一体どれくらい援軍を送るかだ」

　アルムスは豪族たちを見回して言う。

　講和するにしても援軍を送って、状況が有利になってからの方がよい。

　まず最初に発言したのは元ディベル派の豪族だ。

「敵は約一万ほど。現地の兵も一万。ならば数千ほど兵と追加の兵ひよう糧ろう・爆槍を送れば問題ないのでは？」

「エクウス族にも援軍を要請して……騎兵戦力を増強すれば間違いなく勝てます!!」

　強気な発言だ。俺もその意見に賛成だ。

「そうだな。援軍は……二千もあれば十分か。俺が直接率いていけば士気も上がるだろうし」

　俺はそう言いながら、豪族たちの表情を確認する。異存はないようだ。

　よし、早速決を採るか。

「では、賛成の者は……」

　俺がそう言いかけた時だった。廊ろう下かをドタドタと走る音が鳴り響く。

　そして勢いよくドアが開き、兵士が大声で叫んだ。

「失礼いたします!!　緊急報告です!!　ベルベディル王の軍が我が国の国境を目指し進軍中!!　兵力は五千です！」

　心臓が跳ね上がる。大丈夫だ……落ち着け。

　我が国が現在出せるであろう限界ギリギリ一万五千。そのうち三千が工事に、八千がドモルガルに向かっている。

　だから常備軍を合わせて四千を動かせる。

　援軍は後回しになってしまうが、ベルベディルを討ってからでも遅くはない。

　十分対応可能……。

　そう思った時だった。再び廊下に大きな足音が響く。

　汗まみれの兵士が叫ぶ。

「失礼いたします！　急報です!!　エビル王の軍が我が国の国境を目指して進軍中！　五千です!!」

　くそ……敵兵力が万に増えたか。

　だがエクウス族を頼ればよい。だいぶ足元を見られるが……国が亡ほろぶよりもマシだ。

「王よ！」

「分かっている。至急エクウス族に使者を出す！　誰か紙を持ってこい!!」

　俺が叫ぶと、人が再び廊下を走る音が聞こえる。

　誰か分からんが、耳が良いじゃないか。

　兵士は許可も取らずにドアを開け放つ。

　その手には紙を持っていた……すでに封をしてある。

「失礼いたします!!　緊急報告です!!　エクウス族内で内戦が勃発!!　レドゥス王子が兵を上げました！　エクウス王様及び王太子メチル様は討死！　ムツィオ様以下二百が我が国に亡命を希望しておられます!!」

　文字通り目の前が真っ暗になった。




　俺は首都の城門でムツィオたちを出迎えた。

　その姿はまさに満まん身しん創そう痍い。服はボロボロで、顔は疲れ切っている。

　伝令の兵士は二百と言ったが……四百はいるな。そのうち三分の二が女性や子供。

　ムツィオが前に進み出る。

　いつも愉ゆ快かいに笑っているムツィオとは思えないほど、落ち込んだ表情だ。

　ムツィオは俺の前に進み出て、自じ虐ぎやく的てきに笑う。

「なあ笑ってくれ、友よ……父と兄、家か臣しんを殺されて妻と国を奪われた憐あわれな男を」

　俺はムツィオの肩を軽くたたいて言う。

「君たちの亡命を受け入れる。とりあえず……風呂に入り、飯を食べて、一晩寝ろ」





　　　　※






「ムツィオ、休めたか？」

「……ああ、少し寝たら疲れが取れた」

　ムツィオに二時間程仮眠を取らせた後、俺はムツィオを豪族会議に呼び出した。

　本当のところは他のエクウス族の連中と同様休ませてやりたいが……もう時間がない。

「まず何が起こったかだが……」

「そっちはいい。他の奴から聞いた」

　ムツィオを休ませている間、比較的元気のあるエクウス族の有力者に話は聞いている。

　真夜中、レドゥスに奇き襲しゆうを受けたらしい。

　レドゥスの兵力は百でエクウス王とメチル王太子の兵力は千だった。

　しかしどういうわけかエクウス王側の馬の四割が体調不良。しかも同時多発的に何人かの将が病やまいに倒れた。こうしてレドゥスが王と王太子を殺し、族長に就任。

　ムツィオは命からがら逃げてきたと……そういうことだ。

　しかし、偶然の一致だと考えるのは不自然だな。

「我が国がロゼルに敗北した途端、二国が同時に宣せん戦せん布ふ告こく。情報が回るのが早すぎる。それに加えて、同盟国の政変。これが偶然だとするのは少々無理があるな」

　つまり、ロゼルが裏で仕組んでいる。そう考えるのが自然だ。

「なあ、ムツィオ。お前の国にガリア訛なまりの呪術師はいなかったか？」

「ガリア訛り？　つまりガリア出身者か。結構いたような気がするぞ。我が国は呪術師の実力が低く、数も少ない。だから外国人を登用するのはよくあるんだ。

　それが一体……いや、まさか……」

　否定はできない。

　呪術師とは医者だ。医者ならば馬の診察をするだとか適当なことを言って、前日に小こ細ざい工くを施すのはそこまで難しいことではない。

　病も……あらかじめ入念に準備を重ねれば毒殺も呪殺も可能だ。

「だけどほとんどの奴らは十年前からエクウス王や王太子に仕えてたんだぞ？　十年も前からこのことを計画してたなんて……」

「あの国の目的はアデルニア半島を支配下に治めることだ。ならば……あらかじめ布ふ石せきを打っておくのは別におかしなことじゃない」

　ロゼルは騎兵を多く持つ。つまり騎兵の重要性を理解している国だということ。

　ならば長い年月をかけて、エクウス族を支配下に組み込むための工作をしていてもおかしくない。

　あの国には五百年も生きている奴がいる。

　そういう気の長い作戦も実行できるはずだ。

　俺とムツィオが話していると、ドアが突然開いた。

「失礼いたします!!　緊急です！　エクウス王を名乗るレドゥス王子から親書です」

　俺は兵士から受け取った手紙を読む。





　・まずロサイス王の国との同どう盟めいは破は棄きする。

　・ムツィオ以下逃亡者の身柄を要求する。

　・以上が受け入れられない場合は我が国は貴き国こくに宣戦布告する。

　・期限は三日後まで。






　俺は読み終わった後、ムツィオにも読ませてやる。

　ムツィオは暫しばらく手紙に目を通した後、手紙を握り締めて、引き千切る。

「ふざけるな!!　奇襲などと卑怯な手段で奪った族長の座についてエクウス族全体を語るな!!」

　そしてムツィオは俺を見つめて言う。

「ロサイス王。兵を貸していただきたい。族長の座を奪い返す」

　俺は豪族たちを見回す。ライモンドが手を上げた。

「ロサイス王様。私は反対です。現在、我が国は危機的状況にある。この状況下で敵を増やすわけにはいきません」

　もっともだな。二国相手でさえ問題なのに、もう一国をそれに加えるなんてできない。

　だが……。

「我が国はエクウス王と契ちぎりを結んだ。同盟に従い、その仇を討たなければ同盟違い反はんになる」

「ですが今のエクウス王はレドゥスです。そして彼は同盟の破棄を通告してきた」

　その通り。そういう理屈も通る。

　つまりレドゥスとムツィオ、どちらが王の方が我が国にとって都合が良いか。そういう問題になる。

　そして現在の情報では、ムツィオが王ではデメリットが大きすぎる。

　だから今必要なのはムツィオの提示するメリットだ。

「俺が王になったら同盟は維持。今まで以上に貿易を拡大する。それにレドゥスが王になればエクウス族はロゼルの傀かい儡らいになるということ。それは貴国にとって安全保障上大問題ではないか？」

「問題は我が国がレドゥスを相手に勝てるか否かに尽きる。こちらはタダでさえ三か国を相手にしているんだぞ？」

　これがエクウス族単体だったら悩むまでもなく、ムツィオを王にしてやるんだが。

「レドゥスは首都を攻め滅ぼしたにすぎない。エクウス族は各地に散っている。メチルが死んだ以上、次の族長は強い者だ。未だ多くのエクウス族はそれを計りかねている。だからレドゥスが動かせるのは多くて三千」

「騎兵三千は油断できない数ではないか？　それに騎兵相手に歩兵で攻めても勝てない」

「俺を殺さん限り、奴はエクウス族をまとめられない。俺が戦場まで顔を出せばあいつは確実に下りてくる。ロサイス王の国に引き込めばいい。地の利はこちらにある」

　つまり俺の国を戦場にする必要があるということか。

　正直、爆槍があれば十分勝てると思うし、俺はこいつを支持してもよいと思っている。

　だけど……。

「ロサイス王様！　他国のために我が国を焦しよう土どにするのは賛成しかねます!!」

　ライモンドが反対だと叫ぶ。それに同調するように豪族たち……エクウス族との領域に接している豪族たちが大きく頷うなづく。

「ムツィオ。もう一押し必要だ。お前が王になったら国防に必要な最低限の数以外の騎兵を全て雇わせてもらう。無料でな。そして今後、我が国が兵を出すときは必ずそちらにも兵を出してもらう。そしてお前の頭に王冠を載せるのは俺だ」

「つまり属ぞつ国こくになれと？」

「友人になるだけだ」

　俺がそう答えると、ムツィオはニヤッと笑う。

「別にいいぜ。貢みつぎ物ものは不必要なんだろ？」

「友人から貢物など貰わない」

　俺がそう答えると、ムツィオは心臓に手を当てる。

「分かった。ムツィオ・エクウスとエクウス族はロサイス王の国の永遠の友人となることを誓う」

　これでよし。俺は豪族たちを見回す。

　表情からいって、賛成三割、反対五割、中立二割といったところか。

「諸君、確かに我が国がムツィオ殿のために血を流すのはおかしなことかもしれない。だが、レドゥスは卑怯な手段で家長である父とその後継者である兄を殺したのだ。これは許されることか？」

　アデルニア半島では家長権が強い。またアデルニア人は家族を大切にする一族だ。

　父親殺し、兄殺しほど悪い犯罪はない。

「我々がレドゥスにムツィオ殿を引き渡すということは、卑怯者に膝を折るということだ。諸君はそれでいいのか？　卑怯者に頭を下げてまで、血を流したくないのか」

　まずはアデルニア人の、豪族のプライドを刺激する。そして……。

「今、エクウス族を助ければ……今後彼らは俺たちを助けてくれるだろう。エクウスの、アルヴァ騎兵数千が味方になるのだ。ベルベディルやエビルとて、撃退できる」

　リスクは大きい。だがリターンも大きい。

　この包囲網を崩すには大きな賭けが必要だ。

「いいか、これはロゼルの姦かん計けいだ。ロゼルは我が国とエクウスの仲を裂くためにこのような手段に訴えたのだ。ロゼルは我が国とエクウスの連携を恐れている。このままムツィオ殿を見捨てればロゼルの思う壺つぼだ。私はこの危機を乗り切るためにはエクウスの力が、ムツィオ殿の力が必要不可欠だと考えている」

　俺はそう短く締めくくった。さて、これ以上言うことはないか。

「さて、決を採りたいと思う。あらかじめ言っておくが、私はこの決議がどのような結果に終わろうとも、豪族会議の結果を尊重しようと思う」

　結果は……。

　賛成七割、反対三割。

　こうしてエクウス族との開戦が決定した。
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「問題はエクウスと戦っている間、どうやってエビル、ベルベディルを押しとどめるかだ」

　エクウス騎兵は三千。これを歩兵で仕留めるのだから最低でも同数は必要だ。

　我が国が今すぐ動かせる兵は四千。エクウス族に三千を当てるとすると千になる。

　千で一万を押しとどめるのは無理がある。

　だから……。

「工事を取りやめる。そして三千人に武器を持たせる。これでベルベディルとエビルに当てられる兵は四千になる」

　四千なら一万を暫く押しとどめるのは難しくない。

　要よう塞さいと焦土戦術を組み合わせればできる。

　それに加えて……。

「イアルに連絡しろ。ゾルディアス王と交こう渉しようせよと。別にゾルディアスの軍は必要ない。だが交渉している間はエビルは後ろが怖くて下手に動けん。あとベルベディル王だが……レザドに救援を頼む」

　高くつきそうだけどな。

「王よ。レザドだけでなく、ゲヘナにも救援を頼むべきでは？　あそこの僭せん主しゆ（王）はテトラ様の祖父なのでしょう？」

「……そうだな。アブラアム殿にも救援を頼もう」

　あの糞爺を介入させるのは嫌だけどな。四の五の言ってられない。

「では早速、使者を出す。紙を持ってこい！」

　俺はゲヘナとレザドに援軍要請を、そしてネメスには中立、できれば援軍を求めるために親書を書き、送った。

　迅速に行動しなければエビルとベルベディルとエクウスが来てしまう。

「ロサイス王様、大変です!!」

　兵士を集めるように命じたはずの豪族が涙目で叫んだ。

　次は何だ……。

「工事に従事していた者たちが兵へい役えきを拒否しました!!」

「はあああ!?」
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　兵役を拒否した者たちの主張はこうである。

「実際に血を流しているのは我々だ。だが得をするのは王と豪族だけだ。これはおかしくないか？　我々に利益がない。利益を提示してもらうまで、我々は兵役につかない」

　なるほど……一理あるな。

「何言ってるんですか!!　一大事です！」

「まあまあ、落ち着け。多分長い間一緒に工事やってる内に連帯感が生まれたんだろうな。その上で今回の戦争。今は国家の危機だから、自分たちは絶対に必要なはず。だから普段は通らないであろう要求も確実に通る……という考えだろうな。よく考えたモノだ」

　つまり彼らは戦争に行きたくないわけではないのだ。

　利益が欲しいのだ。

「どうします？　ロサイス王様」

「どうするも何も、鎮ちん圧あつ部ぶ隊たいを送るわけにはいかないしな。譲じよう歩ほするしかないだろ」

　鎮圧部隊を構成しているのも、その平民なのだ。下手をすれば感化されて、寝返る可能性すらある。

　つまり土地と奴隷、またはそれに相当する給料を支払うしかない。

　とはいえ一度認めたらこれから永遠に認めなくてはならなくなる。

　土地……という意味だけならたくさんあるが、彼らも荒地が欲しいわけではあるまい。

　農地は限られている。それに彼らは別で自分自身の土地を持っているのだ。

　その土地と合わせて遙か遠くの土地をもらっても管理できない。

　だから土地はやれない。奴隷と金は土地以上に限られるため、不可能。

　そしてこれくらいは彼らだって理解しているはずだ。

　つまり……。

「減税ですね」

　ライモンドが面倒だという表情を浮かべた。

　この場合、問題になるのは収入の低下ではない。

　彼ら三千人に認めるということはロサイス王の国全ての農民に認めるということであり、豪族たちの領地に住む農民にも認めるということだ。

　つまり豪族の領地も直ちよつ轄かつ地ちも関係なしに、全ての税金を下げる必要性がある。

　これは面倒という二文字で済むレベルではない。

　何故なら豪族が国に従っているのは本ほん領りよう安あん堵どのためだからだ。

　豪族は自分の領地に国が関与することを極端に嫌がる。

　今、この国に於おいて重要な豪族八十四名中五十七名が揃っている。

　すぐに賛成が採りつけられれば解決するが……。

「どう思う？」

　とりあえず聞いてみた。

　豪族の一人が口を開く。

「……私は減税に賛成です」

　意外だな……最初に賛成案が出るとは。

「我が領からは五十人以上の賦ぶ役えき人にんを出しています。一度逆らうことを覚えた者は、容易に二度目を起こします。五十人の扇せん動どう者しやが我が領に入ればどの道譲歩せざるを得なくなる。ならば今のうちにその牙の矛ほこ先さきをなくしてしまう方がいい」

　だがしかし、すぐに多くの豪族が反対を表明した。

「わ、私は反対です!!　我が領の財政は今でも貧ひん窮きゆうしているのです！　これ以上の減税をすれば……」

「そうです！　それに豪族会議の議決が全ての豪族の領地に影響を及ぼすなど……内政干渉だ」

「だがどうする？　このままでは国が亡ぶぞ」

　ガヤガヤと議論を始める豪族たち。時折怒ど号ごうが飛び交う。

　不味いな……もし彼らの中に「エビル王の国やベルベディル王の国についた方が本領安堵が期待できるのではないか」と考える者が出てきたら……。

　だがこれを乗り切るには減税以外の方法はない。

　ええい、こうなったら……。

「私は減税以外の道はないと思っている！」

　俺は声を張り上げた。豪族たちの視線が俺に集中する。

「たとえ今回、認めずに何とか乗り切ったとしよう……二度目が起こるぞ？」

　これは最初に発言した豪族が指摘したのと同じだ。

　一度逆らうことを覚えた者は、二度目は一度目よりも軽い気持ちで反はん旗きを翻ひるがえす。

「今回はまだいい方だ。人数はたった三千人で、要求は比較的軽い。ここで打ち止めにしなければ、後々大きな問題になる。いいか、我らに逆らっているのは兵士なんだぞ？」

　この国では農民＝兵士だ。

　つまり彼らが反乱を起こす気になれば俺たちを殺すのは容易。このことを考えれば今回の事態が如何に恐ろしく、同時に幸運であることが分かる。

「これはロサイス王の国の存亡の問題ではない。私の、あなた方の地位を揺るがす問題だ。……キリシアの国々では昔は我が国のように王政だったそうだ。だが搾さく取しゆする王や豪族に反旗を翻し、殺し、自ら政治をやるようになった」

　俺は実際の歴史を元に豪族たちを脅迫する。たとえ我が国が滅んで、お前たちが助かっても、それは一時的な延命処置にすぎないと。

　……実はこの歴史はほんの少しだけ違う。

　正確に言えば「圧政を敷く王に平民とそれを扇動した豪族が王を殺した」のだ。そして豪族は貴族となり、貴族政治を始めた。その後平民が貴族から政治を奪い取ったのだ。

　いくら逆らいやすくなったとはいえ、それを取りまとめる核がなければ王を倒すなど不可能だ。

　だがアデルニアの豪族の大部分はキリシアの歴史を詳しくは知らない。

　噓も方便だ。

「減税だが……少なくとも一番税が軽い直轄地以下にしなければならないな」

「そこまで減らしたら我が領は持ちませぬ!!」

　豪族が叫んだ。そうだそうだと他の豪族たちも同様に反対の声を上げる。

　多くの領地を持たない豪族はそれだけ税収が少ない。

　だから税を高くせざるを得ないのだ。

　証拠にある程度の領地を持つ豪族は積極的に反対を示しているわけではなさそうだ。

　もっとも、賛成でもないだろうけどね。

「もっともな意見だ。諸君の収入が減ればそれだけこの国の軍事力が低下する。だから……」

　仕方がない。腹を括ろう。

　人に出血を強しいる前に、自分が血を流して見せるべきだ。

「紙と蒸じよう留りゆう酒しゆ各種の製法を公開する」

　議会が一瞬にして静まり返る。豪族たちが息を飲み込む音が聞こえる気がした。

　驚くのも無理はない。紙も蒸留酒もロサイス家の富の源泉と言ってもいい。

　現在、大規模な工事を行えているのは紙や蒸留酒で外貨を取得しているからだ。

「お、王よ!!　正気ですか!!」

　ライモンドが目を見開いて叫ぶ。俺はライモンドをじっと見つめて答える。

「仕方がない。領主たちには無理を言っているのだ。我々も身を切るべきだ」

　俺がそう言うと、ライモンドはまだ何か言いたげだったがひとまずは下がった。

　そして俺は豪族たちを見回して問う。

「まだ不服か？」

「……紙や蒸留酒の製法を教えてくださるのであれば確かに我が領地の財政も持ちます。ですが今までよりも大幅に……」

「売上税を取ればいい。大部分の平民には関係ない税だ。多少上げても問題はない」

　税金を上げれば多少は経済が冷え込むが、その冷え込み以上に経済は成長するはずだ。

　今でも売上税が毎月驚異的に上昇しているのだから。

「どうだ？」

「…………」

　豪族たちは深く考えこんでいる様子だ。

　しばらくして、強硬に反対意見を示していた豪族の一人が口を開く。

「そういうことであるならば、反対は致しません。賛成致します」

　それが皮切りとなり、次々と豪族たちは賛成を表明する。

　その後の決議で大幅な減税と税金の統一が決まった。

　最後の豪族の一人が一礼して、議会を後にする。

　今いるのは俺とライモンドだけだ。

　………。

　……。

　ふふふ、ははは！

「はははは！　上手く行ったな。ライモンド」

「ええ。まさかこんなに上手く転がるとは。あなたの演説のおかげですな」

　それを言えばお前の演技も上手かったぞ、ライモンド。

　噴き出すところだった。さて、解説しよう。

　今回の事件、我々王家にとっては損は何一つない。むしろ得だけがある。

　製法を豪族に公開することで供給量が増え、値が下がる？

　確かに多少は下がる。だがあくまで多少だ。

　そもそも紙と蒸留酒は消しよう耗もう品ひんであり、薄利多売が基本の商品。

　供給量が増えたからといって値が急激に下がるということはない。

　直轄地の減税は商人からの売上税で十分以上に賄まかないきれると踏んでいる。

　何しろキリシア人が大量に持ち込んでくれた青銅貨や銀貨・金貨が我が国でもかなり出回るようになってきているからな。

　それに物納よりも貨か幣へいで税金が取れる方がこちらとしても嬉しいし。

　それでも大幅に税収が落ちるのは覚悟しなければならないが。

　そして今回得た得だが……。

「ついに聖域だった豪族の領地に触れることができた。しかも減税で一気に収入を減らせる」

　一度目は難しいが二度目は簡単。

　これは今まで散々言ったことだが、こいつは豪族相手でも成り立つ。

　一度豪族会議の議決が豪族の領地に影響を及ぼすという前例ができた。これは大きな収しゆう穫かくだ。

　それに豪族連中は売上税と紙と蒸留酒で十分減税分はカバーできると感じたようだが……それは思い違いだ。

　そもそも商人は人口の多いところに行くのだ。

　だから今まで通り直轄地に来るのは変わらない。まあ多少なりとも豪族の領地へ赴おもむく商人の数も増えるだろうけど、売上税が期待できるほどではない。

　この辺が経済音痴の豪族にはイマイチ理解できていないようだ。

　要するに、今回の件で豪族の勢力を大幅に落とすことができたというわけだ。

　しかしどうしてここまで上手くいったのか。

　正直、終わった……と思ったのも事実なのだ。

　結果的に良い方へ転がったけど、会議が揉めに揉めて戦争どころでなくなっていた可能性も十分にあるのだ。

「どうやら最近、連中はキリシア文化に嵌はまっているみたいですよ？　キリシア人教師奴隷を購入して子供にキリシア語を習わせているようです。あと美術品の収集にも熱心だとか。その関係で貨幣が欲しかったのでは？」

「なるほどな。物納の小麦を売って貨幣を得るよりも、紙と蒸留酒を売った方が遙かにいいもんな」

　つまり商売熱心のキリシア人のおかげ。ナイスだ、キリシア人。

　まあ、でも……。

「予想以上に平民の反発が早かったな」

「……キリシア人でしょうね。貨幣経済と共にあれこれ吹き込んでいるんでしょう」

　覚悟していたことなんだが……。

　想定以上に早いと慌てるな。貨幣経済の広がりも想定以上に早いんだけどね。

「さて、俺は兵役拒否を起こした連中のところに行ってくる。早速説とき伏ふせてくるよ」

「私もお供します。王よ」
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　俺が現場に赴くと、賦役人たちは俺を取り囲み口々に工事の辛さや生活の大変さを訴えた。俺は聖しよう徳とく太たい子しではないので一人一人に答えられないし、聞き取れない。

　ひとまず賦役人たちの気が済むまで喋らせる。

　賦役人たちがひとしきり不満を言い切ったと俺が判断したところで、俺は口を開いた。

「君たちの不満はよく分かった!!」

　出来るだけ大きな声で、全ての者に聞こえるように。

　そして賦役人たちの顔を見回す。目をしっかりと合わせる。

「私としては君たちに土地をやってもよいと思っている。だが遙か遠方の土地を貰っても致し方があるまい？　奴隷や塩・貨幣は有限で、全ての者に行き渡らせるものほどない」

　兵士たちの顔に不満の色が見え隠れし始める。だが俺は止めない。

「だが君たちに報いてやりたいという気持ちもまた事実。だから……減税という形で私の感謝を示そうと思う」

　その他にも労役や兵役時には、必ず国が食糧を出す。臨時課税も取り止める。

　王族、豪族、平民の刑事上の刑罰の平等。王や豪族による不当な財産の接収の禁止など。

　平民が不満に思っていること、不満に思っているであろうことの改善を約束する。

　徐々に平民たちの顔に驚きと喜びの色が浮かび上がり始める。

　想像以上の成果だったのだろう。

　狙い通りだ。どうせ譲歩するなら中途半端に小出しにするより、開き直って大幅に譲歩した方が印象が良いはずだ。最後に俺は大声を上げて締めくくる。

「私は君たちの守護者でありたいと思う。王として、君たちを守りたい。だから君たちも私を、この国を守ってくれないだろうか？　王として君たちにお願いしたい！」

　今度は逆にこちらから要求する。場を沈黙が支配する。

　沈黙を打ち破ったのは平民の一人だ。

「国王万歳！」

　一人が叫んだのを聞いて、周囲の平民たちも叫ぶ。

「「国王万歳!!」」

　万歳の波は徐々に、徐々に広がり、いつしか大気を震わすほどの唱和になる。

「「「国王万歳！！！」」」

　ちょっと想像以上だったけど、大成功ということでよかったのかな？
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　バチン！

　頰を打つ音がユルトに響き渡る。打たれたのはレドゥスで、打ったのはラケーラだ。

「誰が、誰の妻になると？」

「……俺がその気になればお前をこの場で犯すこともできるのだぞ？」

　レドゥスはラケーラを睨にらみつける。ラケーラも気き丈じように睨み返す。

「結構です。ですがあなたに犯されるくらいならば私は舌を嚙んで死にます。死体はお好きなように犯してください」

　エクウス族の医療技術は低い。よって舌を嚙めば確実に死ねる。

　もっとも、かなり苦しい死になるが。

「……いいさ、俺は君を犯さない。すぐにムツィオの首を持ってきてやるよ。そうすれば操みさおを立てる必要もなくなる」

「あなたにムツィオは殺せません。あなたのような卑怯者には」

　ラケーラとレドゥスは暫く睨みあった後、お互い背を向けた。
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「いやはや、皆さん！　よく来てくださった!!」

　アブラアムはレザド代表のエインズとネメス代表を歓迎した。

　三人がいるのはゲヘナにあるアブラアムの屋敷。

　レザドやネメスの人間が皮肉を込めてアブラアム宮殿と呼んでいる大邸宅だ。

　とはいえ、宮殿と言われても仕方がない規模である。

　少なくともロサイス王の国の宮殿よりも巨大で、豪ごう華か絢けん爛らんだ。

「ええ、アブラアム閣かつ下か。本日はお招き下さり、ありがとうございます」

　エインズはアブラアムに軽く会え釈しやくする。続いてネメス代表も軽く会釈した。

　そして三人はすぐさま会談に移る。

「さて、今回の議題は皆さんも勘付いていらっしゃると思うがロサイス王の国だ。あの王は私にとって義理の孫にあたる。当然援軍を送るつもりだ。貴国はどうする？」

「我が国にも正式に援軍の要請が来ました。当然、支援するつもりですよ。ベルベディルは仇きゆう敵てきですしね」

　レザドとゲヘナには介入する大きな理由がある。

　レザドからすればベルベディルを挟きよう撃げきできるチャンスでもあるのだから、参戦しない理由はない。ここで問題になるのはネメスの動向だ。

「生憎、我が国はロサイス王の国とはそこまで親しくない。私個人としては援軍を出してもよいと思うが、市民たちは納得しまい。故に兵糧や軍資金等の援助をしようと思っている」

　つまりネメスもロサイス王の国を支援する。そういうことだ。

「今回の会談はこんな分かり切った話をするためではないでしょう？　早く本題に入って欲しい」

　エインズがそう言うと、アブラアムは肩を竦めた。

　やれやれと言いながらアブラアムは口を開く。

「今回の戦争、必ずあの国の資金は底をつく。何しろ少し前まで大事業もやっていたのだからな。故に彼らは金を借りたがるはず。……金を大量に貸し付けて、ロサイスを我々キリシアの思い通りに動く国にする」

「我々にとって不安なのはあなたが曾ひ孫まごを利用して、我々を排除することです」

　エインズはアブラアムを睨みながら言う。

　レザドとしてはロサイス王の国を借金漬けにする方針には賛成であるが、アブラアムが信用ならないのだ。

「ははは、私の曾孫が王になるころには私は死んでいる。違うか？」

「……その通りですな」

　ネメスの代表は苦笑いする。

　アブラアムには寿命というタイムリミットが存在するのだ。

「まあいいでしょう。どちらにせよ、三国が協力しなければ成しえない大事業。信用させて頂きます」

「我々ネメスも、協力します」

「ありがたい！　ふふ、商売は相手を信用しないことには始まらないからな！」

　キリシア人は商売の民だ。

　当然農業を営む者も大勢いるが、それは売るためである。

　キリシア半島は小麦が育ちにくい。代わりにオリーブや葡ぶ萄どうが育てやすい。

　農産物をペルシス等の国々に売り、代わりに小麦を買い付ける。

　金儲けの臭いがすればすぐに船に乗り、帆に風をはらませて、現場に向かう。

　船一杯に商品を積み、島から島へ、大陸から大陸へ海を使って移動する。

　エインズも、アブラアムも、ネメス代表も商人なのだ。

　そして海かい賊ぞくでもある。

　商売が上手くいかなければ、商船は海賊船に早変わりする。

　そのようにして何隻ものペルシスやポフェニアの船を沈めてきている。

　それがキリシア人。

　キリシア人がテーチス海を支配しているのは偶然ではない。

　武勇、航海術、交渉術、商売術、資金力、そして何よりその狡こう猾かつさ。

　テーチス海に面する国々の民族の中で、どの民族よりも秀でている。

　超大国ペルシスを相手に幾いく度ども勝利を上げてきたことがそれを証明している。

　キリシア人だけは敵に回してはならない……。

「ところで問題は誰が指揮を執とるかだ。政治的に考えれば両国から二人ずつと言いたいところだが……指揮系統を二つに分けたため負けた、などという間抜けなことはしたくない」

「それは同感です。……実は丁度よい相手がいます」

「誰だ？」

　アブラアムの問いにエインズは答える。

「アレクシオス。アレクシオス・バルカです。まあ彼はバルカと呼ぶと怒るのですが」

「……あのポフェニアの大将軍、セアル・バルカの息子か。確かに彼は指揮官として最適だろうな。どの国にも属していないし、実力も確かだ。確か五年ほど前の戦争だったか……」

　南大陸の海洋国家、ポフェニアとキリシアはあまり仲が良いとはいえず、度々戦火を交えることがある。その時、ポフェニアの将軍としてアレクシオス・バルカは活躍し、キリシアに苦く汁じゆうをなめさせた。敵としては厄やつ介かいだが……今回は味方だ。

「だが信用できるか？　国を捨てた男だぞ」

「問題ありません。あの男はメリアという妻と自分だけで世界を構築しています。その世界に干渉しなければ、ちゃんとこちらに義理立てしてくれる武将です」

　エインズがそう言うと、アブラアムがニヤリと笑う。

「何、そのような愚かな真似はせんさ。勝ってくれればそれで良し」

　アブラアムは大きく口を開けて大笑いした。





　　　　※






　現在、我が軍の兵力は七千。これ以上の増強は不可能。これにムツィオが連れてきたエクウス騎兵二百が加わる。エクウス族は女や子供でも、弓が扱えれば戦士としてカウントされるので、この数字だ。

　エビル王の国とベルベディル王の国の戦力はそれぞれ五千。合計一万。

　エクウス族のレドゥスは三千の騎兵を率いて山越え中。

　そしてドモルガル王の国にはバルトロ率いる一万一千が敵の約一万に包囲されている。

　さてどこから対応すべきか。

「ロサイス王様！　キリシア諸国からの親書です」

　伝令が俺に手紙を手渡す。

　どうやら三国は会談をして、共同で我が国を支援してくれることを決めたらしい。





　・レザドとゲヘナはそれぞれ千ずつ、合計二千でベルベディルを背後から討つ

　・ネメスは兵糧等の補給の支援をする

　・また、ロサイス王の国からの要望があれば軍資金を貸してもよい






　ということだった。

「捨てる神あれば拾う神ありだな。特に軍資金はありがたい……」

　正直なところ、現在我が国の財政は火の車だ。もうかなり不味い。

　しかも来年辺りからの減税を決めてしまった。戦後のことは考えたくないな……。

　とにかく、借金ができるのは良いことだ。借り続けられる限り、財政は破産しない。

　破産というのは資金が集められなくなってから。借りることができるうちはまだまだ余裕と言える。

　……外国からの借金ほど面倒なモノはないが。

「諸君、ベルベディルはレザドとゲヘナが押さえてくれるはずだ。ベルベディルには千の兵を向けて、遅滞戦術で時間を稼ごう」

　問題はゾルディアスだな……。

　こっちはどうするか。とりあえずイアルにはゾルディアス王と会談をして、エビル王の国を引きつけておくように頼んだのだが。

「ロサイス王様！　イアル殿からのお手紙です！」

「速いな！」

　俺は手紙を引ったくり、すぐに目を通した。

　そこにはイアルがゾルディアス王の国から「ロサイス王の国を支持する」という言げん質ちを引き出したこと、戦況次第ではゾルディアス王の国を味方に引き込めるかもしれないという内容が書かれていた。

「よし！　イアルがゾルディアス王の支持を取り付けた！」

　豪族たちが沸わき返る。これはかなり大きい。

　たとえ発言だけでも、エビル王の国の背後を脅かせる。

「ロサイス王様！　たった今、エビル軍とベルベディル軍に動きがありました！　それぞれ二千が本国に帰還したようです！」

　おそらく両国にも知らせが届いたのだろう。

　エビル王の国はゾルディアス王の国に対応するために、ベルベディル王の国はレザド・ゲヘナ連合軍に対応するために。

　これで戦わずに四千の兵力が戦場から離脱したことになる。それでも敵戦力はエクウス族含めて九千。我が軍よりも多い。

「よし、方針が決まった。各個撃破する。まずエビル、ベルベディルには千ずつ当てて遅滞戦術。五千をエクウス族にぶつけて撃破。ムツィオを王にしてからエクウス族の援軍を引き連れてベルベディルをレザド・ゲヘナ連合軍と挟み撃ち。その後連合軍と共にエビルを討ってから、バルトロの救援に向かう。意見のある者はいるか？」

　誰も手を上げない。つまり文句はないということだ。

「では決を採る！」

　こうして無事に対包囲網戦略は可決した。

　反撃はここからだ!!





　　　　※






　ロサイス王の国とエクウス族との国境はアルヴァ山脈と呼ばれるそこそこ高い山脈だ。

　山脈より西がロサイス王の国、東側がエクウス族の国。

　レドゥス率いる三千の騎兵はアルヴァ山脈を越えていた。

　ロサイス王の国からの返事はない。つまり要求は拒否されたということだ。

　基本的に騎馬民族は実力主義なところが大きい。つまりレドゥスがしたことは褒められたことではないが、ムツィオに勝ちさえすれば族長として認められるのだ。

　勝った者が正義。それがアルヴァ人の考え方だ。

　それにレドゥスにはラケーラを手に入れるという個人的な望みもある。

　別に今すぐ略奪婚をしてしまってもいいのだが……。

　婚約の指輪代わりに前の夫の生首をくれてやった方が諦めもつくだろうというのがレドゥスの考えだ。

　こう書くとレドゥスがさも鬼畜野郎のように聞こえてしまうが、割と標準的なアルヴァ人の考え方だ。

　騎馬民族にとって、女と富は奪う物。寝取り寝取られは日にち常じよう茶さ飯はん事じである。

　さてアルヴァ山脈からロサイス王の国に行くには三つのルートがある。北から順にＡＢＣとしよう。

　まずＡルート。ここは道が険けわしく、一番遠回りなので普通は通ることはない。

　だが複雑に入り組んでいて、逃げたり隠れたりするには有効な道だ。ムツィオはここを通って逃げてきた。

　次にＢルート。最短距離の道である。そして地面の凹おう凸とつが一番小さい。

　Ｂルートは商人がよく利用する。またロサイス王の国の使者が通るのもこの道だ。

　だがこの道は横幅が狭いので、大軍の移動には向かない。

　最後にＣルート。現在レドゥスたちが進軍している道だ。

　凹凸はそこそこ、距離は中間。だが道が広いので、行軍には向く。

　エクウス族は荷馬車は使わない代わりに、羊を移動させる。歩く食糧だ。

　あまり道が狭いと羊を歩かせられないので、Ｃルート以外進軍はできない。少数に分ければ別ではあるが……兵力の分散は愚の骨頂だ。

　当然敵もそれは承知のはずである。

「おそらく敵はこの峡きよう谷こくの出入り口のところで待ち構えているはずだ。平原で戦えば不利だからな」

　レドゥスは隣を歩く祖父に言う。

　レドゥスの祖父は大戦士長の一人。歴戦の武将だ。

「私もそう思います、族長。注意すべきは伏ふく兵へいですな。この地形、兵を伏すには絶好だ」

　大戦士長は周囲を見渡す。

　前後を挟み撃ちにされれば如何に騎兵とはいえ、逃れられない。ここでは騎兵の機動力が活かしきれない。

「族長様、鷹たかからの報告です。ロサイス軍は道を阻むように陣を張っているようです。歩兵五千、騎兵三百です。騎兵対策の柵も多く見られるとのこと。伏兵は確認できません」

　そうレドゥスに報告したのは晴れて呪術師筆頭となったリディア……ロゼル王国の間かん諜ちようである。

　リディアの真の主は麻里とロゼル王だが、レドゥスには勝ってもらわなければ包囲網は真の意味で完成しない。

　故にリディアは全力でサポートしていた。

「なるほど……ありがとう。君には期待している」

「ありがとうございます」

　リディアは内心でほくそ笑みながら一礼し、下がった。

　その日、レドゥスは周囲を警戒しながらユルトを広げて兵士たちに休息を取らせた。

　明日の決戦に備えるために……。





　　　　※






「ムツィオ!!　出てこい!!　逃げ出した臆おく病びよう者ものめ。それとも怖くて出てこれないか？　それでも騎馬の民か!!」

　レドゥスがロサイス軍の陣に向かって叫ぶ。その後に続いてレドゥス軍の兵士たちも大声でロサイス軍やムツィオを挑発した。

　あまりの挑発に堪りかねたのか、ムツィオが兵を引き連れて陣から出てくる。

「卑怯者はそちらだ!!　夜や襲しゆうで寝込みを襲うとは。それでも騎馬の民か？　全く、兄として恥ずかしい。いくら自信がなかったからといって、あんな手を使うとは。馬に細工をしたのもお前だろ。臆病者にも程がある!!」

　ムツィオの言葉を支援するように、ムツィオの率いるエクウス騎兵やロサイス軍の歩兵が野や次じを飛ばす。レドゥスは笑みを浮かべた。

「いいぞ？　ならば一騎打ちしようじゃないか!!」

　レドゥスはそう言って前に進み出る。兵を連れずに。

　こうなるとムツィオも一騎打ちを受けないわけにいかなくなる。

　この戦は勝てばよいのではない。ムツィオ自身の強さを見せつけなくてはならないのだ。そうでないと、ロサイス軍の支援がなければ無力だと舐なめられてしまう。

「どうする？　弓の勝負をするか。兄上」

「いや、お前の得意の剣でいい。俺が弓を使えばお前は確実に負けるからな」

　余裕たっぷりで言うムツィオ。レドゥスは舌なめずりする。

「後悔しても知らんぞ!!」

　二人は愛あい馬ばの腹を蹴り、一気に駆けだす。

　剣と剣が激しく交差する。

　両者とも鐙あぶみは付けていないので、体を支えているのは太ふと腿ももの筋肉だ。

　これで激しくぶつかり合っているのだから両者とも優れた戦士であることが窺える。

　鉄と鉄が激しくぶつかり合う音が峡谷に響き渡る。

　両軍、固かた唾ずを飲んでその勝負を見守る。

「やるな、兄上」

「お前こそ」

　お互い、離れては近づき、弾き、離れる。

　それを何度も何度も続ける。

「はあああ!!」

　レドゥスの剣が強くムツィオの剣を打つ。

　振動が剣を伝い、レドゥスの腕を強く揺さぶる。

「ッチ、どうやら一騎打ちは分が悪いな」

　ムツィオがそう言って、背中を向けて走り出す。つまり逃走したのだ。

　レドゥスの勝ちである。

「待て!!　騎馬の民の癖に背を向けるか!!」

　レドゥスはムツィオを討つために駆けだす。そのレドゥスに続いて、エクウス騎兵三千も後を追う。どんどん敵陣に近づいてくる。

　レドゥスは少し悩んだ。

（このまま突撃すべきか……）

　レドゥスは目の前の馬ば防ぼう柵さくを見る。

　あまり高くない。いや、正確に言えばエクウス騎兵を止めるには低い。農耕民族の騎兵を止めるには十分に有効な高さだろう。

　少し無理をすれば飛び越せそうである。当然、馬が柵に掛かり止まれば矢と槍が自分たちを襲うことは目に見えているが……。

　レドゥスは一度背後の兵を振り返る。

「おおおおお！！！！」

　兵たちは真っ直ぐついてきてくれている。士気、気力十分。

　ここは戦士たちと馬を信じるべきだ。

「行くぞ!!」

　士気に任せてレドゥスは馬防柵に突撃する。力を込めて馬の首を上に上げる。

　愛馬はレドゥスの意思をくみ取り、強く地面を蹴る。

　馬防柵を飛び越して、レドゥスはロサイス軍の歩兵に斬りこんだ。

　てっきり柵で止まるものだと油断していた歩兵たちはいとも簡単にレドゥスに斬られていく。

「囲め!!　囲んで殺っ……ぐあ！」

　百人隊長と思しき男の体から血が噴き出る。切り裂いたのは大戦士長だ。

「あまり突出なさるな」

「ありがとう。爺さん」

　続々と勢いに任せて、レドゥス率いるエクウス騎兵が陣の中に侵入する。中には失敗する者もいるが、それは少数だ。やはりこの程度の馬防柵ではエクウス騎兵は防げないのである。

　もはや立て直しは利かない。

　ロサイス軍の歩兵も騎兵も陣を放棄して逃げ出す。

「何だ、大したことはないな。行くぞ！　狙うはムツィオとロサイス王の首！」

　レドゥスは声を張り上げて駆け出す。騎兵たちもレドゥスの後についていく。

　次々と逃げるロサイス歩兵を斬り殺していく。

　すでに勝敗は決した。

　レドゥス軍の兵士たちは、勝利を確信してこれから略奪する財貨に思いを巡らす。

　その中で、一人だけ浮かない顔をしている男がいた。

　大戦士長だ。

（上手くいきすぎだ……）

　敵にはムツィオという同じエクウス族がいるのだ。馬防柵の高さが足りないことくらい気付くはずだ。

　それにあまりに敵の抵抗が少なすぎる。

　そして旗。

　これだけ負けているのだから旗を投げ出す兵士がいてもおかしくないのに、旗は一つも落ちていない。

「族長！　妙です。敵の撤退があまりに見事過ぎる。罠である可能性が高い！　一度戻りましょう」

「馬鹿を言え！　この状況でどんな罠がある？　伏兵はいないと呪術師から報告があっただろ。見落とすほど少数であるならば、無視してもよい数のはずだ。この勝機を逃すわけにはいかない！」

　もっともだ。

　あくまでおかしいというのは大戦士長の勘にすぎない。ただの思い違いの可能性の方が高いのだ。ただの老人の勘で軍が動くわけにはいかない。

「そう言うならば……」

　大戦士長はできるだけレドゥスに近づく。何かあった時に守れるように。

　そのまま陣を駆け抜ける。

　あと少しで敵陣を抜けて、撤退中のロサイス軍本隊の背中に斬りかかれる。

　そんな時だった。

「こ、これは！」

　油の臭いが大戦士長の鼻び孔こうを刺激した。だがもう遅い。

　先ほどまで逃げていたロサイス軍の軽歩兵やムツィオ率いるエクウス騎兵が方向転換。

　火矢を放った。

　火矢は地面にばら撒かれていた油に点火し、一気に燃え上がる。

「ッチ、小細工を!!」

　レドゥスは馬を落ち着かせながら悪あく態たいをつく。だがこの程度、何の問題もない。

　油を撒いただけでは火計は成立しない。油はあっという間に燃えてなくなってしまうからである。周囲には木材などない。

　油の量も、撒かれていた地面に近づいてようやく分かるほどの量しかない。

　馬は火を怖がるため、火が起こっている場所は通れないが……。

　火がついている地面は大した面積ではない。十分に回りこめる。

「ははは、馬鹿め!!　この程度の火で騎兵を止められると思っ!?」

　ドドーン！

　レドゥスがそう叫ぶのと同時に、轟ごう音おんが響き渡った。

　地面が突然爆発したのだ。爆発は連鎖的に広がり、周囲は白煙に包まれる。

　爆発そのものは大したものではなく、運の悪い数騎が吹き飛んだだけで済んだ。

　だが爆発による音と煙は馬の恐怖心に火を灯すには十分以上だった。

「うわあああ！！！」

　レドゥスの愛馬が暴れだす。レドゥスは慌てて馬を抑え込む。

　そして周囲を見渡す。

　三割の騎兵は馬から落とされ、四割は暴れる馬にしがみ付くのに精一杯。

　最後の三割はレドゥスのように何とか馬を抑えこめているだけだ。

　そこへロサイス軍の重装歩兵と、騎兵が突撃する。

　すでにエクウス騎兵の勢いは失われている。

「逃げろ、レドゥス!!　このままでは討ち取られる。何とか私が時間を稼ぐ!!」

　大戦士長が叫ぶ。敬語が失われているのは、大戦士長自身も混乱し、余裕がないからである。

「っく、分かった！」

　レドゥスはそう言って逃げ出そうとする。

　だがそんなレドゥスの耳元を矢が掠かすめる。

「おいおい、騎馬の民が背中を見せるなよ」

　ムツィオが弓を構えて、そう言った。





　　　　※






　作戦は単たん純じゆん明めい快かいで、ムツィオが適当に一騎打ちをして相手を挑発し、敵を引き付ける。陣はギリギリ、エクウス族の馬が飛び越せるだけの柵を用意する。

　エクウス騎兵が侵入してきたら迅速に撤退、最後に地面にばら撒いておいた油とアルコールに火をつける。

　一瞬だけ激しく燃えるので、一時的に敵の足は止まる。

　一度止めてしまえば十分だ。

　あとは撤退する時に魔力を流しておいた時限式の黒色火薬が爆発する。

　この時限式黒色火薬は地面に埋め込まれている。つまりちょっとした地じ雷らいだ。

　あらかじめ魔力を流すための起動部の一部を残して、全て地面に埋めて逃げる時にちゃちゃっと魔力を流せばいい。

　踏めば爆発する地雷も作れないことはないが、テトラ曰いわく術式が複雑になるらしい。つまり生産が大変。

　それに今回の作戦ではこちらが踏んでしまう恐れもあるし、後で掘り返すのも面倒だ。

　それに加えて時限式なら不発となってもすぐに問題になるということもない。

　構造も従来の爆槍の術式を少し弄いじって、魔力の伝達速度を遅くするだけだ。

　ちなみにこの地雷は殺傷能力という点では非常に劣る。

　そりゃ地面に埋めて使うのと、直接相手にぶつけて使うのとでは後者の方が殺傷能力が高いのは当然だ。

　この地雷の目的は音と煙で敵兵……特に騎兵を錯乱することにある。




「さて……、敵も罠に掛かったことだしもう一回一騎打ちをしてくる」

「別にしなくても勝てると思うぞ？」

　俺は前に進み出るムツィオに言う。ムツィオが今戦う必要性はない。

「一応、一度逃げたのは事実だしな。作戦のためとはいえ、あまりよろしくない。それに今回は俺の勝利というよりも黒色火薬の勝利じゃねえか。せめてレドゥスの首は俺が取っておかないと」

　ふむ、確かにそうだな。あまり俺たちが助けすぎてしまうとこいつの面メン子ツを潰すことになる。

「勝てる自信はあるのか？」

　問題はムツィオがレドゥスに勝てるか否かだ。俺もある程度相手の技量は分かるが……こんな短い時間では計りようがない。

「もちろん。あの程度、俺の敵ではない」

　ムツィオがそう言って馬の腹を蹴って、駆けていく。弓を引き絞り、レドゥスの耳……から少し外れたところを矢で射貫く。随分と余裕がある。

　まあ背中に矢を射れば卑怯者の誹りを受ける可能性もあるしな。どうせなら正面から戦って勝った方が見栄えがいい。

　頑張れよ。




　背中を見せて逃げ出すレドゥスにムツィオは言葉を投げかけた。

「おいおい、騎馬の民が背中を見せるなよ」

　レドゥスがムツィオに言った言葉と同じだ。

　レドゥスは立ち止り、ムツィオに向き直る。

「この卑怯者め。どんな呪術を使った!!」

「戦争に卑怯もクソもない。それを教えてくれたのはお前じゃないか。さて、もう一度一騎打ちしようぜ」

　そう言ってムツィオはレドゥスに剣を振りかざす。

　激しい金属音が鳴り響く。

「おい、あの時どうして背中を射なかった！」

「馬鹿、俺が敵の背中に向けて矢を射るような卑怯者に見えるか？」

「ッチ……後悔させてやる、くそ野郎!!」

　レドゥスは腕を振り上げて、ムツィオに剣を振り下ろす。徐々にムツィオが追い込まれていく。

「はは、馬鹿め！　あの時射ていれば勝てたものを!!　地獄で後悔しろ!!」

「……程度か？」

「っつ!!」

　ムツィオが振るった剣はレドゥスの剣を弾き返す。レドゥスの体が仰のけ反ぞり、馬から落ちそうになる。

「この程度か。雑ざ魚こめ」

　ムツィオは馬の腹に蹴りを入れて、一気に距離を詰めていく。ムツィオが剣を振るうたびに、レドゥスの馬が徐々に後ろに下がる。

「加護を使うまでもないな!!」

　高い金属音が鳴り響く。折れたレドゥスの剣の刃が回転しながら宙を舞い、地面に深く突き刺さる。

　呆ぼう然ぜんとした顔のレドゥスの鼻先に剣を向けて言い放つ。

「これがお前の得意の剣術か？　話にならないな」

　ムツィオはレドゥスの首筋目掛けて剣を振るった。

　ガキン！　高い金属音が響く。

「大戦士長殿……そこをどいてもらおう」

「そういうわけにもいかない」

　大戦士長はムツィオの剣を強く弾く。ムツィオの馬がゆっくりと後退する。

「あなたは俺の祖父の友人と聞いている。数少ない大戦士長の一人であり、俺にとって必要な人材でもある。今すぐそこの簒さん奪だつ者しやの首を刈り落とせば許してやる」

「レドゥス様は私の大切な孫であり、族長だ。そういうわけにいかない。……平地を引っ掻くだけで生しよう涯がいを終わらす連中に魂を売り渡した男の言うことを聞くわけにもいかない!!」

　大戦士長は一気に距離を詰め、剣を振るう。それをムツィオが受け止める。

　金属音が響き、ムツィオの馬が三歩後退する。

「相変わらず強い。年老いても強さは健在か？」

「全盛期に比べれば随分と衰えましたがね。ただムツィオ殿、あなたも強い。あなたと同じ年の頃の私とあなたが今戦えば私は負けていたでしょう。ただ……今なら私が勝つ!!」

　剣と剣が激しく交差する。少しずつ、ムツィオが押し込まれていく。

　ムツィオの表情に焦あせりの色が見え始める。

「もらった!!」

　大戦士長の剣がムツィオの首筋目掛けて振るわれる。

　しかしその剣がムツィオの首を切り裂くことはなかった。

　剣はあと数センチというところでピタリと止まっている。

「……これは卑怯だからあまり使いたくないんだけどな」

　強風が吹き、大戦士長の馬がよろける。大戦士長は驚きよう愕がくの表情でムツィオを見る。

「……風よ」

　ムツィオが呟くと、ムツィオが体中に隠し持っていたナイフが宙を浮き始める。その数二十。

「言っておくとそのナイフにはトリカブトが塗ってある。……悪いな。あんたが強すぎたのが悪い」

　ムツィオは一言言って、一気に距離を詰めて剣を振るう。

　大戦士長はその剣を軽々と防ぐ。

　二本のナイフが同時に大戦士長を襲う。

　大戦士長は左手を振るい、手首に付けている鉄の腕輪で弾き落とす。

　ナイフは五メートルほど吹き飛び、停止。再び大戦士長に襲いかかる。

「っくがあ！」

　三本のナイフが大戦士長の背中に突き刺さる。馬から崩れ落ちる大戦士長。

　二十本のナイフが大戦士長に殺到した。

　暫くの間大戦士長は呻き声を上げていたが、静かになった。

　大戦士長が死に絶えたのを確認し、ムツィオはレドゥスに視線を向ける。

「っつ……」

「あとはお前だけだな」

　剣を振りかざしながら、一気に距離を詰める。

　レドゥスは慌てて短剣を取りだすが……遅い！

　ザシュッ

　レドゥスの首が跳ね飛ぶ。ムツィオは首を摑つかんで高々と掲げて叫ぶ。

「敵将レドゥスはこの俺、エクウス族族長ムツィオが討ち取った!!　降こう伏ふくしろ!!……もう終わってるか」

　ムツィオは周囲を見渡す。

　すでにムツィオ配下の騎兵が地面に落ちた敵騎兵を掃そう討とうしている最中だった。

　ムツィオが叫んだことにより、僅かだが抵抗を続けていた騎兵が地面にへたり込む。

　こうして勝敗は決した。




「どうやら勝敗は決したようだな」

「だね、リーダー」

　ロンが俺の横で頷く。

　グラムは弓で援護、ロズワードは騎兵としてエクウス騎兵に交じって戦っている。

　すでに勝敗は決しているので、ロン自ら前に出る必要性はあまりない。

　だからロンは俺の護衛として、俺の側で控えている。

「にしても……バルトロがいないと俺たちの戦術は完全に爆弾頼りだな」

　何だか申し訳ない気持ちになる。

「いいじゃないですか。勝てたんだし」

　ニヤッと笑うロン。まあ、そうなんだけどね。

「兄さ……王様!!　ガリア訛りの女を捕まえました!!」

　ロズワードが叫びながらやってくる。

　彼の後ろには後ろ手に縛られた呪術師の女が連行されていた。

　ロズワードは俺の目の前に女を引きずりだす。

「ロサイス王様、私はレドゥスに脅されていたんです。家族を人質に取られて……お願いです。助けてください」

　上目使いで女は俺を見つめる。服の隙間から胸の谷間が覗のぞいている。

　……前情報なしだと騙だまされたかもな。

「お前にはロゼルについて、しっかりと話してもらう」

　俺がそう言うと女はすぐに表情を変えた。そして口をほんの少し開ける。

　そこへロンが短剣を突っ込んだ。

「舌を嚙むのは後でもできる。ひとまず洗いざらい話してからでも遅くないぞ」

「っぐっつ……この……」

　女は強く俺を睨みつけてきた。

　さて、問題は『秘密を話すことで発動する心臓爆発呪い』だけど……ユリアに呪じゆ解かいして貰もらうしかないな。





　　　　※






「ラケーラ!!」

　ムツィオは自分の婚約者に抱き付いた。

　互いにキスを交わす。……お前らの後ろには兵六千がいるんだけど。見えてないの？

　俺たちロサイス軍はアルヴァ山脈を越えて、エクウス族の領地に入った。別に倒す敵はすでにいないが……威い圧あつのためである。何しろムツィオ自身の兵は二百しかいないわけだしね。それに俺はムツィオの頭に冠かんむりを被せなければならない。

「ムツィオ、どれくらいで全ての部族が集まる？」

「明日にも即位式はあげられる。その後は来なかった連中を掃除する。悪い羊は殺さないとな……まあ一週間後には二千の騎兵を連れてすぐに駆けつける。それまで頑張ってくれ」

　そうか……しかし一週間後か。大丈夫かな？

「王様!!」

　伝令の兵士が俺に駆け寄ってくる。

「ライモンド様よりご連絡です！」

　俺はライモンドからの伝令書を開ける。





　・エビル王の国との戦線、変化なし。徐々に後退中。

　・ベルベディル軍は撤退。レザド・ゲヘナ連合が勝利したことが要因と推測できる。

　・次はベルベディル王の国を攻める方がよいと進言する。






　以上三つのことが書かれていた。

　どうやらベルベディル軍三千とレザド・ゲヘナ連合二千が戦い、ベルベディル軍は大敗したらしい。今、追撃すれば確実に勝てるとのことだ。

　……そうだな。エビル王の国との戦線が変化なしならば、今はベルベディルを攻めた方がいいかもしれない。

　よし、次はベルベディルだな。ライモンドに手紙を書くか。





　　　　※






「この俺、ムツィオ・エクウスが族長として相応ふさわしくないと思う者は今すぐこの場から退出し、戦支度をしろ!!」

　ムツィオは全氏族を集めた上でそう宣言した。いくつかの部族……レドゥスの母親の一族は来ていない。

　つまりこの場にいるのはムツィオに従うと決めた一族である。だからこれはただの演出だ。誰もその場を動かない。当然だな。

「ムツィオ殿」

　俺は王冠を持ってくる。

　俺は静かにムツィオの頭に載せる。俺の方が背が高いから、載せるのは容易だ。

「アルムス・アス・ロサイスはエクウス族並びにムツィオ・エクウスが永遠の盟友であることを神に誓う」

「ムツィオ・エクウス・スルピキウスはロサイス王の国及びアルムス・アス・ロサイスが永遠の盟友であることを神に誓う」

　俺とムツィオはほとんど同じセリフを、宣言する。

　そして酒を盃さかずきに入れて、飲み交わした。これがエクウス族の流りゆう儀ぎらしい。

「では、俺はそろそろ戻る。友よ、できるだけ早くしてくれよ？」

「当然だ。俺は恩を仇あだで返すような人間ではない」

　俺とムツィオは拳を軽くぶつけ合った。





　　　　※






「ユリア、アルムス勝ったって」

「本当？　やった！」

　ユリアとテトラは喜び合った。そして自分の子供に語りかける。

「……パパ勝ったって」

「やったね、フィオナ。あなたのパパは最強よ」

　ひとしきり喜び合った後、二人の顔が少し曇る。

「……ついていきたいな」

「子供を残して？」

　ユリアは苦笑いする。そういうわけにはいかないのだ。

「うーん、悩むよね。私としてはアルムスも心配なんだけど……子供を残すのもね」

「かといって連れていくわけにもいかない」

　二人はアルムスについていくべきか、とても悩んでいた。とりあえずエクウス族との戦いは見合わせたが……。

「夫を待つのも妻の役目というけれど……」

「アルムスは抜けてるところもあるから……」

　心配で心配で仕方がない。二人はそんな感じだ。

　一応二人とも優れた呪術師なので、ついていっても足手まといになるということはない。

　むしろ二人はついていった方が役に立つ。ユリアは非常に優れた呪術師だし、テトラは魔術が使えるのだから。

「……アルムスさあ、戦場で性処理どうするんだろ？」

「……ユリア。子供の目の前」

　テトラは自分の息子であるアンクスを抱きしめて、苦情を言う。

　ユリアはフィオナを撫なでながら苦笑い。

「大丈夫だって。まだ理解できる年じゃないし。それにテトラも気になるでしょ」

「……まあ、増えるのはあまりよろしくない」

　増えないに越したことはない。何がって？　ライバルの女だ。

「確か今回の相手はロゼルだよね。あのマーリンがいる」

「そうだね。あの世界最古の呪術師のいる……」

　つまり、呪術戦ならば相手が有利ということだ。

「よし、決めた!!　ドモルガル王の国に行く時だけは絶対についていく!!　たとえ反対されても!!」

「……右に同じ。やっぱり心配」
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　二人は固く決意した。





　　　　※






「初めまして。ロサイス王様。私はアレクシオスと申します。見ての通り、ポフェニア人です。今回の戦争ではレザドに雇われて指揮を執とらせていただいています」

「君がアレクシオスか。君の活躍はよく聞いている」

　アレクシオスという男は数日前に敵の要塞を犠ぎ牲せいほとんどなしで奪い取ったらしい。

　レザドとゲヘナは大量の奴隷を手に入れて、大喜びだとか。

「ロサイス王様、勝利のために我らは連携すべきだと思います。しかしあそこの都市が我らの合流を妨げている」

　アレクシオスは遠めに見える都市を指さして言う。

　ベルベディルでは第三の規模を誇る都市で、住民の七割がキリシア人との間にできた人たち。

　ベルベディル王はこの都市には自治権を与える代わりに、税を徴収しているらしい。

　独立心の強いキリシア人を治める上ではそれが一番効率が良いのだろう。

　ベルベディル王の国にはそういう都市が多くある。

　あの都市がロサイス軍とレザド・ゲヘナ連合軍の合流を妨げており、アレクシオスはあの都市を落とすために、少数の護衛・部下と共に俺のところまで来たのだ。

「しかし城攻めは時間がかかります。下手をすれば数年の歳月がかかる。当然、我々にはそれをしている時間的猶ゆう予よはない」

　その通り、バルトロの救援をしなければならないからな。

　バルトロたちが飢え死ぬ前に敵の都市を落とさなければならない。

「それで何が言いたい？」

「王様、落とすべきは街ではなく人の心です」

　アレクシオスはニヤリと笑った。そして説明を始める。

「今までロサイス軍はスムーズに進軍ができました。こうして合流もできている。どうしてか、分かりますか？」

「ベルベディル王が軍のほとんどを撤退させて、防衛線を引き下げたからだ。最小限の兵力を残して、多くの街や村を見捨てた」

　まあ、無難な策ではあると思う。

　防衛線を前に張ればその分防衛線も広がる。

　そうなれば各個撃破されてしまう恐れがある。

　だったら最初から防衛線を下げて兵力を温存。

　王都近辺の平原で決戦、または立たて籠こもった方が利口だ。

　少なくとも国を生きながらえさせるためには一番確率が高い戦略だろう。

　もっとも、俺は絶対にやらないけどな。

　この作戦は多くの平民や豪族を見捨てることになる。

　そうなれば王としての支持は失われてしまう。たとえ国を保てても、かつての力は取り戻せない。

　……まあ、ベルベディル王は俺のように挑戦的な性格じゃないからな。

　ベルベディル王も俺の考えを採用することはあるまい。

　これは価値観の相違であって、俺とベルベディル王のどちらかが優れているとか劣っているとかの話ではないと思うから否定はしない。

「お前の言いたいことは何となく分かったぞ。あの街に降伏を勧めろということか」

「その通りです」

「しかし、あの街は百年以上もベルベディル王の国の支配下にあった。恩おん義ぎも多少はあるはずだ。そう簡単に折れるか？」

　俺がそう聞くと、アレクシオスは頷く。

「ロサイス王の国の兵器、火の秘薬を使います。あれを深夜に炸裂させてやるのです。そして毎夜、夜襲……をかける振りをして、大声を上げて市民の安眠を邪魔します」

　ほう……。

「三日も続ければよいでしょう。あとは降こう伏ふく勧かん告こくを突きつけます。ベルベディル王の国はあの国に税収の十分の一を課していたようです。重い税というわけではありませんが、少なくない税です。他にも兵役義務などがあったとか。一部、軽くすることを約束すれば素直に城門を開くかと」

　なるほどね。悪くない案だ。しかし、一つだけ気になることがある。

「いいのか？　お前はレザドに雇われているんだろ。これは俺に提案することではなく、エインズに提案すべきだ」

　合流を妨げている、と言っても迂回すれば来られないこともない。ロサイス軍単独の成果にするよりは、レザド・ゲヘナとの共同成果の方が政治的によいのではないか？

「この都市をレザドに渡せばレザドの力が突出してしまいます。そうなればゲヘナやネメスが危機に陥る。それにここはベルベディル王の国の北部です。レザドが維持するには荷が重いでしょう。そもそも迂回している時間的猶予がありません」

　なるほどね。理論整然としてるな。

「分かった。お前の意見を採用しよう」

「王様！　いいんですか？　こんな外国人の意見を……」

　豪族の一人が反対の声を上げた。他の豪族たちも面白くなさそうな顔だ。

　まあ、気持ちは分かるが……。

「しかし、時は一刻の猶予もない。このやり方が一番早いだろう。もし失敗しても相手を疲弊させることはできる。試してみる価値はあると思うが……諸君、これ以上に良い案はあるか？」

　俺が聞くと豪族たちは視線を逸らした。

　彼らもアレクシオスの意見を正しいと思っているのだ。彼らが反対したのは純粋にアレクシオスが外国人だからという理由だけだ。

　……まあ、外国人に対して全く警戒心を抱かないというのはそれはそれでどうなのかと思うので気にはしない。

「王はどういう条件を提示するおつもりですか？」

「そうだな……軍への兵糧の補給、暫くの駐ちゆう屯とん、兵役の義務、外交の自由と関税を除く全面的な自治権、五十分の一税……この辺でいいだろ」

「そんなに少なくてよろしいんですか？」

　豪族は疑問の声を上げた。

　他の豪族たちももっと税は取るべきだと声を上げる。アレクシオスも不思議そうな顔だ。まあまあ、俺にも考えがあるんだよ。

「ベルベディルからロサイスに寝返るということは、ロサイスから別の国に寝返る可能性もあるということだ。その危険性を排除する。税を安くすればその可能性は低くなる」

　そもそも俺たちに納める税金以外にも、連中は別でインフラの整備やら軍隊の維持やらと金を使っているのだ。

　十分の一はベルベディルが搾取している税であり、実際にはもっと多くの税を平民は納めている。その負担は軽くはない。

　元々キリシア人は支配されることを好まない民族だ。王政を打破してしまうくらいには。だから税金を取られるなんて、内心では快く思ってないに決まっている。

　故に上納する税をずっと少なくしてしまうのだ。

　そうすれば我が国に対する敵対心は限りなくゼロになる。

　それにベルベディル王の国の中のキリシア系諸都市はこの都市だけではない。

　一度、大盤振る舞いすればスムーズに行く。

　戦争になった時に兵を出してくれれば十分だ。

　税金は搾取になるが、兵役ならば相互防衛のため。連中も納得しやすいだろう。

　本当のところはなくしてしまうのがベストだろうけど、我が国の税率は低くなることが決定されている。できるだけ税収は確保したい。塵ちりも積もれば山となるだ。

　それに他の都市との格差を用意したい。そのためには五十分の一くらいが丁度よいと思う。

　問題は豪族にやる土地がなくなることだが、ベルベディル王の国で反抗する都市や村が一つもないというのは流石に考えにくい。その辺から分捕った土地を与えればいい。

　何だったら直轄地を削ってもいいさ。

「当然、あの国の支配層も温存する。その方が楽だしな」

　戦争で一番面倒なのは戦後処理だ。

　現地の政府を温存して、一任できればそれに越したことはない。

「さて、異論のある者は？」

　俺に異議を唱える者は一人もいなかった。
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　ズドン！！！

　ズドン！！！

　ズドン！！！

　敵軍がこの街を占拠して三日が経過した。

「相変わらずデカい音立てて、叫ぶだけ。はあ……張り合いがねえな」

「そう思ってるのは俺たち兵士だけさ。……戦争に不慣れな市民たちは怯おびえてるよ。俺のかみさんが言ってた。毎日子供の泣き声がスゴイって」

　兵士たちは眼下で騒ぐだけの敵軍を見下ろす。

　連合軍がこの街を包囲した時、兵士たちは死を覚悟した。

　敵は大軍であり、こちらは少数。敵うはずがない。

　中央は軍備が整い次第援軍を出すとのことだが、いつになるか分からない。

　それでも何とか守りぬこうと気合いを入れていたのだ。

　しかし敵軍は何もしなかった。

　いや、正確に言えば落雷のような音と叫び声を立てつづけていた。

　兵士の叫び声はまだいい。

　真夜中に夜襲の振りをして、敵の消耗を待つ、という作戦はとてもありふれたものだ。

　兵士たちも、この街の市民たちも覚悟していた。

　しかし落雷のような音だけはなれなかった。

　落雷の落ちるような音ではあるが、本質的に全く違う。腹の底を響かせるような轟音。この音にすっかり市民たちは委縮してしまったのだ。

　子供や気の弱い女性などは夜も眠れず号泣する始末で、その泣き声が他の人間の神経を尖らせる。この街の住民の多くがストレスを抱えているのだ。

　それに加えて連日のように空から落ちる人糞。

　ちゃんと処理はしているが、それでも臭うものは臭う。

　敵の司令官は相当性格が悪いのか、わざわざ食事時を狙って降らせてくるのだ。

「そう言えば知ってるか？　例の矢文」

「知ってるも何も俺も拾ったんだぞ」

　そう言って兵士は同僚に敵から撃ち込まれた矢文を見せる。

　そこにはこう書かれていた。

『ベルベディル王は王都に大軍を集めているが、進軍する気配はない。臆病王は諸君らを見捨てたのだ。援軍は来ない』

「本当なのかな？」

「よせ……滅多なことを言うんじゃねえ。……ただでさえ低い士気が下がっちまうって上の政治家たちは箝かん口こう令れいを敷いてるんだぞ」

「最初に振ったのはお前じゃねえか」

　兵士は同僚に非難の視線をぶつける。

　同僚はすまない、すまないと謝りながら星を見上げて呟く。

「降伏できねえかな」

「おい!!」

「だってよ。俺たちはベルベディル王の臣下じゃねえぜ。確かに従ってはいるけどよお。命を賭してまで戦う必要あるのか？」

　それはこの街出身の兵士の多くが胸に抱いている感情だ。

　この街を守る兵士の七割がこの街の出身者であり、残りの三割がベルベディル王が僅かに残した防衛兵力だ。

　ベルベディル王がこの都市を時間稼ぎに使おうとしているのは明白である。

　そこまでする義理があるのか、ということだ。

「けどよ……相手は降伏しろとか言ってきてねえぜ。俺たちの方から頼んだとして……絶対前よりも待遇は悪くなる。お前は子供たちに負の遺産を残す気か？」

「でもこのままじゃ死んじまうぜ？　命あっての物種じゃないか。……まあ、俺たちがどうこうできる問題じゃないか。判断は上のお偉いさん次第だよな……」




　その日の翌日、ロサイス王から次の条件が出された。




　一つ、命が惜しくば武装解除して城門を開け。そうすれば兵士を含む全市民の生命はもちろん、財産も保障する。

　二つ、兵を駐屯させよ。また滞在費を負担すること。兵糧や矢などの最低限の補給をすること。

　三つ、この都市はロサイス王の支配下に入る。

　四つ、兵役の義務を負う。

　五つ、外交と関税を除く全面的な自治権を認める。

　六つ、五十分の一税を支払うこと。




　この都市を支配する最高機関である議会では半日かけて激しい討論がなされ、ロサイス王へ条約の修正案が提案された。

　といっても、変わったのは一点だけ。三つ目の『ロサイス王の支配下に入る』が『ロサイス王と同盟する』、という変更だけだ。




「……実質、ほとんど変わってないじゃないか。全く……プライドが高すぎだろ」

　アルムスは苦笑いを浮かべて許可を出した。

　こうしてベルベディル王の国第三の人口を抱える都市は四日で陥かん落らくした。

　その後連合軍は進軍。

　降伏した都市の噂を聞きつけた多くの諸都市がロサイス王の元に膝を折った。

　斯くしてベルベディル王の予想よりも遙かに早く、連合軍は首都に迫った。





　　　　※






　我々連合軍は快進撃を続け、首都まであと一日の位置にまで迫った。

　例の都市を攻略してから二日も経っていない。

　ここまで連合軍が快進撃を続けることができた理由は一つ。多くの都市や村が城門を開けて降伏したからだ。

　やはりベルベディル王が都市を見捨てたことと、我々がベルベディル王よりも好条件を提示したことが功を奏した。

　尚なお、降伏のタイミングや時期によって同盟の待遇は変えてある。分割統治のためだ。

　まあどれにしてもベルベディル王の時代よりは安くなっている。そうでもしないと寝返らないし。

　もっとも全ての者が俺たちを歓迎したわけではなく、大人しくしてくれたのは四割で、六割からは反抗された。

　アデルニア人の都市や村、豪族は反抗する傾向が強い。キリシア人と違い、王への思いが強いのだろう。

　そういう都市や村、豪族は当然力技でねじ伏せた。

　爆槍を使えばそこまで難しいわけではない。それにアレクシオスが思っていた以上に有能だった。

　城攻めに関してはバルトロより上ではないだろうか？　いや、そもそも城攻めをしているバルトロを見たことがないが。

　当然、反抗した都市には自治権は与えない。彼らには四割の税を課した。今後の恭順次第で下げる予定である。

　こうすると早期に降伏した都市と比べて天と地ほどの差があるように感じるが……。

　自治権を与えた都市に課した税はインフラ等の費用が含まれていない。なぜなら費用は自分たちで集めて、自分たちでやってこその自治だからだ。

　逆に自治権を与えなかった都市に課した税はインフラ等の費用込みだ。自治権を与えないのだから、上納税もインフラ費も同様に一つの税に含まれている。

　場合によっては自治権を与えられなかった方が、経済的には楽……という都市や村もある。まあそれでも多くの場合は早期に降伏した都市の方が負担は少ない。

　おそらく一番平民への税負担が軽いところは人口第三位の都市だろうな。平民への税負担は総合的に考えて一割以下ではないだろうか。

　ちなみに俺の直轄地の税率は現在三割である。今後二割以下になる予定だ。参考までに。





　　　　※






「ベルベディル軍ですね。数は八千といったところでしょうか？　かなり無茶してますね」

「俺たちも八千だけどな。同数同士の戦い。連中は負けても城じよう壁へきに籠こもれば勝機はある。一方こちらは負けたらお終い。戦略的にはこちらが不利だな」

　もしかしたらベルベディルよりもロゼルを優先してバルトロを助けに行く方がよかったか？　それともムツィオの増援を待った方が……。

　いや、今考えても無駄か。勝つことだけを考えないとな。

「アレクシオス殿、何か考えはあるか？」

　餅もちは餅屋だ。俺に軍才はない。こういう時は素直に専門家に尋ねた方がいい。

「兵数で互角ならば下手な小細工を弄するよりも、正面からぶつかった方が確実に勝てるかと。……しかし無策で挑むのは芸がありません」

　前々から思ってたんだが、こいつ回りくどいな。結論から話せ。

　俺の表情を見て、アレクシオスは少し早口になった。

「実は僕がひそかに進めていた策があるんですが……」

　アレクシオスは俺にその作戦を提案した。それは酷く性格の悪い作戦だった。

　イアル並みの悪さだ。あ、褒め言葉だよ？
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「ッチ、不ふ忠ちゆう者ものどもめ……あと一日でも時間を稼いでくれればもう二千は動員できたのに……」

　ベルベディル王は目の前に広がる同数の兵力を見て顔を顰しかめた。

　ベルベディル軍は歩兵八千、騎兵二百。

　一方の連合軍は報告によると歩兵は七千強、騎兵は六百から七百ほどらしい。

　騎兵の多くはレザドのゲルマニス騎兵。アデルニア騎兵よりも練度では遙かに上回る。兵数では若干、ベルベディル側が有利と言える。

　またベルベディル軍は高所に陣を敷くことに成功している。

　戦術的にも戦略的にもベルベディル軍が優勢だ。

　とはいえその優勢は十分ひっくり返されることが可能なレベルの僅かな差である。

　同数同士の戦いは指揮官の差が強く出る。

　ベルベディル軍の指揮官と連合軍の指揮官とでは間違いなく連合軍の指揮官の方が上であろう。特にロサイス軍はここのところ連勝続きだ。





　　　　※






　先に動いたのは連合軍であった。それに合わせてベルベディル軍も陣形を整える。

　高所を得ているベルベディル軍の方が勢いを利用できるので、遙かに有利である。

　一方連合軍はベルベディル軍とぶつかるためには坂を上らなければならず、勢いも出難い。疲れも増大する。地の利はベルベディル軍にあった。

　両者は向かい合う。

　大平原での戦いではどちらも伏兵など用意できない。落とし穴などの罠を張る余裕もない。よって定じよう石せき通どおりの戦いになる。

　アデルニア半島での定石とは、まず最初に軽歩兵が投石や弓矢、投げ槍で攻撃して陣形が乱れた時に重装歩兵がぶつかる。

　双方の騎兵が重装歩兵の側面を突くためにぶつかり、軽歩兵が騎兵を援護する。

　アデルニア半島の騎兵は大して強くないので、騎兵が重装歩兵の側面を突くことは滅多にない。

　重装歩兵団同士のぶつかり合いで全てが決する場合がほとんどだ。よって戦いの行方は重装歩兵の数と質が左右する。

　今回の場合は連合軍がベルベディル軍よりも三倍の騎兵を有しているが、ベルベディル軍もそれは承知。

　ベルベディル軍は騎兵の側面への回り込みを防ぐために、軽歩兵を多く側面に配置している。

　坂を上らなければならない連合軍はイマイチ騎兵の機動力を生かせない。

　よってこの戦争も騎兵の側面攻撃で勝敗が決する可能性は低く、重装歩兵同士の戦いが結果を左右する可能性が非常に高い。

　両者の重装歩兵の主力は両方ともアデルニア人の農民を徴兵した重装歩兵。

　質と士気は若干連合軍が有利だが、疲れを考慮に入れるとほとんど変わらない。

　まさに互角の戦い。どちらに戦況が傾いてもおかしくはなかった。

　両者は暫く睨みあった後、すぐに軽歩兵が前に出始める。

　どちらも投石器や弓、投げ槍などを手に持っている。

　戦いの前ぜん哨しよう戦せんが始まろうと……。

「ん？」

　ベルベディル王は首を傾げた。

　何故か連合軍の軽歩兵の中に丸腰の兵がいて、その兵が連合軍よりも一歩前に出て何かを叫んでいるのだ。

「おい、奴は何を叫んでいる？」

「大変です!!　あの兵は連合軍に降伏した都市や村の人間のようです。……どうやら自分たちの都市や村の出身者に呼びかけているようです」

「なに!?」

　ベルベディル王は目を剝いた。

　まさか激げき励れいに来てくれたわけではあるまい。十中八九、降伏勧告だ。

　このままでは士気に大きく影響する。

「射ち殺しますか？」

「バカ者!!　そんなことをすれば逆効果だ!!」

　ベルベディル王は早まる兵を抑える。

　ベルべディル王は馬に乗り、前線に出た。王自ら兵士の士気を上げるために。
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　現在、俺の目の前では二十人の降伏した都市や村の人間たちが大声で叫んでいた。

　彼らの多くは目に涙を浮かべている。

　その表情は悲痛そのものであり、見る者の同情を誘う。

「我が村の同どう胞ほうよ!!　聞いているか？　お前たちは戦わなくていい!!　幸い、ロサイス王様は我らに自治をお約束してくださった！」

「そうよ!!　マルク！　私の愛しい息子!!　聞いている？　あなたは戦いが始まっても蹲うずくまっていなさい!!　ロサイス王様は無抵抗の者は捕ほ虜りよにした後、解放してくださると言っているわ!!」

「無駄な血を流すことはない!!　お願いだ、ケイン!!　父さんを一人にしないでくれ!!」

「トール！　この戦争が終わったら結婚する約束だったでしょ？　お願い！　降伏して!!　そうすればあなたは生きられる!!　お願いだから!!」

　要するに、アレクシオスの作戦は心を攻めるという案だ。

　しかも利用するのは家族愛や同郷愛である。

　マルク君やらケイン君やらトール君やらが今この場にいなくとも、敵の兵士の多くは故郷の家族や恋人を思い浮かべているに違いない。

　その家族や恋人は現在無事。彼らに戦う理由などない。

　一応弁明しておくが、叫んでいる人々は本物であり、彼らの本音である。

　俺が君たちに同胞を救うチャンスを与えると言ったら大喜びで泣いて感激し、こうして叫んでいるのだ。

　……良心が痛むな。

「さあ、ロサイス王様。あなたの出番です」

「ああ……お前は元気そうだな」

　アレクシオスは笑顔だ。こいつ、全く心が痛まないらしい。

　少しくらい良心の呵か責しやくがあっても誰も責めないと思うが。というか一児の父親として、人の愛を利用するのはどうかと思うぞ。

「何言ってるんですか。愛を知っているからこそです」

　ああ、はいはい。お前に期待した俺が悪かったです。

「諸君!!」

　俺は我が愛馬サクラに乗り、軽歩兵の前面に出る。

　少し危険だが、人を盾にしながら話しては説得力がない。

　まあこの距離ならばグラムでもない限り、俺に矢は当てられない。当たっても俺には『大王の加護』があるからそう簡単に死なない。脳天を打ち抜かれたら即死だが。

「私は敵でない者を殺す理由がない。私が欲しいのは平和なのだ。……我々は同じアデルニアに住む同胞。殺し合うのは間違いだ!!　真の我らの敵はガリア人、ロゼル王国!!　しかしベルベディル王はそのロゼル王と戦う我らに味方するのではなく、逆にロゼル王と手を組んで我々を後ろから刺してきた。果たして正義はどちらにある？　繰り返す。私は同胞と戦いたくない!!」

　正直なところベルベディルとロゼルが連携を取っているかどうかは謎だ。

　当然手紙のやり取りはしていたと思うが……同盟関係ではあるまい。ベルベディルはただの火か事じ場ば泥どろ棒ぼうだ。

　その辺の負い目もあるはずだ。

　アデルニア人は義務だとか名誉だとかを強く気にする民族だからな。あくまで一般論だけど。

「皆も知っていると思う。私は降伏した都市や村には自治権を与えて、僅かな上納税しか取っていない。この上納税も決して私の私腹を肥こやすためのものでもない。国の安全を、新たに我が国の一員、同盟者となった者たちを守るための軍事費なのだ。私は平和を望んでいる。私と同じように平和を望んでいる者は武器を置いてほしい」

　まあ、事実だ。実際俺の生活ぶりは清貧……とまではいかないがかなり質素だと思う。

　俺の娯楽なんて温泉だけだよ。

　多分、他の豪族の方が良い暮らしをしている。

「お願いだ、諸君！　私の目的はガリア人の味方をし、アデルニア人を売り渡そうとする卑怯者の討伐のみ!!」

「騙されるな!!」

　戦場に俺ではない声が響いた。

　一人の男が馬に乗り、前に進み出てきた。こいつは……ベルベディル王か。

　戦場に出てくるとは意外だな。

「この男がロゼルと戦っているのはドモルガル王から領土の見返りがあるからに過ぎない!!　忘れたか。この国はフェルム王を殺し、ドモルガル王の国から多くの領土を奪い取った男だぞ!!」

　どれも自衛だし……。

　そもそもフェルム王はうちの嫁の父親を殺して領土を奪い、勝手に独立宣言した男なんですけど……。

　とはいえ、そんな他国の事情を多くの兵士が知るわけもない。

　多くのベルベディル兵たちが正気に戻ったように、俺を睨みつける。

「何を言うか!!　フェルム王は我が国の家臣を殺し、その領土を奪った男。我が国の領土を取り戻し、領民を救っただけ。何が悪い!!　ドモルガル王の国とは悲しい諍いがあったが……今、我々は共に肩を並べて戦っている!!　ドモルガル王の国と我が国の関係は敗者と勝者であり、侵略者と被侵略者であった。だが今は共に侵略者ガリア人と戦っている。我々は分かり合えるのだ!!」

　俺は大声で叫ぶ。

　ベルベディル王が一瞬、何か考え込む。反論を考えているのだ。

　しかし舌ぜつ戦せんは先に途切れた方が負けだ。たとえ支し離り滅めつ裂れつでも、矛盾していても、ブーメランでも言い負かした方が勝ち!!

　俺は一気に畳みかける。

「そもそも何故彼らが私に降伏したか、諸君らは理解しているのか？　ベルベディル王が支配下の村や街をどうしたのか……教えてやれ!!」

　俺は降伏した都市から連れてきた男に目配せする。

　男は台本通りの、しかし真実を口にする。

「ベルベディル王は俺の故郷に百の兵しか置かなかった!!　挙句に食糧庫の小麦を全て持ち去ったのだ!!　俺の故郷はベルベディル王の国の支配下に入り、三百年忠誠を尽くしてきた。それなのに!!」

「私の村は十人もの若者を兵士に出しました!!　しかしベルベディル王は私の村を守ってくださらなかった。それどころか、食糧庫の小麦を奪い、持ち運べなかった小麦には火を放ったのです!!」

「おいらの村の井戸には毒を投げ込まれた!!」

　まあ、戦略として正しいとは思うよ。

　焦土戦術は基本だからな。多分うちの国でもライモンドたちがエビル王の国相手にやってる。

　それでも領民の避難はさせているし、食糧も燃やさずにできるだけ持ち運んでいる。井戸にも毒を投げ込んでいない。

　まあエビル王の国との国境近くには小さな川が多数あるから、そもそも井戸を使えなくしても無駄だからという理由があるんだけどね。

　ベルベディル王の国は我が国を侵攻するつもりだったんだ。侵略される予定はなかった。だから領民の避難ができなかったのは仕方がない、と庇っておく。

　が、当事者からすれば仕方がないで済む問題ではない。

　ベルベディル王は苦虫を嚙み潰した表情を浮かべる。

　どうやら反論が浮かばないらしい。

　俺に言い負かされたことで、ベルベディル軍に動揺が走る。これを見逃がすほど俺は人間ができていない。

「見たか!!　これが真実だ。その男は強者に尻尾を振り弱者を見捨てて食い物にする卑怯者だ。今すぐその首を落としてくれる。攻撃開始!!」

　俺の号令と共に軽歩兵が攻撃を始める。

　石が、矢が、投げ槍が、爆槍が弧を描いて敵に飛来する。ちなみに爆槍は控えめに使っている。温存が必要だからだ。

「っく、おのれ……」

　ベルベディル王は盾で自分の体を守りながら、ゆっくりと後退する。

「逃がさない!!」

　そう言って俺の隣に進み出てきたのはグラムだ。

　グラムは長弓を引き絞り、ベルベディル王に矢を放つ。矢はベルベディル王の馬を射貫き、ベルベディル王は落馬する。

　落馬の衝撃で、盾が吹き飛ぶ。

　それを見逃すグラムではない。

　グラムは弓を引き絞り、ベルベディル王の眉み間けんに矢を放つ。

「危ない!!」




　しかしグラムの矢がベルベディル王の眉間に刺さる前に、兵士の一人がベルベディル王の盾となりその矢を防ぐ。

　長弓から放たれた矢は鎧を貫通して、兵士を絶命させた。

　気付くとベルベディル王はその場から退散していた。

　グラムは舌打ちをして、目標を百人隊長などの現場指揮官に切り替える。

　次々と目立つトサカのような兜かぶとを被った敵を射貫くグラム。相変わらず精密射撃が上手い。

「相変わらず凄いな」

「やめてください……照れます……」

　グラムは少し顔を赤くして、頰を掻いた。

　元々動揺していたこともあり、敵の重装歩兵の陣形が僅かに崩れる。それに加えて王が逃げた。敵の軽歩兵も攻撃を開始したが、もう遅い。

「突撃!!　俺に続け!!」

　俺はサクラの腹を蹴り、一気に丘を登る。

　それに合わせて味方の重装歩兵や騎兵も突撃を開始する。

「はああああ!!」

　俺はドラゴン・ダマスカス鋼の剣を振り、敵をバターのように切り裂いていく。

　俺の強さに敵が明らかに怯え始める。俺だって強いんだ。偶たまに忘れそうになるけど。

「死ねええ!!　ロサイス王!!」

「そうはいかないよ」

　そう言って俺の後ろから迫ってきた敵の兵士をロンが斬り捨てた。

「リーダー……じゃなかった、王よ。前に出過ぎです。相変わらず」

「すまん、久しぶりに前に出るなと思ったら……でもお前がフォローしてくれると思ってたからだぞ？」

　そう言うとロンが顔を赤くした。おい照れるな。俺が恥ずかしくなる。

「王の背中は俺が守ります!!」

「おう！　任せた!!」

　俺とロンは共同で敵を斬り殺していく。できるだけ派手で目立つ奴を中心に。

　流石に高所を押さえていただけのことはあり、敵は暫くの間持ちこたえた。

　普通ならば徐々に敵が押し返してこちらが不利になっただろう。














　が、敵の足並みは致命的に悪かった。

　そもそも重装歩兵の強さは故郷を、仲間を、国を守ろうという意思だ。

　共に戦う仲間同士がフォローし合うからこそ、強力な突撃力を産むのだ。

　しかし今、その連携は崩れつつある。

　何しろ隣には降伏すれば解放してもらえる人間がいるのだ。

　手を抜いてやろうと思う奴もいるし、逆にこいつは手を抜こうとしているのではと疑う者もいる。

　その僅かな疑いや僅かなズレが、重なり合い、致命的なズレを呼んだ。

　左翼、右翼、中央、全ての戦場で同時にベルベディル軍の陣形が崩れ始めた。

　そして重装歩兵団は一度崩れれば、もう立て直せない。

「追撃せよ!!」

　俺は一気に戦場を駆け抜けた。気付くと俺の隣にはロズワードがいた。

「王様。お先を失礼します。ヴィルガル!!　レザドの騎兵に負けるわけにはいかない！」

「はい!!　分かっています！　隊長!!」

　そう言って二人は一気に俺の隣を駆け抜けた。おい、他の騎兵が置いていかれているぞ。まあ、元気なのはいいが……。

　この戦争での連合軍側の死傷者は合わせて三百。

　一方、ベルベディル側の死傷者は千。捕虜は四千に達し、千が逃亡した。

　ベルべディル王は二千の兵と共に王都に籠り、固く城門を閉ざした。
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　王都を囲んでから三日が経過した。

　すでに戦争が始まってから三週間が経過している。

　バルトロは一か月は確実に持たせられると言っていた。つまりタイムリミットはあと一週間。バルトロの頑張り次第ではあと二週間ほどか……。

「不味いな」

　俺は頭を掻きむしる。

　バルトロが敗北すれば、ロゼル軍が我が国に流れ込んでくる。そうなれば敗北は必須だ。

　薄はく情じようと貶けなすべきか、先見の明があると褒めるべきか分からないがベルベディル王と主従同盟を結んでいた豪族や諸都市は、ベルベディル軍の惨ざん敗ぱいを聞きつけて大多数が俺に帰順を示している。

　あとはベルベディル王が降伏するだけなのだ。

　しかしベルベディル王はまだ諦めていない。エビル王が未いまだ我が国に侵攻しているからだ。エビル王が我が国を破る可能性がある以上、ベルベディル王は諦めない。

　早くベルベディル王とエビル王を屈くつ服ぷくさせて、バルトロの救援に行かなければならないのに……。

「ロサイス王様」

「何だ？」

「バルトロ様から文が……」

「貸せ!!」

　俺は早馬で駆けてきた兵士の手紙を毟むしり取とる。

　はやる気持ちを抑えながら、乱雑に手紙を広げる。

『ロサイス王様へ。この手紙をあなた様が読んだ時、私はもうこの世にいないでしょう』

「何！！！」

『というのは冗談です』

　イラッ

　俺は思わず手紙を地面に叩きつけて踏みつぶす。

　そして慌てて拾い上げ、土を払ってから読み直す。

『現在の状況を簡潔に説明致します。現状、我が軍は持ち堪えています。幸い井戸は王都の中にあり、食糧も豊富に存在します。収穫期だったのが良かったようです。節約すれば五か月は持たせることが可能です』

　どうやら籠城で一番危き惧ぐしなければならない食糧は足りているらしい。

　安心だ。

　食糧さえ足りていれば、大都市の城壁は一年以上は持つ。場合によっては五年という長期間攻こう城じよう戦せんが行われた例もあるのだ。

　バルトロの場合は籠城の準備をする時間が足りていなかったせいで食糧は五か月分しかないようだが……。




『しかしロゼルが増援を本国に呼びました。間諜から得た情報ですが、ロゼルは四万の軍勢を本国から呼び寄せたようです。詳しくは分かりませんが……どうやら四部隊に分けているらしく、第一陣が到着するのは一週間後のようです』

　四万か……。

　我が国では逆立ちしても無理そうな兵力だな。羨ましい限りだ。

　しかし集結には時間がかかるみたいだな。

　四部隊……ということは安直に考えて一万ずつか？

　となると一か月後に集結して、合計五万になるということかな？

『先ほど兵糧ならば五か月は持つとご報告致しました。兵糧ならば、です。我が軍は士気の低下が激しい。皆、よく分からない毛むくじゃらに恐怖を抱いているようです。また敵には相当優れた暗殺者がいるらしく、我が軍の百人隊長がすでに八人、殺されています。それも士気の低下の一因です。あと一週間は間違いなく持ちます、いえ持たせて見せます。しかし敵の増援の第一陣が到着すれば……分かりません。あと二、三週間後がタイムリミット、とお考え下さい。できるだけ早い増援を。それとギルベッドとファルダームへの外交工作を進言致します。

　バルトロ・ポンペイウスより

　追伸　敗戦の責は勝利の後、改めてお受けします』




　敗戦の責ね……俺は特に問う必要性は感じていないけどな。勝敗は時の運だろうし。

　別にバルトロに非があったわけじゃない。まあ、助けた後に絶対指揮権を取り消して、次の戦果で敗戦の罪は取り消すとでも言っておけばいいだろう。

　一度の敗戦でバルトロを失うのは馬鹿らしい。

　さて、タイムリミットは二週間にまで伸びたわけだけど……。

「なあ、ロン。良い案ないか？」

「ないです」

　見事な即答だな。まあロンはあくまで近衛このえ隊たい長ちようだしな。仕方がないか。

　俺は視線をグラムに向ける。あ、目を逸らされた。

　弓じゃ城壁は落とせないよな。

「ロズワード。お前は？」

「馬が城壁を走れれば行けます」

　つまり無理だな。

　俺はソヨンとルルにも聞いてみる。呪術師の視点からどうなのか。

「ええと、鷹を使って上から爆弾を落とすのは……敵に迎撃されちゃいますね」

　あちらにも鷹使いは大勢いる。爆弾を持って重くなった鷹など、あっさり狩られて終了だろうな。

「ルルはどうだ？」

「えっと……バリスタで爆槍を飛ばす戦法はダメなんですか？」

「あれか。試してはいるんだけどな。まず城門が強固で数発当たった程度じゃ壊れん。それにこちらの射程ということは相手にとっても射程だからな……」

　基本、上からの攻撃の方が射程も延びるし、威力も上がる。

　物理法則がある以上、どうしようもない。

　呑のん気きに狙いを定めていると、こちらのバリスタが破壊されてしまう。

「城攻めは難しいな……仕方がない」

　アレクシオスを呼ぶか。
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「アレクシオス。何か案はないか？　俺には時間がない。できれば素早く落としたいんだ」

　俺はアレクシオスを呼び出して、意見を聞く。

　アレクシオスは外国人である。しかも同盟国であるレザドの人間ではない。ポフェニア人だ。そのポフェニア人にアデルニア人の王である俺が安易に意見を問うと、他の家臣が嫉しつ妬とする。

　モテる男は辛い……という冗談ではない。

　そういう不和は俺への不信を招き、最終的に国が崩壊する要因になる。

　できるだけ避けなければならないのだ。

　しかし不和で崩壊する前にロゼルに崩壊させられてしまう方がどう考えても早い。

　背に腹は代えられない。

「実は私もそれを考えていて、妻に調べさせていたんですよ。メリア！」

「はい。どうぞ、ロサイス王様。私が捕虜への訊じん問もんとレザドの呪術師を使って調べた城壁の構造です。一部、私の憶測も含まれていますが……」

　俺はメリアという女から紙を受け取る。この女はアレクシオスの妻らしい。

　彼女が作成した地図は非常に精巧なものだった。

　これを三日で仕上げるとは……メリアはかなり優秀のようだ。

　しかし見れば見るほど隙がないな。そしてうちの国の城壁の脆もろさが分かるな。

　俺はメリアに地図を手渡して問う。

「で、何か策はあるのか？」

「分かって頂けたと思いますが、この城壁はとても強固な造りになっています。よって正攻法で攻めれば数年はかかります。ベルベディル王は籠城戦に備えてかなりの食糧を溜めこんでいるようですし」

　だから何が言いたいのか、はっきり言って欲しいな。結論から言って欲しい。

「結論を言いますと、最短でも一年はかかります。まあ上手くいけば三週間でしょうかね？　地面を掘って、城壁を崩します。しかし相手もそれに備えているはずなので、対抗坑道を造られてしまうでしょう」

　……アレクシオスが無理と言っているのだ。俺にも不可能だ。

　しかしそうなると我が国が滅ぶ……。

「講和するのがよろしいかと。幸い、ベルベディル王は臆病者です。脅せば屈するでしょう」

「しかし耐えていれば勝てるのだぞ？　どうやってベルベディル王の心を折る？」

　そもそもだが、長期戦にすれば勝てる奴が短期決戦で終わらせてくれるはずがない。

　時間はベルベディル王の味方なのだ。

「そうでもありません。北部や中部の豪族や諸都市はロサイス王様への同盟主従を受け入れているんでしょう？　つまり時間が経てば経つほどベルベディル王からは味方がいなくなります。彼も焦っているはずです。それにエビル王も一向にロサイス王の国を破る予兆が見えない。少し追い詰めれば降伏するはずです。あくまで条件次第ですけどね」

「追い詰めるというと？」

「具体的には……」

　アレクシオスは意地の悪そうな表情を浮かべながら、俺に説明した。
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　投石機が唸りを上げて壺を空へと飛ばす。

　キリシア人の作った高性能投石機は城壁を飛び越えて、城壁の内側に落下する。

「壺の中身は人間の糞ふん尿によう、バラバラ死体、黒色火薬、黒色火薬と油を半々に入れたモノ……エグイなあ」

　まあ糞尿と死体は攻城戦の王道だけどな。

「あとは手紙ですね。これは忘れてはいけません」

　壺の中には内部の人間に宛てた手紙もある。中に入っている手紙の種類は四つ。




　一つ、捕らえた捕虜の情報。

　二つ、死んでいて、身元が分かる人間の情報。

　三つ、バルトロが善戦していて連合軍が勝ちそうだという偽の情報。

　四つ、降伏勧告。




　手紙ならば軽いので、鷹を使って上空からもばら撒ける。

　生憎鷹使いの数はこちらの方が多い。

「しかしこれで落ちるか？」

「落ちはしません。しかし大きなプレッシャーになるでしょう。ベルベディル王の国はキリシア人が多いですからね」

　つまり手紙を読める人間が大勢いる。

　きっとベルベディル王は手紙を拾うなという命令を出してはいるだろうけど……。

　家族の生存者の情報が書いてあるのだ。拾わないという選択肢はない。

「さて、ひとまずエインズやゲヘナの代表と話しておくか」

　一応総司令権は俺が持っている。何故ならレザドとゲヘナは我が国への援軍という形だからだ。しかし、それでもあちらの顔を立てなければならない。

　具体的な戦後処理と取り分。そしてベルベディル王を降伏させるための条文について、話し合わなくては。





　　　　※






　俺はエインズとゲヘナの代表を呼び出して、戦後処理に関して具体的な話を進めた。まず領土だが、これはスムーズに進んだ。

　簡潔に説明すると、南部地域はレザドとゲヘナ、北部と中部はロサイス王の国とで分け合うことになった。

　これには各国の力関係や地理、政治状況が反映されている。

　まずレザドとゲヘナの両国よりも我が国の方が国力が上。

　こう書くと俺が脅したみたいになるが……実際は違う。逆だ。レザドとゲヘナが俺に押し付けたのだ。

　領土が広がればそれだけ防衛に力を割かなければならないのは自明の理。

　レザドとゲヘナは小国だから、その防衛力を賄いきれない。だから領土の大部分は我が国が刈り取る。

　またベルベディル王の国の特殊な人口比率や政治制度も大きく関係する。

　ベルベディル王の国はアデルニア人豪族の支配する北部、アデルニア人とキリシア人の間にできた人たちが建設した自治都市が並ぶ中部、そしてキリシア人の植民都市が並ぶ南部に分けることができ、文化的には南部がレザドとゲヘナに近く、中部と北部は我が国と近い。

　つまりそれぞれ統治しやすい地域を分け合う形になった、ということだ。

　と、まあそういう事情で我が国は北部と中部を併合することになった。

　途中、レザドとゲヘナが南部地域の取り分で揉めるという一幕があったが、ひとまず領土の分割は決まった。

　問題はベルベディル王の国に突きつける条件だ。

　レザドとゲヘナが賠ばい償しよう金きんを取りたいと言い出したのである。敗戦し、領土を削り取られたベルベディル王の国に大金が支払えるとは思えない。間違いなく、交渉は決裂するだろう。

　協議の結果、一時的に我が国が肩代わりをし……十年以内にベルベディル王の国が我が国からの借金を完済させるということになった。

　交渉役としてはエインズが選ばれた。





　　　　※






「ベルベディル王様。初めまして。私はレザド代表のエインズ・ワースと申します」

　エインズはベルベディル王に向かって定例通りの挨あい拶さつをした。

　そして長々と平和の素晴らしさを説き始める。

　エインズの長話を簡潔にまとめると、自分たちは平和を望んでいる。ベルベディル王の国が望めば、戦争は終わる、という内容だ。

　そしてにこやかに笑いながら条件をベルベディル王に提示した。

「これは……」

　ベルベディル王が顔を顰しかめた。

　この条件は実質的にロサイス王の国の属国になれというようなモノだ。

　唯一の救いは間にレザドとゲヘナが入っていることだろう。外交の自由は認められている。もっともそのレザドとゲヘナのせいでここまで追い詰められたのだが。

　しかし王都を包囲されているという状況下では悪くない条件ではある。

　国を潰されて、ベルベディル氏族を断絶させられてもおかしくない状況で希望が残るのは悪くない。

　領土は大幅に削られるが、直轄地は削られていない。

　もともとベルベディル王の国の領土の大部分は豪族と自治都市の物なので、大きく変わるというわけではない。

　豪族や自治都市からの上納税がなくなるのは惜しいが、それは軍事費の削さく減げんで帳ちよう尻じりが合う。敗戦間際の国への条件にしては非常に好条件である。

　問題は……。

（まだエビル王の国がある……）

　このまま籠城を続ければ、もしかしてロサイス王の国がエビルやロゼルに滅ぼされるかもしれない。そうすればベルベディルもロサイス王の国の領土を得られる。

　ハイリスク・ハイリターンを選ぶかローリスク・ローリターンを選ぶか……。

　ベルベディル王は暫く目を瞑つむり、結論を出す。

「受け入れよう」

「ベルベディル王様ならばそう言って下さると思いました」

　エインズはニコリと笑って見せた。

　ベルベディル王もそれを見て、自虐的な笑みを浮かべた。

（どうせ、俺の臆病な性格を考えた上での条約なんだろうな）

　ベルベディル王はため息をつく。

　元々ベルベディル王は王になどなりたくなかった。しかし兄弟が謀ぼう略りやく合がつ戦せんのうちに両者共倒れしてしまったが故に、その地位が転がってきたのだ。

　ベルベディル王は自分の才のなさを実感していた。だから今まで勝負に出ることはなかった。しかしロゼルからやってきた使者に説得させられてしまった。

「今なら確実に勝てます」

　ロゼルの使者はそう言いきった。ベルベディル王も、ロゼル・エビル・ベルベディル・エクウスに包囲されれば流石のロサイス王も敗れるだろうと、そう考えてしまった。

　それにロサイス王の野心も見て明らかだった。やられる前にやる。これは世界のルールだ。

　元々、臆病者だと罵ののしられていて、それに対するコンプレックスもあった。

　故に一世一代の大勝負に出たつもりだったのだが……。

「はあ……どうやら俺はグリフォンの尾を踏んでしまったらしいな」

　ベルベディル王はため息をついた。

（しかし、俺の代が末代にならなくて良かった。まあ決まったわけではないが……はあ、俺は暗あん君くんとして歴史に名を刻むだろうな。あの若い王の踏み台として……）




　後にベルベディル王は浮いた軍事費を内政に注ぐことで収入を飛躍的に伸ばし、無事にロサイス王の国へ借金を完済させる。

　後世の歴史書では軍事の才能はないが内政に力を発揮し、王都の無む血けつ開かい城じようにより無駄な血が流れることを防ぐ『英断』をした名君として描かれるのだが……。




　それを知ったらベルベディル王は苦笑いを浮かべるだろう。
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　一日だけベルベディル王の国の首都に滞在して兵を休ませた後、連合軍はエビル王の国に向かった。

　ベルベディル王はとても悔しそうな表情を浮かべていた。

　まあ、戦争に勝敗は付き物だ。我々ロサイス軍も敗北したわけだし。

　問題は負けたら最後の戦をしないことである。

　……現在、俺たちは負けたら終わりの戦争をしているわけだけどね。

　レザドとゲヘナの歩兵はベルベディル王の監視のために残った。

　俺はレザドのゲルマニス騎兵とアレクシオス、メリアの二人を大金で雇い、五百の優秀な騎兵と優秀な参謀を手に入れた。

　金で容易く集められるのは傭よう兵へいの良いところだと思う。

　まあ取り扱い注意ではあるけど。

　撤退する時、俺は降伏させた自治都市や豪族たちに親書を送った。

　他の都市や豪族が妙な気を起こさないように監視せよ、という内容だ。

　未然に報告してくれれば、褒美を出すと伝えた。

　これで疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥ってくれればいいんだが……。

　まあ反乱など起こしようがないけどな。頼みのベルベディル王は武装解除してしまうわけだし。

「ロサイス王様！　前方にライモンド様率いるロサイス軍千とエクウス王様の率いるエクウス騎兵四千が!!」

「そうか。すぐに合流しよう。あちらに伝えてくれ」

　偵察の騎兵が一キロほど先の友軍を発見した。

　鷹たか便びんで連絡を取り合っていたため、そろそろ合流できることは分かっていた。

　……しかし、エビル王からの妨害が絶対来ると思ってたんだけどな。

　どうなってるんだ？

　まあ、今まで戦ってたライモンドの方が詳しいか。

　後で聞けばいい。




　その日は日も暮れていたので、両軍は合流した後に陣を張った。

「王よ!!　よくご無事で!!」

「ああ、ライモンドもよく戦ってくれた。……ひとまず聞きたい。エビル王はどうしてるんだ？」

　一応、鷹便と早馬の情報から少しは分かっている。

　ライモンドとエビル王軍は小こ競ぜり合あいを繰り返していた。

　当然、数が少ないロサイス軍側が不利で少しずつ押し込まれる形になっていたらしい。それでも焦土戦術を続けながら少しずつ後退することで、エビル軍を何とか押しとどめていた。

　情勢が変わったのはエクウス族の援軍が駆けつけたからだ。

　俺のところではなく、ライモンドのところへ行くというのはいい判断だった。流石ムツィオだ。

　エビル軍はエクウス騎兵がこちらに向かっているという情報を聞くやいち早く撤退して、本国に戻った。残念ながら追撃はできなかったが。

　まあ千で三千を追撃したら、返り討ちに合う可能性が高いしな。

　ここまではいいんだ。問題は俺たちの合流を許したことだ。

　合流したことで俺たちの兵力は歩兵約七千と騎兵約四千五百。合わせて一万一千五百という大兵力となっている。

　とてもじゃないがエビル王が勝てる兵力ではない。

　普通ならば各個撃破を狙うところじゃないか？　それをしなかった理由……いや、できなかった理由が知りたい。

「私も詳しくは分かりません……しかし敵兵はどうやら西へ向かったようです」

「西か……ということはゾルディアス軍か？」

「順当に考えると……イアル殿が動かした、ということになりますな」

「あいつか……しかしあいつとは連絡がつかないからな」

　ゾルディアス王の国からロサイス王の国へ向かうにはエビル王の国を通過する必要がある。

　まさか現在ロサイス王の国と戦争中のエビル王が「どうぞお通り下さい」と御親切なことをしてくれるわけがない。

　よって早馬での通過は不可能。梟ふくろう便びんか鷹便になる。

　しかし長期間の動物への魂たましい乗のせは呪術師への大きな負担になる。

　それに野生の獣に襲われる危険性がある。だから滅多に出せない。

　さらに鷹や梟は動物だから当然肉を食わなければならない。だから途中で狩りをしなくてはいけない。

　鷹便や梟便は隠密性と速度では最速だが、ある程度の距離になると不便になる。

　そもそも呪術師は貴重なので、そう簡単には出さない。

　よってイアルとはどうしても必要な連絡以外はしないことにしていた。

「まあ、いいか。どちらにせよ悪いことではないんだからな。明日は真っ直ぐ進軍しよう。ベルベディル王の国は特殊な統治法をしたせいで全て直轄地にしなきゃいけないからな。エビル王の国の領地を刈り取って、恩賞用の土地を用意しないと」

　豪族たちにはいろいろと負担をかけた。

　これを機にぶっ潰す……なんてしようとしたら俺に従ってくれる豪族はいなくなる。

　飴あめと鞭むちは大切だ。

「なあ、我が親友よ。俺から一つ、聞いていいか？」

「何だ？」

「そこの二人の男女は誰だ？　見たところ、アデルニア人でもキリシア人でもないよな？」

　ムツィオは豪族たちに混ざって立っていたアレクシオスとメリアを指さして聞く。

　俺は二人を手招きした。

「この二人はレザドの将軍と呪術師だ。今回、レザドの騎兵を率いてもらう。男性の方はアレクシオス、女性の方はメリアという」

「ご紹介に預かりました。アレクシオスです。ポフェニア出身です。姓はありません」

「同じく、メリアです。ポフェニア出身です。私も姓はありません」

　ムツィオが眉を上げた。

　どうやらポフェニアという単語と姓がないというのに興味を抱いたらしい。

「ポフェニアというのは……確か南の大陸の国だっけ？　姓がないってのはどういうことだ。ポフェニアの風習か？」

「いえ、違います。前はあったんですが……家は捨てたので」

　ムツィオは少し気になっているようだが、これ以上の詮せん索さくをやめた。

　失礼に当たると考えたのだろう。そもそも二人の実家の話など聞いても何の得にもならない。

「あなたはレザド代表。そういう認識で構いませんか？」

「いえ、僕と騎兵五百はただの傭兵です。今回はロサイス王様に雇われた。それだけです」

　そういうことだ。

　もしレザドが本当にこの戦争に深入りしたければ、もっと大軍を連れてくるし、議員の一人や二人を派遣する。

　レザドはこれ以上この戦争に関わりたくないのだ。

　しかし、恩は売りたい。だから騎兵とアレクシオスを貸してきた。

　いざという時は、「傭兵だから我が国は関係ない」と言い張れるからだ。

　逆に役に立てば「我が国が傭兵を貸してやったから勝ったのだ」と言える。

　流石キリシア人と言うべきか。舵取りが上手い。

「ひとまず、お互い自己紹介が終わったんだ。軍議に入ろうじゃないか」

　俺は豪族やムツィオ、アレクシオスたちを見回してからそう言った。
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「大勝利だな」

「まあ、これだけ騎兵がいれば勝つのは容易ですよ」

　翌日、俺たちはエビル王の国へ侵攻し、撃退に出てきた豪族と交戦して大勝利を収めた。

　彼らは俺たちと同様に千の兵で焦土戦術を行おうとしていた。

　しかしこちらには四千五百の優秀な騎兵がいる。

　敵の撤退よりもこちらの騎兵の方が早かった。

　しかも数も優っているのだから、包囲、側面攻撃とやり放題。

　特に語ることもなく、勝ったのだ。戦闘と言うより蹂じゆう躙りんと言った方が正しいほどだった。

　今回迎撃に出てきた豪族たちは五名。

　家族も含めて全て捕えてロサイス王の国へ移送した。

　豪族の配下の家臣たちは許した。彼らを処刑すると、統治が覚おぼ束つかなくなる。

　地位を約束すれば特に抵抗もなく従った。

　まあそれでも忠誠心溢れる奴はいたのだが……そういうのは捕虜としてロサイス王の国へ移送した。殺しはしない。殺すと降伏してくれなくなる。

　内側から出てきた裏切り者は殺すが、外側の元からの敵はできるだけ殺さない。

　それが俺の方針だ。

　前者は許しても再び裏切るが、後者は降伏すればよく働く。功績を上げて待遇を上げようとするからだ。

　まあ、状況と場合によるけどな。

　すでに俺の配下の豪族たちが、土地の配分について俺にゴマすりをしてきた。

　良い傾向だ。そのまま頑張ってくれ。

　ゴマをするということは、俺に従っているということだからな。

「しかし、エビル王の国には騎兵がいないのか？」

　ムツィオが不思議そうな表情を浮かべた。

　どうやら碌ろくに騎兵が出てこなかったらしい。

　ムツィオにとって戦争の主力は騎兵だから、なおさら不思議なのだろう。

「エビル王の国は山が多いからな。我が国との国境近くは平原が多いけど。騎兵の運用は不便なんだろう」

　それに加えて、そもそも騎兵は高価だ。

　我が国も俺が組織するまで碌な騎兵は存在しなかった。そんなもんだ。

　というか、エクウス騎兵やゲルマニス騎兵を抜けば我が軍の騎兵は三百程度だから人のことを言えない。

「独力で騎兵の価値に気付き、騎兵を組織する。流石ロサイス王様です。我が国の元老院どもに髪の毛を煎せんじて飲ませたいですね」

　アレクシオスが俺に賛さん辞じを呈ていしてきた。

　髪の毛を煎じて飲ませるというのは慣用句だ。爪の垢あかを煎じて飲ませると同様の意味である。

「これからは騎兵が戦争の主役になるんだろうな。機動力のないファランクス戦法は廃れる。……今のうちに新しい陣形でも考えておいた方がいいかもな」

　今よりももう少し柔軟性のある陣形がいい。

　騎兵に側面を回りこまれたら終わりな陣形は危なっかしい。

「ロサイス王様!!　エビル王様から使者が!!」

「ようやく来たか」

　さて、降伏を許すか許さないかは条件次第だな。
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「初めまして、ロサイス王様。私は副王を務めさせて頂いている、グナエウス・エビルと申します」

「初めまして。アルムス・アス・ロサイスだ。グナエウス殿とお呼びしてよいだろうか？」

「はい、構いません」

　グナエウスは初老の男だった。顔には何本もの皺しわが走っている。

　しかしその瞳には強い意思が感じられる。服の上からでも、がっしりとした筋肉が動いているのがよく分かる。まだまだ現役の武人といったところか。

　確か俺の記憶が正しければ先代国王の腹違いの弟だった。

　今日までエビル王を輔ふ佐さしてきたのだろう。俺にとってのライモンドに当たる。

「それで、今回は何の御用ですかな？　私は今、忙しいのですが」

「ははは、ロサイス王様は人が悪い。我が国と貴国の平和条約の締結について、お話ししに来ました」

　グナエウスはその強い瞳で俺を見つめながら、条件を提示する。

「我が国は現在、貴国に負けている。しかし我々の王都は強固だ。立て籠ればそう簡単に落ちない。貴国が今一番欲しいのは時間のはずです。ここは両者軍を引き、痛み分けということで……」

「面白い冗談だな。話はそれで終わりか？」

　ふざけた話だ。

　そんな条件、飲めるわけないだろうが。俺にもプライドがあるし、何より豪族たちへの土地を確保しなければならない。

「それに時間が惜しいのは貴国も同じはずだ」

「ほう？　それはどういう理由で？」

　俺は少し笑みを浮かべて見せる。

「ゾルディアス王が攻め込んで来るのだろう？　知っているぞ」

「はは、何を……我が国とゾルディアス王の国は友好国。そのような事実はありませぬ」

　俺は真っ直ぐグナエウスの瞳を見つめる。グナエウスも俺の眼を見つめ返してくる。

　折れたのはグナエウスの方だった。

「誤ご魔ま化かせませんか。はい、そうです。ゾルディアス王の軍が国境付近に集結していましてね。我々としてはそちらに兵を集中させたいのです」

　半分賭けだったけどな。

　ゾルディアス王が我が国を支持して、状況次第で軍を動かすという話はイアルに教えてもらっていた。しかしその後、イアルからは何一つ連絡はなかったからな。

「背後を突かれ、国土を荒らされた。私としてはなかったことにする、などという処分はできない」

「分かっております。それでロサイス王様はどのような条件を？」

「そうだな……」

　話し合いの結果、以下の条約が結ばれた。





　１　エビル王はロサイス王が実効支配した土地の支配権を認める。

　２　エビル王は金貨百枚を即時支払う。

　３　両国ともに五年の休戦協定を結ぶ。

　４　エビル王の後継者である王太子を三年間、ロサイス王の国で留学させる。






　無難な結果に終わった。特に賠償金はあってないような金額だ。

　まあ、休戦協定も結べたし人質も手に入った。

　これで良し、としようか。

　さて、エビル王の国は屈服した。あとは……ロゼル一国だ!!





　　　　※






「おう、グナエウス!!　どうだった？」

「どうにか誤魔化せましたよ」

「そうか。これで王都目前まで迫ったゾルディアス軍を追い返せるな」

　アルムスはゾルディアス軍がエビル王の国の国境近くに集結していると予想した。

　しかし現実は違った。

　ゾルディアス軍がエビル軍に大勝して、深くまで進攻していた。これが正しい。

　グナエウスの役割はその事実を気取られないように、できるだけ有利な条約を結ぶことだった。

「しかしゾルディアス軍が攻めてきているだろう……そう言われた時には肝きもが冷えました。まあ、どうにか誤魔化しましたけど。まだまだ若い王で良かった。……成長すれば厄介な敵になるでしょうが」

「ははは、もう二度とあんなのを敵に回すか!!　これからはロサイス王の国には平身低頭で接する。……まあベルベディルのようなことにならなかったんだ。良かったではないか。……さて、ロサイスの若造は退けた。今度はゾルディアスの若造だ。グナエウス、お前に四千の兵を与える。撃破して来い！」

「はは!!　必ずや!!」





　　　　※






　時は一か月ほど遡さかのぼる。

　ロゼル王国に大敗したバルトロ及びトニーノ（オマケにカルロとルネ）はドモルガル王の国の宮殿で会議を開いていた。

「じゃかじゃん!!　ロゼル軍に負けちゃった、どうしよう!!　対策会議、始まり始まり!!」

　一応、この中では一番偉いカルロ・ドモルガルがそう宣言した。

　カルロ以外のメンバーは表情が暗い。

　大敗した後なので暗いのは当然で、テンションが高いカルロがおかしい。

「さて……我々が採れる手は現状一つしかない。籠城だ」

　バルトロは開幕からそう切り出した。カルロがバルトロに問う。

「でも数は変わらないだろ？　反撃できないのか、バルトロ殿」

「無理ですね。士気が目に見えて落ちてしまっている」

　バルトロの代わりにトニーノがカルロの問いに答えた。

　士気が極端に低下している今、会戦に臨んだら負ける確率が高い。故にバルトロもトニーノも籠城を選択した。

　籠城戦ならば、士気が低くとも負けることはないからだ。

「問題は食糧です。ルネ殿、王都に蓄えられていた食糧の量は？」

「ひとまず、二か月分というところでした。今は周辺の村々や商人から徴発しています。王都にあった金貨などは手を付けられていなかったので、幸いです。ロゼルが来るまでには五か月分は用意できるかと」

　ルネ・ブラウスが答えた。

　ルネは戦闘では役に立たないが、食糧などの管理に関しては中々の手腕を見せる。

　現在では連合軍の武器・兵糧を管理する職に就いていた。

「酒も買い集めてくれ」

「……あなたの御趣味のために大事な軍資金を使うわけにはいきません」

「違う。まあ、俺が飲みたいのは本当だけどさ……士気を上げるために必要なんだよ」

　戦場で兵士たちの唯一と言ってよい楽しみが食事だ。

　籠城戦では食糧は節約しなければならないが……その代わりに酒などの嗜し好こう品ひんを時折配給して、兵士たちの士気を上げなくてはならない。

　そうでもしなければ城は持たない。

「できれば燻くん製せい肉にくなんかもあると嬉しいね」

「はあ……余裕があったら買い集めておきましょう」

　ルネは羊よう皮ひ紙しを取り出して、メモを取る。

「一つ、聞いてもいいか？」

「何でしょうか？」

「食糧の消費は少ない方がよいのだろう？　住民は追い出してしまった方がいいんじゃないか？　彼らも戦闘には巻き込まれたくないだろ」

　カルロがトニーノとバルトロに聞く。籠城戦の特殊性は背後に民間人がいることだ。

「彼らにも生活があり、家があります。追い出しても行く先などありません」

　トニーノが答える。

　都市部に住んでいる人間は商業や手工業などで生活の糧を得ている者たちだ。

　外に追い出したら生活する術がなくなる。

　籠城戦中でも兵士相手に物を売ることはできるので、外に出るよりはマシだ。

「それに、民間人を抱え込むのは必ずしも悪いことじゃありませんよ。住民に後方支援を頼めますからね」

　例えば住民に怪我人を看護させるとか。その分、兵士の手が空くので有利になる。

「それに籠城戦ほど素人が参加しやすい戦闘もありませんよ。何しろ上から石を投げるだけでも人が殺せますからね」

　石を投げる程度ならば女子供でもできる。

「逆に言うと、籠城戦が成功するか否かは王都の住民の協力次第です。カルロ様、よろしくお願いします」

「任された!!」

　カルロは胸を張った。

　基本、平民の多くは王など意識しない。

　村から外に出ることも滅多にないので、彼らからすれば一番偉いのはその土地の豪族。

　その豪族よりも偉い存在など、想像できない。

　だがここは王都である。

　王の御膝元である王都はよくも悪くも王の影響を大きく受ける。

　先代ドモルガル王は特に大きな失政もなかったので、住民からは快く思われていた。

　その長男であるカルロの印象も悪くない。

　ちなみにアルド・ドモルガルの印象はあまり良くない。

　アデルニア人は肉親殺しを嫌うからだ。

　もっともアルドの場合は王都を支配していた時間そのものが短いので、住民からの印象は「良く思われていない」止まりだ。

「まあガリア人は略奪を全く躊ちゆう躇ちよしていないようなので、協力を得るのは容易いと思いますけどね」

　バルトロが肩を竦めた。

　アデルニア人の豪族や王は（出来るだけ）略奪はさせない。

　それは同じ言葉・文化・血を共有する仲間同士だからであり、後で支配する上でしこりとして残るからだ。

　だがガリア人はお構いなしだ。

　ガリア人はそもそもアデルニア人とは別の言葉を話し、別の文化を持つ外国人。

　故に略奪など気にも留めない。

　それにガリア人は農業よりも、狩猟や牧畜を生活の糧とする民族だ。

　彼らにとって戦争は奪うために行うモノで、略奪は勝者の権利である。

　地の利と人の和は連合軍にあった。

　もっとも、カルロやトニーノ、ルネは複雑そうな表情を浮かべている。

　今も自国の民が殺されているのだから、素直に喜べない。

「あとは呪術師を伏しておかねばな……」

「そっちの人選はよろしく。ドモルガル王の国の呪術師の方が潜伏し易いだろ」

　籠城戦では敵に周囲を囲まれるので、外からの情報が入ってこない。

　しかしあらかじめ呪術師を周辺の村に伏しておけば、梟便を使用して情報のやり取りが可能だ。

　もっとも、敵もそれは警戒するのでそう容易くはいかないが。

「申し訳ありません!!　入室してよろしいでしょうか!!」

「構わん。入れ」

　カルロがそう答えると、ドアが開き大柄な男性が入室した。

　カルロ派の有力豪族の一人で、現在は兵の指揮を臨時で任されている男だ。

「周辺の村々の住民が中に入れて欲しいと……」

「ふむ、なるほど……」

　カルロはトニーノとバルトロに目配せする。トニーノとバルトロは静かに軽く頷いた。

「入れてやれ」

「はい！」

　豪族は嬉しそうに返事をして、駆けていく。

　これで周辺の村の住民が殺されることはなくなった。

「ルネ。兵糧は多めに確保しておけよ」

「……分かってます」

　ルネはため息をついた。

　しかし見捨てるわけにもいかないので、致し方がない。

「あとはレティス殿とロサイス王の援軍次第か……」

　トニーノは呟いた。

　すでにロサイス王からはできるだけ早く駆けつけるという文を貰っている。

　しかしエクウス族、ベルベディル、エビルの三国を屈服させた後なので最低でも一か月先だと思われる。

　ルネの兄である、レティス・ブラウスは地方のアルド派を抑えるために奔走している。

　一時はカルロ派に寝返った彼らだが、今は再びアルド派……というよりもロゼル派に傾いていた。

　もっともガリア人の力を借りるアルド・ドモルガルに反感を持ち、カルロ派のままでいる豪族もいたのだが。

　地方のアルド派の調略と征伐にも最低で一か月はかかる見込みだ。

　つまり最低で一か月は持たせなければならない。

「まあ、一か月は確実に持つでしょ。それ以上は本当に怪しいですけどね」

　バルトロは肩を竦めた。

　実はバルトロは長期間の籠城は未経験だ。

　テリア要塞の戦いは所詮三日間で、兵数もお互い多くなかった。

　しかし今回は万同士の、数か月の籠城戦。

　未知数なところがある。

「しかし勝たなければならない。ロゼルがここを落としたら、南アデルニア半島にガリア人の一大拠点ができることになる……」

　それはガリア人のアデルニア半島支配の加速を意味し、将来的にはアデルニア人がガリア人の奴隷になる未来を招く要因になる。

　確実にここで食い止めなければならない。

「しかし、ロゼルとの講和で領土をある程度持っていかれるのは覚悟した方がよさそうだな。ロサイスにも割かつ譲じようしなければならなくなるし……はあ、どうして俺の代で……」

　カルロはぶつぶつ文句を言った。

　カルロは歴代のドモルガル王の中でもっとも苦労する王となるだろう。

「あとはファルダームとギルベッドの両国に親書を出しますか。我が国が落ちれば、両国へかかるロゼルの圧力が増大するのは目に見えていますしね。援軍は期待できなくとも、ロゼルの国境を脅かすくらいはできるでしょう」

　トニーノがそう締めくくって、その日の会議は終了した。




　ドモルガル王の国とロサイス王の国の……いや、アデルニア半島の運命を賭けた一戦が始まろうとしていた。
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「俺、攻こう城じよう戦せん苦手なんだよなあ……」

　クリュウ将軍は苦笑いしながらも、攻城戦の準備を始めた。

　兵士たちに命じて、攻城兵器を造らせる。

　材料である木材、つまり木はどこにでも生えているので困らない。

「攻城兵器、持ってくればよかったかな？」

「持ってきてたら間に合わなかったでしょ」

　麻ま里りはクリュウに言う。

　ガリア人は森林での狩猟採集を営む種族。故に森の中での移動や戦闘は得意だ。

　しかし森の木を使う工作となると、あまり得意とは言えない。

　手先が不器用で、長時間の作業には根を上げてしまう民族なのだ。

　こういう地味な作業はアデルニア人の専売特許である。

「しかし中々強固な城だな。まともに攻めれば損害が大きすぎる」

「じゃあ兵ひよう糧ろう攻ぜめにする？」

「できればな。しかしアルムス王はそれを許してくれるほど甘い王か？」

　すでに外交工作でエクウス族、エビル王の国、ベルベディル王の国の三か国がロサイス王の国に軍を進めている。

　これら三つの軍を撃破して、友軍を救出する……難しいが不可能ではない。

「しかし正面から正直に攻めても被害は増えるだけ……やはり兵糧攻めか。救出に来た軍と挟み打ちになるリスクも考慮せねばな」

　クリュウは思案を巡らせる。

　軍事に関しては麻里は門外漢なので、あまり口は出さない。

「敵は準備期間があまりなかった。それに我々が略奪を繰り返しながら進軍したことで、多くの周辺住民は城じよう壁へきの内側に避難している。二つを考慮に入れると兵糧の量は多く見積もって四か月から六か月分……。よし、兵糧攻めが一番だな。まずは……」

　クリュウはまず本国に早馬を飛ばして、大規模な援軍を要よう請せいする。

　クリュウが連れてきたのは精鋭一万。しかし城攻めでは練度よりも数が物を言う。

　一万の兵で攻城するのは得策ではない。そして援軍を待つ間に攻城戦の準備を進める。

「攻城兵器の製造はそのまま。手先が不器用な連中は土木作業だ。土を掘れ!!」

　クリュウの指示で城壁を囲うように二重の堀が作られる。

　内側の堀は敵を完全に閉じ込めておくため。

　外側の堀は救援に来たアルムス王に挟み撃ちにされた時に備えての堀。

　もっとも、ガリア人には大した技術はない。

　堀と言っても馬が飛び越せない程度に掘って、拒きよ馬ばを設ける程度だが。

　しかしこれがあるのとないのとでは大きく違う。

　完全に閉じ込められていることを敵に見せつけることで、敵に精神的圧力を加えるのだ。

　それに柵と堀で敵の夜や襲しゆうを予防し、兵士たちを休ませることもできる。

「で、攻撃はしないの？」

「いや、攻城兵器ができ次第堀の作成と同時並行で攻撃を仕掛ける。敵を疲れさせる必要があるからな」

　いつまでも土木事業をしているわけにはいかないというわけだ。

「ふーん、まあ頑張って。私は何もできないけどね」

　麻里は手をひらひらさせながら、その場から去った。





　　　　※






「うわああああ！！！！！」

「おおおおおおおおお！！！！」

　真夜中。

　敵兵士の大声が響き渡り、風を切るような音を立てながら火矢が降り注ぐ。

　火矢はまるで流れ星のように美しく燃えながら、城壁を飛び越して民家の屋根に突き刺さる。

　ドモルガル王の国の家々は石造だが、重量の関係で屋根などは木製だ。

　火がついたら当然燃える。

　アデルニア半島の夏は乾燥しているので、火災が発生する確率が上がる。

　よって住民総出で消火活動に勤しんでいた。

「しっかし毎夜毎夜、よく飽きないな」

「あんたらも俺らにやったじゃないか」

「その節はどうも」

　トニーノとバルトロが軽口を叩き合いながら敵を眺ながめる。

　城壁を上がったり、城門を破壊しようとする敵は見られない。

　真夜中にそんなことをすれば、同士討ちに遭い被害が増すだけだからだ。

　火矢を射いるだけならば安全なので、敵は毎夜火矢を射てきている。

　どこにそんな油があるのか……と思うが、おそらく農村から略奪したオリーブオイルだろう。

　アデルニア半島はオリーブと葡ぶ萄どうの生産が盛んだ。

　当初は敵の夜襲を恐れ、睡眠不足で悩んでいた兵士だが今はもう慣れたのか落ち着いて行動している。二週間も同じことが続けば自然と慣れる。

　昼担当の兵士たちは民家を借りてすやすやと寝ている。

「しかし敵さんはなかなか本気で攻撃してきませんねえ」

「大方、援軍待ちなんだろ」

　連合軍もロゼル軍も数そのものはあまり変わらない。

　もっとも、包囲されている段階で下へ手たに討って出れば大損害は免まぬがれない。

　それに士し気きも回復しきっているとは言えない。

　例の大きな毛むくじゃら……捕ほ虜りよの証言によると象と呼ばれる生き物を見ただけで震えあがってしまう兵士までいるのだ。

　敵もそれを分かっているのか、わざわざ象に鳴き声を立てさせる。

　あの独特な鳴き声は確かに連合軍の士気を落としていた。

「まあいいじゃねえか。準備も進められるしな」

　攻城側にも準備があるように、籠ろう城じよう側にも準備がある。

　例えば矢や武器の製造。矢は消しよう耗もう品ひんだし、武器も破損などすることが当然ある。

　すぐに補給できるように、鍛か冶じ師しを動員して大量生産中だ。

　他にも城壁が崩された時、すぐに修復できるように石材や木材を予あらかじめ用意したり、城壁の上から落とす小石などを集めたり、義ぎ勇ゆう兵へいに訓練を施したりと様々な準備を進めていた。

「でも一つ気がかりなことがある。敵の援軍が遅い」

「理由は不明なままですね」

　バルトロとトニーノは城壁の外側に呪じゆ術じゆつ師しを配置して、敵から情報収集をしていた。

　その情報により、敵の軍勢四万が援軍としてこちらに向かってきている。そして第一陣はあと二週間後に到着する……ということが分かっている。

　籠城戦が始まってからすでに二週間。

　つまりロゼルから到着するまで四週間もかかるというのだ。

「おかしくないか？　確かに距離が離れているのは事実だが……クリュウ将軍はあっという間にここまで来たじゃないか。クリュウ将軍ほどの男ならば、攻城戦を予想してドモルガルに来る前から兵を準備していてもおかしくない。それなのに……」

「もしかしたら政治上の事情かもしれませんね。こういう不可解なことは大概政治関係です。……それを考えるとバルトロ殿は羨ましい」

　バルトロは酒を口に含み、一口飲んでから答える。

「うちの王様は戦争に関しては全面的に任してくれるからな。今も解任の指令とか来ないし。軍人としてはやり易い。……まあ丸投げと言えば丸投げだけど」

　アルムスは自分の軍才のなさを自覚している。精々並より少し上程度だと。

　故にバルトロなどの優秀な武将に戦争などは丸投げしている。

　いや、戦争だけではない。アルムスは出自の関係上豪ごう族ぞくと縁が少ない。

　だから豪族たちへの調整はライモンドに全面的に任せている。

　餅もちは餅屋ということだ。

「まあ、流石さすがに今回は不ま味ずいかもしれないけどな。俺、大口叩いて負けたわけだし。……覚悟はしておくさ。できれば寛かん大だいな処置をして欲しいけど。さて、敵の攻撃も和らいできたみたいだし……そろそろ寝る」

「分かりました。私は暫しばらく起きています」

　バルトロはその場から離れた。そして星を見て呟つぶやく。

「生きて帰らねえとな。最低でも娘の結婚式は見ないと……いや、見たくないな」

　バルトロは一人娘の結婚を平然と祝しゆく福ふくした先王の偉大さを思い知った。





　　　　※






「カイラス殿。少々遅くありませんかな？」

「ふむ。確かに時間がかかったのは認めよう。しかし援軍として来た私にその態度はどうかと思うぞ、クリュウ殿。それに予め遅れると伝えてあった」

　カイラス・アル・ロゼル。現ロゼル王の従兄弟いとこに当たる人物だ。

　どのような人物か、答えるならば……血筋は良いが能力は平凡、というところか。

　平凡な能力というのは、ごく普通に軍を動かせて、無難な統治ができる人間という意味である。つまり余程のことを仕出かさない限りは普通に出世できる。

　彼の問題点は能力ではない。その気質にある。

　傲ごう慢まんで他人と協調できない。そして油断する。見栄っ張りで、派手好き。

　これで無能ならば容赦なく切り捨てられるし、有能ならば我慢できる。

　だが彼は平凡な人間なのだ。非常に面倒な立ち位置の男だ。

「どうして遅れたか、述べてもらおう」

「まるで私に問題があるかのような言い方だ。ご存じの通り、我が国はギルベッド、ファルダーム、北東部ガリアにゲルマニスと複数の強敵に囲まれている。気軽に軍を動かせるはずがなかろう」

「しかし軍を集結させてからここまで来るのに、通常以上の時間がかかっているのではないか？」

　クリュウが苦言を呈ていすると、カイラスは飄ひよう々ひようと答える。

「仕方があるまい。住民の抵抗が激しかったのだ」

「意味のない略奪をすればそうなる」

　略奪には利点が多くある。

　兵糧を確保できるし、娼しよう婦ふを用意する手間も省ける。何より兵士の士気を保てる。

　しかし激しい抵抗も覚悟しなければならない。

　故にクリュウは通り道の村や街の略奪はするが、わざわざ寄り道してまで略奪はしない。兵糧を現地調達することで行軍速度を速めるという利点が失われてしまうからだ。

　目的は戦争の勝利であり、略奪は手段の一つである。

「意味があるかどうかは現場指揮官である私の判断だが……クリュウ殿。あなたは私の略奪が無意味であったと立証できるのかな？」

「……もうよい。次はこのようなことがないように」

　クリュウはため息をつく。

　どうせ責任を追及しても、カイラスを処刑することはできない。

　ロゼル王は身内に甘いのだ。クリュウがカイラスを殺せばクリュウの命が危ない。

　立ち去るカイラスにクリュウは言葉を投げかける。

「本作戦の司令官は私だ。ゆめゆめお忘れなきように」





　　　　※






「トニーノ将軍！　東側の城壁の一部が破壊されました!!」

「北側から兵を百動かせ!!　敵兵を食い止めろ。工兵を出して至急、城壁を修復させろ!!」

「南壁から増援の要請が!!」

「西門から三百の増援を出せ!!」

　敵の第一陣の増援が到着してから二週間が経過した。

　敵の増援は第二陣までが到着していて、敵の総数は三万まで膨れ上がっている。

　外部で諜報活動を続けている呪術師によると、あと三日ほどで敵の第三陣が到着して四万に、その数日後には第四陣が到着して五万になる。

　ロゼル王国が四万の兵を四部隊に分けて戦場に送っているのは、大軍を一度に用意できないからだ。

　纏まとまった数を集めてから次々と送り込むという方法を取っているのだ。

　ロゼル王国は国土が広く、防衛線も長い。また北アデルニア半島に住む百万人のアデルニア人を支配している。

　よって気軽に大軍を動かすことができないのだ。大国の弱点と言える。

「敵兵の数が集まる前に討って出た方がよかったかね？」

　バルトロは指示を出しながらもため息交じりに呟く。

　しかし同時にその考えを振り払う。

　討って出たところで勝てる保証はない。士気が著いちじるしく低下してしまっているからだ。

　象の攻略法は考えたが、それを実行に移すには勇気がいる。今の連合軍にはそれがない。

　会戦をしたところで、前と同様に敗北する可能性が高い。

　この戦争で勝つ唯一の方法は救援に来たロサイス軍と、ロゼル軍を挟み撃ちにすることだ。

　軍ぐん神しんの息子と頼りになる爆ばく槍そう。この二つがあれば連合軍の士気は盛り返す。

　バルトロはそう見積もっていた。

「さて、過ぎたことじゃなくて今の状況を打開しよう。次は西壁に向かうぞ!!」

　バルトロが率いているのはアルヴァ騎き兵へいだ。

　アルヴァ騎兵の機動力で城内を走り回り、劣勢に立っている敵に矢を放つ。

　それを繰り返しているのだ。籠城戦でも騎兵の機動力は役立つ。

「破は城じよう鎚ついが来たぞ!!」

「火矢を放て!!」

　百人隊長たちの怒ど号ごうが戦場を震わせる。

　籠城戦でもっとも脅きよう威いとなる兵器は破城鎚だ。

　城壁は非常に強固であるため、ちょっとやそっとの攻撃では破壊できない。

　投石機で放たれた石が何度も都合よく同じ場所に衝突したり、衝突した場所が老朽化して脆もろくなっていた場合は別だが……。

　しかし城門は別だ。

　城門は城壁よりもずっと脆い。破城鎚で突かれれば、簡単に破れてしまう。




　よって破城鎚で城門を攻撃される前に破城鎚を破壊する必要がある。

　破城鎚は人が城門まで持ってこなければならない兵器なので、破壊はそこまで難しくない。

　ロゼル軍の破城鎚は木製で、鎚の先端部分には金属が取り付けられている。

　それが車輪付きの屋根に吊り下がっている。

　人の力に円運動を加えることで、破壊力が増す。

　もっとも物理法則を知っているからこのような形になったのではない。所謂いわゆる経験則というものだ。

　火矢が雨のように破城鎚に降りかかる。

　しかし破城鎚に矢が刺さると、火は一瞬で消えてしまう。破城鎚の屋根はできるだけ湿らせて、火避けの呪術や強化の結界を張っておくのが基本だ。

「油だ!!　油をぶっかけろ！」

　兵士たちは壺つぼごと油を破城鎚に向けて落とす。

　いくつかが虚むなしく地面で割れたが、三壺の油が破城鎚の屋根を汚す。

「火矢を放て!!」

　再び火矢が破城鎚を襲う。

　流石に油に引火した火はそう簡単に消えたりしない。今度ばかりは呪術や小こ細ざい工くは通じない。

　あっという間に木製の破城鎚は炎上する。

　破城鎚を運んでいたロゼル軍の兵士たちは大慌てで屋根の下から逃げ出す。

　そんな彼らへ連合軍の矢が突き刺さる。

　これで東西南北の壁のすべてで破壊された破城鎚の総数は五つ目になった。

　破城鎚の攻撃が失敗して日が暮れたこともあり、この日ロゼル軍はすぐに退却した。





　　　　※






「はあ、今日も無事に乗り切った。これも諸君の奮闘のおかげだ。乾杯!!」

「「乾杯!!」」

　カルロが酒の入った盃さかずきを掲げると、兵士たちも盃を掲げて一気に飲み干した。

　夜の襲撃も予想されるので、酒は一杯だけ。

　しかし兵士たちにとって、この緊張感で張りつめた戦場での唯一の癒しだった。

　兵士たちは無理に笑っているが、その表情には疲労が見える。

　特に深刻なのは百人隊長だ。

　無理はない。

　百人隊長だけを狙った暗殺が度々発生しているのだ。トニーノやバルトロは犯人の特定を急いでいるが、全く分かっていない。

　士気に関わるため、情報統制をしているが噂という形で確実に広まっていた。

「しかしいつまでも籠ってやられるばかりというのは気分が悪いな」

　トニーノがぼそりと呟いた。籠城戦は指揮官も兵士も士気が沈みがちになる。

　ずっと受け身でい続けるからだ。

　防衛側の方が地形のアドバンテージを得ることができるが、先手を常に奪われつづけることにもなる。

　守りに入り過ぎるのも問題と言える。

「だよなあ。俺も同じことを考えていた。そこでだが……こういう嫌がらせはどうだろう？」

　バルトロはニヤニヤと笑いながら、トニーノの肩を抱く。

　トニーノはアルコール臭の漂うバルトロの口臭に眉まゆを顰ひそめながら、その嫌がらせの中身を聞く。

「……少し危険ですが、やる価値はありそうですね」

「だろ？　お前さんたちの騎兵も貸してくれよ」




　その夜のこと、ロゼル軍のガリア兵たちは夜通し騒いでいた。

　略奪した宝石や亜麻の美しい布などを自慢し合い、奪った酒や食べ物を口に運ぶ。

　ガリアは寒く、土地も痩せている。

　それに比べて南アデルニア半島は暖かく、土地も肥こえていて、貨か幣へい経済もガリアよりは発達している。

　ガリア人たちからすると、アデルニア半島は都会なのだ。

　……キリシア人やポフェニア人、ペルシス人などが聞いたら鼻で笑うだろうが。

「王都にはどんな宝があるんだろうな!!」

「そりゃあ金銀財宝がごっそりあるに決まってる。王様の御膝元だぜ？　蓄えているに決まってる!!」

　兵士たちは酔っ払いながら、取らぬ狸の皮算用を始める。

　ロゼル軍の軍規は非常に緩い。

　実際、見張り以外の兵士が真夜中に宴えん会かいしているのだから。

　アデルニア半島の軍隊で、真夜中に兵士が勝手に宴会などしようものならば死刑である。

　もっとも、軍規を厳しくしたところでガリア兵は逃げ出してしまう。

　土地という持ち運べない資産を持ち、協力し合いながら農業をする。典型的な農耕民族であるアデルニア人と、生活の糧の半分以上が狩猟採集であるガリア人との民族性の違いである。

「いやー、楽しみだねえ。俺は美女が欲しい。ああ、早く犯したい!!」

「俺は十歳くらいの男がいいなあ」

　男たちがそんな話をしていると、突然周囲が騒がしくなる。

「敵襲!!　敵襲!!」

　見張りの兵士たちが大慌てで叫ぶ声が聞こえる。

　流石のガリア兵たちも、大慌てで軍装を整えて敵襲を受けた場所に向かう。

「敵はどこだ!!」

　ガリア人の兵士が見張りの兵士に詰め寄る。

　天幕が燃え上がり、矢で命を落とした兵士の死体が転がっていることから敵襲を受けたのは間違いない。

　しかし敵はどこにもいない。

「それがもう撤退してしまって……」

「撤退？」

「敵は馬に乗ってたんだ。それで堀の外側から火矢を射かけてきたんだ」

　見張りの兵士の話によると、敵は馬に乗って矢を射かけた後にあっという間に撤退してしまったらしい。

　突然の攻撃により全く反撃ができず、反撃の準備が整った時には撤退されてしまっていたのだという。

「はあ？　じゃあ俺たちがここへ来たのは無む駄だ骨ぼねじゃねえか!!」

　ガリア兵は怒りを露あらわにした。




「昨夜の夜襲、全く対応ができませんでしたなあ」

　カイラスはクリュウに言う。その表情には嘲あざけりが浮かんでいる。

　暗にクリュウを責めているのだ。

「見張りを増やすつもりだ。それに被害は大したことはない」

　真夜中なので、敵も狙って矢を射ていたわけではない。

　敵がいそうな所を適当に射て、危なくなったら帰る。それが敵の戦法。

　当然、矢はそう滅多に当たらない。死んだ者は運が悪かっただけだ。

　混乱は大きかったが、死者は三十人。うち七人はパニックに陥おちいり、頭をぶつけたのが原因の死だ。

「街が落ちればすべて終わる。あれは悔しまぎれの攻撃だ、気にする必要はない」

「しかし中々落ちませんなあ。クリュウ将軍。どうされますか？」

　カイラスはニヤニヤと笑いながら、クリュウに言った。

　クリュウはカイラスの顔を一いち瞥べつしてから、すぐに視線を城壁に移す。

「想定済みだ。元々、一か月ほどで落ちるとは思っていない」

　攻城戦は非常に時間がかかる。

　場合によっては数年単位の時間を要することもあるのだ。

　流石にそこまでかかれば問題だが、数か月ほどならば十分想定範囲内と言える。

「しかしアルムス王の援軍がもうすぐ到着するという情報を聞きましたが」

「そうだな。あと二週間ほどで到着するそうだ」

「あと一週間で落とせますかな？」

　そう言うカイラスの表情に不安はない。

　たとえアルムス王の援軍が到着しても、苦戦する程度で勝てると思っているからだろう。

　いや、もしかしたら負けて欲しいと思っているかもしれない。

　そうすれば大将軍の座が一つ空くのだから……。

「問題ないと言っている。あと一週間で落ちる」

　クリュウは自信があるかのように断言した。

　カイラスは一瞬顔を曇らせて黙ったが、再びクリュウに提案する。

「私としては羽は虫むしの掃除をすべきかと思います」

　羽虫とは、カルロ派として各地に散っている豪族たちだ。

　レティス・ブラウスを中心とする彼らは、各地でアルド派の豪族たちと小こ競ぜり合あいを繰り返していた。

　彼らは数が少ないため、下手にロゼル軍と相対すれば全滅は、免れない。

　無視できるほどの戦力だ。

　彼らに兵を割くくらいならば、攻城戦に戦力をつぎ込んで戦争を早期に終わらせた方が遙かに良い。戦力の分散は下策である。

　それに地の利は敵にあるのだ。

　下手に動けば、負わなくてもよい損害を被る危険性があった。

「無駄だ。羽虫はそう簡単に捕まらない。追いかけるだけ無駄だ。どうせ、こちらを眺めるだけで何もできない連中。放っておけ」

　しかし尚なおもカイラスは食い下がる。

「そうはいっても彼らを放っておけば安心して攻城戦に力を注げないのでは？」

「その通りです、クリュウ将軍。私もカイラス殿の意見に賛成です」

　カイラスに賛同を示したのは、第二陣の増援を率いて来た男だ。

　彼はカイラスと同じ派閥で、クリュウと敵対している。

　二人が考えていることはこうだ。

『このまま攻城戦が終われば手柄はクリュウ将軍の物になり、戦争は終わってしまう。何か、戦争が終わる前に武功を立てなければ』

　厄やつ介かいなことは二人に賛同する下か士し官かんも多いことだ。

　当然だ。手柄は彼らの出世にも深く関わっているのだから。

「はあ……」

　クリュウは思わずため息をついた。

　はっきりいって無駄な戦闘だ。しかし政治的には無駄ではない。

　クリュウ一人が手柄を取り過ぎれば、敵を作り過ぎることになる。

（どうせこいつらがいてもいなくても大勢に影響はないか）

　クリュウはそう思い、二人に言った。

「分かった。お二人には羽虫どもの掃そう討とうをお願いいたしましょう。ただし、第四陣が到着してからが条件だ」

　それから五日後、第四陣が無事に到着した。

　斯かくして、約二万の軍隊がカルロ派を狩り出すために本軍から離脱した。





　　　　※






「さあ、掘れ!!」

「「掘れ！」」

「掘りあてるのは!!」

「「我らの出世!!」」

　音痴な歌を歌いながら、ガリア兵たちは鍬で土を掘る。彼らがいるのは地下深い坑道。

　クリュウがひそかに掘らせていたのだ。

　木の支えで天井を固定して土が崩れないようにしながら、城壁の下まで坑道を掘る。

　城壁の下まで達したら、支えに火を放ち……坑道を崩す。すると一緒に城壁まで崩れるという寸法だ。

「ん？　明るくなったぞ」

　掘り進めるうちに、地面の間から光が漏れ始めた。

　その光を見た途端、隊長は顔色を変えた。

「総員!!　戦闘準……」

　隊長が言い終わるよりも先に、鍬と剣を持ったアデルニア兵たちが姿を現せた。

　アデルニア人の隊長が叫ぶ。

「確保しろ!!」

　斯くしてロゼル王国の掘った坑道は、連合軍側の対抗坑道により敗れた。

　さらに捕虜からの情報で、もう一本の坑道の位置を特定。

　合計二本、全ての坑道を潰すことに成功した。





　　　　※






「東と西の坑道が発見され、埋められてしまったようです。……惜しいですな。あと少しだった」

　クリュウの副官が悔しそうに顔を歪める。

　しかしすぐににんまりと笑う。

「まあ、計画のうちですがな」

「ああ。東と西は偽装。本命は北と南の坑道だ」

　クリュウは元々東西南北四本の坑道を掘っていた。

　東と西の坑道担当者には、東と西の二本しかないと伝えた。

　そして発見されやすいように掘っていた。

　昼夜問わず、地面を掘りつづけていたのだ。当然、振動や音で敵に見つかる。いや、見つけさせる。

　逆に北と南の坑道の担当者には、坑道はお前たちの掘っている坑道しかないと伝えた。

　そして本命の北と南は戦闘中のみ掘らせていた。

　人の足跡や投石機の石が城壁にぶつかる音で、坑道を掘る振動を誤ご魔ま化かしたのだ。

　作業の効率は悪いが、確実な仕事だ。

　東か西。どちらかの坑道が見つかれば両方が潰される。

　だが同時に敵は油断する。全ての坑道を潰せたと、安あん堵どして油断してしまう。

　それが狙いだ。

「本命が城壁の真下まで行くのにあと三日ほどか。想像以上にかかったが……もうこの戦争も終わる」

　クリュウはそう呟いた。ようやくロゼル王国に帰れるのだ。

　クリュウは戦争は好きだが、偶たまには平和を欲する時もあるのだ。

　特に今回の戦争はカイラスに疲れさせられたのだから。

「お取り込み中、失礼します!!　緊急の報告です!!」

「早く入れ」

　クリュウがそう答えると、伝令の兵士は真っ青な顔で言った。

「カイラス将軍率いる二万が大敗!!　カイラス将軍は行方不明です!!」

「あのクソガキが！！！！！！！」





　　　　※






「報告です!!」

　斥せつ候こうが声を張り上げて、入手した情報を俺たちに伝える。

　情報によると、レティス・ブラウスの軍勢二千とロゼル王国将軍カイラスの軍勢二万が交戦しているらしい。

　レティスは会戦を避けて、ゲリラ戦を繰り返しながら少しずつ退却しているみたいだ。地形を生かして善戦しているらしい。

「救援しなければ時間の問題ですね」

　ライモンドが呟く。

　最優先はバルトロだが、彼らを放っておくのは仁じん義ぎに反する。

　後々悪評になる可能性がある。それに二千の兵力を失うのはもったいない。

　できれば合流したい。

「王様。私は救援に向かうべきだと思います。理由は二つ。一つは敵の戦力を削るチャンスだからです。敵将はクリュウ将軍ほど優秀ではない。ならば先にこの二万を片付けてしまいましょう。二つ目の理由は二千の兵です。兵は多い方がいい。各地に散っているカルロ派はレティス殿の軍勢も含めて四千。彼らはロゼル軍と正面からの対決を恐れて、兵を分散させていますが、我々がロゼルを破れば再び結集するはずです」

　まあ、それもそうだな……弱い敵から倒した方がいいだろうし。

　ここはバルトロを信じて、まず最初に近くのレティス殿を救出しよう。

「ではこれからブラウス領に向かう!!」
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「ロサイス王様！　またも助けていただき、ありがとうございます。このご恩は必ず」

　レティス・ブラウスとの合流は比較的簡単にできた。

　レティスが送ってきた案内役のおかげだ。

　カイラスが知らない進軍ルートを使うことで、妨害なしで合流に成功したのだ。

　地形の大切さがよく分かるな。

「構わない。レティス殿。今は我らは共に戦う戦友。お互い、助け合っていこう」

　俺たちは挨あい拶さつを早々に済ませて、軍議を始めた。




「敵軍はここから先の盆地に陣営を張っています。総数は二万。その内、千が騎兵です」

「毛むくじゃらの化け物とやらは？」

「確認できません」

　ふむ……雑ざ魚この討伐に毛むくじゃらや騎兵は要らないということか。

　まあ、正解だろ。

　レティスは山間部に敵を誘いだして、奇き襲しゆうを繰り返していたのだ。騎兵などいたところで役に立たなかったに違いない。

「では我々も兵を整えてからすぐに向かおう。こちらは歩兵九千に騎兵四千五百。総数では劣っているが、騎兵の総数はこちらが上だ」
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「カイラス様！　ロサイス王とレティス・ブラウスが合流したようです」

　カイラスの副官が斥候からの情報をカイラスに伝える。

　カイラスは笑みを浮かべる。

「そうか。……好都合だな」

　羽虫の掃討は思った以上にてこずっていた。

　何しろ、相手は会戦を挑んでこないのだ。少しずつ削るしかない。

　だがロサイス軍と合流すれば話は変わる。必ず会戦を挑んでくる。

　あとはロサイス軍とレティス・ブラウス軍を合わせて一いち網もう打だ尽じんにしてしまえばよい。

「はは!!　ロサイス王の首は俺のモノだ!!」

　カイラスは上機嫌に笑う。

　元々クリュウやカイラスの読みでは、ロサイス軍は真っ直ぐバルトロ・ポンペイウスの救援に向かうと思っていたのだ。同どう胞ほうを優先するはずだと。

　しかしアルムス王はバルトロよりも先にレティス・ブラウスの救援に向かった。

　決して想定していなかったわけではない。ただ、確率を低く見積もっていたのだ。

「……カイラス様。クリュウ将軍からは会戦は避けるようにと……」

「馬鹿を言え!!　敵将が目の前にいるのに戦わない馬鹿がどこにいる？　クリュウは俺に手柄を立てさせたくないから、そんなことを言っているのだ!!」

　クリュウはカイラスを送りだす際に、こう言った。

『ロサイス軍は数はこちらより少ないが、精強だ。騎兵の数も多い。それにあの王は何度も戦に勝利している。会戦は絶対にするな。挑発されても守りに入っていろ。王都を陥かん落らくさせた後に、五万で一気に押し潰す。分かったな？』

　しかしカイラスからすれば、クリュウが自分の才能に嫉しつ妬としているからにしか見えない。人は見たいことだけを見る生き物だ。

「会戦に応じる。……ふふ、この戦に勝ちロサイス王の首を手に入れれば第一功は俺のモノだ!!」
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　両軍は大平原で向かい合った。丘の上を押さえているのはロゼル軍。

　地形ではロゼル軍の方が若干有利ではある。

「まあ、この程度の地形は問題にならないだろ」

　俺は敵を睨にらむ。俺たちと兵装が違うな。

　ガリア人はズボンを履いていて、槍ではなく剣を装備している。

　機動力はこちらの重装歩兵よりも上かもしれない。

「ねえ、アルムス。大丈夫なの？」

　テトラが不安そうに俺を見上げた。俺はテトラの髪を撫なでながら答える。

「大丈夫だ。俺もそれなりに経験は積んでいる」

　今回、作戦の指揮を執とるのは俺だ。

　俺も王という立場から、何度か兵を率いているが……ここまで大規模な合戦は初めてだ。だがそこまで不安ではない。

　輔ふ佐さとしてライモンドとアレクシオスがいる。

　ロンとロズワードとグラムも千人隊長として前線に出てくれている。

　ソヨンやルルも呪術師として戦争に参加している。

「私たちもいるしね」

「唯一の不安はそれだな」

「ちょっと酷くない？」

　ユリアは苦笑いを浮かべた。当然、冗談だ。頼りにしている。

「お前の抗呪能力はピカイチだからな。頼りにしている。テトラもだ」

「私の魔術はそこまで役に立たないけどね。ユリアには負けるけど、敵の幻術対策は任せて。……ロゼルの呪術師は優秀だって聞いてるから」

　まあ、戦争で呪いはそこまで役には立たないけどね。

　もちろん幻術は使える。だが対策方法も確立しているため、簡単にレジストされてしまう。

　呪いは攻撃よりも守りの方が遙かに簡単なのだ。

「さて、そろそろ始めよう。……俺たちロサイス軍の必勝パターンで終わらせる」

　まず最初に攻撃を始めたのはロサイス軍の軽歩兵だった。

　グラム率いる軽歩兵がロゼル軍に近づき、投とう擲てきや矢で攻撃を始める。

　ロゼル軍も負けじと軽歩兵を繰り出し、飛び道具の応おう酬しゆうが始まる。

「爆槍用意……放て!!」

　グラムの号令が戦場に響く。号令と共に爆槍が弧を描き、ロゼル軍の陣形を引き裂く。

　爆発と共に薬草の粉末が空気中を飛び交う。

　それを媒体にロサイス軍の呪術師が呪いをかける。

「地は揺れて……」

「天は回る！」

　ルルとソヨンが呪文の詠えい唱しようをする。敵の平衡感覚を狂わせる呪いだ。

「こいつはオマケ」

　テトラが杖を掲げる。杖の先から稲いな光びかりが発生して、ロゼル軍の兵士を感電させる。

「煙で前が見えない!!」

「何だ、何だ？？？」

「じ、地面が揺れてるぞ？」

「今の光は？？」

「雷だ!!　て、敵には雷神がついているのか？」

　ロゼル軍にパニックが広がる。

　だがロゼル軍の呪術師は優秀だ。すぐに平衡感覚を狂わせる呪いを解いてしまう。

　そして呪いを跳ね返す。人を呪えば穴二つ。それが呪いのルール。

　呪いを跳ね返すのは非常に簡単だ。かけるよりも簡単なくらいだ。

　だから戦場で呪いを使うのは非常にリスクのある戦術だ。

「馬鹿め。これで呪われるのはお前らだ!!」

　カイラスはニヤリと笑う。所しよ詮せん、若じやく輩はいの王だ。

　しかし呪いはとある女性によって完璧に防がれる。

「まあ、跳ね返されるよね。これくらいは想定済みだから」

　ユリアだ。ユリアはたった一人で跳ね返ってきた呪いを、再び跳ね返す。

　さらにソヨンやルルたちは呪いを重ねがけする。

　ロゼル軍の前線の陣形は崩れつつあった。

「チャンスだな。行くぞ。全軍、俺に続け!!」

　アルムスは愛あい馬ばであるサクラに跨またがり、先頭を走り出す。

　その後を重装歩兵が必死に追う。

　両脇の騎兵はロゼル軍の側面と背後に回り込むべく、一気に加速する。

「ロン！　背中はお前に任せる。行くぞ!!」

「了解です!!　リーダー!!」

　アルムスはロゼル軍に斬りこんだ。

　ドラゴン・ダマスカス鋼の剣が太陽の光を受けて輝き、敵兵の首が空を舞って、影を作る。時折アルムスの背後を狙う敵は全てロンが防ぎきる。

「支援します!!　王様!!」

　グラムが矢を番え、次々と放つ。グラムの矢はたてつづけにロゼル兵を射貫いていく。

　隊長クラスを狙って、グラムは矢を放つ。

　ロゼル軍は指揮系統が整っていないので、隊長クラスを失えば陣形が乱れる。

　そこをアルムスが突いていく。

　しかし歩兵の数はロサイス軍とロゼル軍では二倍以上の開きがある。

　徐々にロゼル軍はロサイス軍を押し込んでいく。

「行け!!　一気に突き破れ!!」

　丘の上を取っているロゼル軍の方が、突撃した時の勢いは強い。

　ロゼル軍はロサイス軍を跳ね返して、食い破っていく。

「不味いな……歩兵の兵数の差がモロに出ている」

　アルムスは迫りくるガリア兵を切り裂きながら、どうにか戦線を持たせるために兵士を鼓舞する。

「下がるな!!　俺は軍神マレスの息子!!　神は我らとともにある!!」

「その通りだ!!　下がるな!!　お前たちの王が前線で戦っているのだぞ!!」

　アルムスとロンは声を張り上げる。

　兵士たちは必死に踏みとどまり、二倍のロゼル兵と戦う。

　王が戦っているのに、自分たちが下がるわけにはいかない。

　とはいえ、兵力差は気力では補えない。徐々にロサイス軍は押されていく。

　だが……。

「全軍、騎き射しやして敵の陣形を乱してから突撃しろ!!」

　背後に回り込んだムツィオは自分の配下のエクウス騎兵にそう命じる。

「騎兵隊突撃だ。……より多くの兵を討ち取った者には俺が報酬を特別に用意する」

　右側面に回り込んだアレクシオスが配下のゲルマニス傭よう兵へいの騎兵に命じる。

「お前ら!!　外と様ざまの騎兵に負けるな!!」

「そうだ!!　隊長の顔に泥を塗るような真似は許さんぞ!!」

　左側面に回り込んだロズワードとヴィルガル率いるロサイス騎兵がロゼル軍に突撃する。正面、背後、右側面、左側面に回り込まれ完全にロゼル軍が包囲された。
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「クソ!!　騎兵の数が出たか……」

　カイラスは混乱する兵をどうにか立て直そうとする。

　しかし全方位から囲まれてしまっている状況で、立て直しのしようがない。

「おい、撤退するぞ!!」

　カイラスはそう一言言うと、愛馬に跨り戦場から離脱しようとする。

　副官や護衛隊は慌ててその後を追う。

　撤退とは軍事的な戦術の一つであり、通常は、指揮官は兵士が無事に逃げられるように最後まで踏みとどまって指揮をする。カイラスのそれはただの逃走だ。

「逃がさない!!」

　そんな声がカイラスの背中に投げかけられた。

　カイラスは慌てて振り返る。

「ロズワード・ファビウスだ。その首、貰い受ける!!」

　ロズワードはそう言って剣を振り下ろす。

　カイラスは慌てて剣を抜き放ち、その剣を受ける。

　ザシュッ

　そんな音と共に剣とカイラスの首が真っ二つに切断される。

　ガリアの未熟な製鉄技術で作られた剣と、ドラゴン・ダマスカス鋼。温室育ちの男と、『大王の加か護ご』の眷けん属ぞく。

　当然の結果だろう。

「敵将!!　討ち取った！！！」

　斯くして、戦いの形勢は一気にロサイス軍に傾いた。
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「あのクソガキが！！！！」

　カイラス敗北の報を聞いたクリュウは顔を真っ赤にして怒鳴り散らした。

　クリュウが振り下ろした拳により、机に亀き裂れつが走る。

　怯おびえる部下を見て、クリュウは冷静になった。

（報告によればロサイス軍は歩兵九千と騎兵四千五百。これにカルロ派の四千が集結して、歩兵一万三千と騎兵四千五百になる。合計、一万七千五百。一方、我々は歩兵二万八千と騎兵二千。合計三万。数では優っているか……）

　そしてクリュウは敵の立て籠る城壁に視線を向ける。あと三日で陥落させられる。

　だが三日もあれば敵がやってくるだろう。

　そうなればロゼル軍は挟み撃ちにされてしまう。

　選択肢は二つ。一つは一度撤退して、態勢を整える。

　この作戦のデメリットは敵の合流を許すことになること。敵兵力がロゼルと同等になってしまう。

　もう一つはいくらか兵を残して城攻めを続けさせながら、クリュウがロサイス王と決戦をする。二正面作戦。この作戦のデメリットは兵を分散させてしまうこと。

[image: ]

　立て籠っている兵の数が一万であることを考えると、やはり最低でも一万程度は残さなくてはならない。これでもやはり兵力がロゼルと同等の敵と戦うことになる。

　どちらをとっても面倒なのは変わらない。

「背後に敵の存在がいるということを考えると、前者の方がよいか……」

　最善ではないが、次善の案ではある。そうと決まれば話は早い。




「撤退の準備をさせろ」
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「はあ、眠い……」

　アリスは眠い目を擦りながら、屋根の上を歩いていた。

　彼女は毎晩、ドモルガル王の国の王都に侵入して暗殺を繰り返していた。

　元々は百人隊長クラスをターゲットにしていたが、最近は平兵士を殺している。

　警備が厳しくなっているからだ。

　今のところ、敵は暗殺者であるアリスが毎晩城壁の外側から来ているとは気付いていない。

　常識的に考えて、高い城壁を梯子もなしに登れる人間がいるとは考えられないからだろう。

　敵は内部に裏切り者がいると思っていて、警戒の眼を内部に向けている。

　故に城壁を越えて入りこむ難易度は初日と変わらない。

　アリスが殺せる兵士の数は一日に三人程度。

　兵士たちの緊張が緩んだ一瞬の隙を狙う必要があるため、一人殺すのにも時間がかかる。一度きりの暗殺であるなら、派手に動いても問題ないが……。

　この暗殺は敵を精神的に追い詰めるためにやっているのだ。

　だから何度も繰り返す必要があり、アリスという暗殺者が外側から来ていると気付かれるわけにはいかないのだ。

「これ意味あるのかな？」

　アリスは夜空に輝く月を見ながら呟く。

　当初の計画ではアリスが見張りの兵士を殺して、その隙に夜襲で城壁を落とすというものだった。提案はアルド・ドモルガルだ。

　だがこれはクリュウに却下されてしまった。

　曰いわく、成功する見込みが薄いと。

　そんな賭けに出るより、地味な暗殺を続けた方が余程効果が見込める、　とクリュウは語った。

　その後、気分を害したアルドにアリスが殴られたのは言うまでもない。

「まあ、いいか。私は私の仕事を全うする」

　アリスは遙か前方の兵士に狙いを定める。

　兵士は口に手のひらを当てて、大きく欠伸あくびをする。

　アリスは一瞬で距離を詰めた。

「え!?」

「おやすみなさい」

　一人、哀あわれな兵士が死んだ。





　　　　※






「アリス!!　ようやく帰ってきたか!!　遅いぞ！」

　アルド・ドモルガルは機嫌が悪そうに怒鳴った。

　ここのところ、アルドは常に機嫌が悪い。

　アルドの提案がクリュウによってことごとく却下されているからである。

　自分はドモルガル王で、この中で一番偉い。なのに何故蔑ないがしろにされなければならない、とアルドは思っているのである。

　しかし今日は一段と機嫌が悪そうな顔をしていた。

「どうかされたのですか？」

「クリュウの奴が撤退すると言いだしたんだ!!　このままでは敵の合流を許すことになる!!」

「はあ……」

　アリスは兵法が分からないので、どうしてアルドが怒っているのかイマイチ理解ができなかったが……クリュウの案をアルドが否定している、という構図から考えてクリュウの撤退するという判断は正解なのだろう。

「ああ!!　ムカつく!!　このままでは王座が遠のいてしまうではないか!!」

　アルドの拳がアリスの顔面に向かう。アリスはそれを冷めた目で見つめる。

　アリスの動体視力ではアルドの拳は止まって見える。

　だがアリスは絶対に避けようとしない。避けるという選択肢がないからである。

「アルド様。準備はできましたか？」

　アルドの拳が止まる。アルドは慌ててドアを開けた。

「これはマーリン殿!!　はい。準備はできています」

　アルドは笑顔で麻里に駆け寄る。その表情は綻んでいて、頰ほおが赤く染まっている。

　観察力のよいものは、アルドが麻里に恋していると思うだろう。

　だがアリスにはそうは見えない。

　普段からアルドと共にいるアリスには分かるのだ。

　アルドの瞳が虚ろになっていることが。

　数百年生きた魔女からすれば、呪術師の護衛すら一人もいない若造を術に嵌はめるのはどうということはないのだろう。

（まあ、私には関係ないか）

　アルドから麻里を殺すように命じられればアリスは麻里を一瞬で殺すだろう。

　だがそんな命令は受け取っていない。

　アリスは良くも悪くも受動的で、自分の意思というものがないのだ。
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「カルロ様!!　大変です!!」

「どうした？　そんな血相を変えて？」

　ノックもせずに入りこんできた兵士にカルロは視線を向ける。

　カルロはバルトロやトニーノ、ルネと共に今後の戦略を練っていたのだ。

「ロゼル軍が消えました!!　それとアルムス王から鷹たか便びんで親書が！」

　伝令はカルロにアルムスからの親書を手渡す。

　カルロは封を破り、手紙を取りだして目を通した。

「なんて書かれていますか？」

　バルトロは身を乗り出す。カルロはニヤリと笑って答えた。

「もうすぐこちらに到着するそうだ」

「本当ですか!!　つまり籠ろう城じようは終わり……」

　ルネは椅子に凭もたれかかった。

　文官であるルネには籠城戦は大きな負担だったのだろう。

「問題は俺の首だね。明日、ちゃんと繋がっているかどうか……」
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「ようやくここまで来たか」

　俺の目の前にそびえ立つのはドモルガル王の国の王都。

　所々、亀き裂れつが走っていたり、崩れているところが戦闘の激しさを物語っている。

「アルムス王、御助力感謝致します」

　カルロ・ドモルガルが俺の前に一歩進み出て、軽く頭を下げる。

　両者の力関係を表していた。この世界では国同士は決して対等ではない。

「気にしないで欲しい。カルロ殿。盟めい友ゆう同士、助け合いましょう」

　お友達料として、領土は貰うけどね。

　俺とカルロの挨あい拶さつが終わると、バルトロが前に進み出てきた。

　バルトロは俺の前に跪ひざまずいて、頭を深く下げた。

「王よ。今回の敗北、敵の戦力を見誤った私の責任です。どのような罰も覚悟しております」

「そうか……」

　俺は息を深く吸い、声を低くする。

「バルトロ・ポンペイウス。先の敗戦は貴殿に大きな責任がある。故にその責任を背負ってもらう」

「はい。分かっております」

「お前には私の輔ふ佐さを任せる。責任を持って次の戦で勝て」

「？」

　意外そうな表情を浮かべるバルトロ。もう少し、何かあると思ったんだろうな。

「勝敗は兵家の常だ。負ける度に裁いていたら、我が国から将がいなくなる。……軍規違反や命令違反、謀む反ほんを起こしたのであれば容赦なく裁く。だが敗北は問わない。責任はあるが、罪はないからな」

　というか、バルトロに任せたのは俺だし。

　バルトロに罪があるのであれば、俺にも罪があることになってしまうじゃないか。

　俺は笑みを浮かべた。

「殺されると思ったか？」

「いえ、そこまでは……ただ領地の減封は覚悟していました」

　いや、俺の味方であるお前の領地削って俺に何の得があるんだよ。

　まあ、それだけ責任を感じているのであれば問題ないか。

「バルトロ。次の戦で屈辱を晴らせ。すぐに兵の再編成に取りかかれ!!」

「はい!!」

　さて、次はクリュウ将軍か。

　今度はこちらの方が数は少ないが、爆ばく槍そうは十分にある。

　毛むくじゃらの化け物とやらが何なのか分からんが……。

　初見殺しは初見殺しで対応させてもらうぞ。
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　兵の再編成には二日かかった。

　まあ、指揮系統が複雑な連合軍をまとめ上げたことを考えると、決して時間がかかり過ぎたというほどでもない。しかし敵に二日の猶ゆう予よを与えてしまったのも事実である。

「で、クリュウ将軍はどうしている？」

「偵察部隊からの報告によると、ここから一日ほどの距離がある都市に籠こもっているようです」

　都市に籠っているのか……籠城戦をやられたら不ま味ずいぞ。

　今の季節は七月。

　あと三か月もすれば秋になり、冬営の準備をしなければならなくなる。

　冬営とは食糧が比較的豊富で過ごしやすい場所に陣地を張り、冬をやり過ごすことを言う。古代世界に於おいて、冬季の軍事行動は非常に危険だ。

　寒い冬の気候はそれだけで兵士の体力を削る。

　冬季の軍事行動はそれによって得られるメリットよりも、リスクが大きいのだ。

　つまりあと三、四か月が経過したらさらに三、四か月は身動きが取れなくなってしまうのだ。自作農が兵士の主力である我が国にとってこれは大きな打撃だ。

　ロゼルは産業の多くを狩猟採集や遊牧が占めるからいいかもしれないが……。

「いえ、その可能性は薄いかと」

　俺の呟つぶやきを拾ったバルトロが、首を横に振った。

「どうして？」

「簡単です。三万という大軍をこんなところで遊ばせていられるほど、ロゼルの国境は暇ではないはずです。ロゼルには敵が多いですからね。ギルベッド、ファルダーム、北アデルニア半島のアデルニア人、ガリア東北部、そしてゲルマニス人……」

「なるほどな……」

　大国というのも大変だな。国境線が広すぎるというのも考え物だ。

「つまりクリュウ将軍は短期決戦を狙ってくると？」

「おそらく」

　つまり会戦か。総数はこちらの方が依然として少ないんだよな……。

　騎き兵へいの数は優っているから、包ほう囲い殲せん滅めつ戦せんが通じればいいんだけど。

　クリュウ将軍は突撃分断戦を得意とするからな。

「問題は毛むくじゃらの生き物とかいう奴だろ。絵とか、ないのか？」

「あります。絵が上手い奴に描かせておきました。今、持ってこさせます」

　バルトロは伝令の兵士を呼び、その絵を持ってこさせた。

　中々上手な絵だ。

　その絵を俺や豪ごう族ぞくやムツィオ、ユリア、テトラ、ロンたち、アレクシオス、メリアが覗のぞき込む。

　これって……。

「マンモスじゃん」

「象ですね」

「象さんですね」

　俺とアレクシオスとメリアの声が重なった。

　アレクシオスが少し意外そうに聞いてくる。

「象を知っているのですか？　ロサイス王様」

「ん、まあな。聞いたことがある。ポフェニアにもいるのか？」

「はい。こんな毛むくじゃらではないですけどね。マルミミゾウという種類の象がいますね。工事とか、戦争とかに使います」

　ふむ……それにしてもマンモスか。マンモスという名称は地球での名称で、この世界で呼ぶには相応ふさわしくないかな？

「普通の毛が少ない象と区別してケナガゾウと呼ぶとして、この象はポフェニアではどんな風に戦争で使うんだ？」

　アレクシオスは軽く頷いてから、説明を始める。

「象は二種類の使い方があります。一つは突撃させて、敵の陣形を乱す。象は巨大ですから、見慣れない者からすると非常に恐ろしい。それにあの巨体でかなりの速度が出ますしね。踏みつぶされたら一貫の終わりです。表皮は分厚いので、そう簡単に死にません。純粋に破壊力という意味では、騎兵突撃以上に恐ろしいものです」

　それについてはバルトロが痛いほど分かっている。

　それで二つ目の用法は？

「二つ目は盾として使う方法です。象は少々特殊な臭いがするんですが……馬はその臭いを嫌うんですよ。象を側面に配置することで、騎兵の側面攻撃を防ぐという手があります。おそらく、クリュウ将軍はこの手を使うかと。同じ手を何度も繰り返すような人とは思えませんし」

「そうだな……」

　クリュウという将軍は非常に優秀だ。

　最初はただ正面突破が得意なだけの猛もう将しようというイメージだったのだが……。

　王都攻略戦の跡地を見て、考え直した。

　あれはバルトロやアレクシオスと同じくらいの智ち将しようだ。

「しかし馬が嫌がるとなると厄やつ介かいだぞ。側面に回り込めないんじゃな……」

　ムツィオが顔を顰しかめた。

　重装歩兵で受け止めて、騎兵の側面及び背面攻撃で包囲、殲滅する。

　これがロサイス王の国とエクウス族の基本戦術になっている。

　だが象がいるとこれが実行できない。

「このまま挑んでも側面攻撃を象で防がれて、長く延びきった陣形を食い破られる危険性があります」

「つまりまずは象を何とかしなければならないということか」

　象ってどうやったら倒せるんだったけか。

　確か象はああ見えてデリケートな動物だから……。

「ロズワード。うちの騎兵は爆槍は大丈夫だったよな？」

「はい。ちゃんと驚かないように訓練させています」

　よし。ならば問題なし。

「敵の奴ど隷れい部隊はどうする？」

「それに関しては私が何とかするよ」

　ユリアが声を上げた。

「敵は呪術で恐怖をなくしているんでしょ？　じゃあ私が解呪を試みてみる。完全には無理だけど、ある程度効果はあると思うよ」

「全呪じゆ術じゆつ師しで敵の呪術師、世界最古の婆に対抗する」

　テトラ……いくらなんでも婆呼ばわりは失礼だろ。見た目は若いんだし。

　とにかく、奴隷部隊の対応は決まったな。

「あとはクリュウ将軍のおかしな突撃力をどうやって削ぐかですねえ」

　バルトロは酒を飲みながら呟く。お前は会議の時くらい酒をやめろ。

「クリュウ将軍ってのは加か護ごを持ってるんだよな？　身体能力系の」

「そうだよ。さっき、千里眼と看かん破ぱで覗いた。『狂きよう闘とうの加護』と『魅み了りようの加護』だってさ。厄介だよ。兵士まで強くなるんだもん」

　うーん、どうするか……。

「アルムス様ってさ、強いよね」

　どうしたルル。急に俺を持ち上げて。

「いつだか、熊を槍投げで殺してましたよね」

　ソヨンも頷く。確か、難民が来て間もないころだったかな？

　そんなこともあったなあ……。

「つまり俺が止めろと？」

「クリュウ将軍を止められるのは王しかいないかと……」

　全員の視線が俺に集中する。

　分かったよ。俺がクリュウ将軍と戦えばいいんだろ。どうせ指揮はバルトロが執るんだから、俺が前線に出ても問題ないしね。

「でも俺だけだと自信ないぞ？」

「俺を忘れないでください！」

「僕も支援します。大丈夫です。一緒に射い貫ぬくようなミスはしません」

　ロンとグラムが立ち上がる。

　そうか。この二人は俺の『大王の加護』の影響下にあるから、俺ほどではないにしても強いんだよな。

「俺も支援しよう。親友に死なれると困る」

　ムツィオもニヤッと笑う。こいつも加護持ちだったな。

　風を操って無双していた。

　俺がクリュウを受け止めて、ロンがすぐ近くで支援。

　後方からムツィオとグラムが矢で狙撃。

　うん。悪くない布陣じゃないか。これで確実に止められる。

「近衛このえ兵へいを中心とする、精鋭を前線に配置しましょう。それでクリュウ将軍を受け止めながら少しずつ後退して……」

　バルトロは拳を掌てのひらで包み込んで見せる。言わずとも分かる。

　包囲殲滅だ。

「じゃあ各自、準備に取りかかってくれ。テトラ、爆槍の点検を忘れずに」

「了解した。アルムス」

　有力者たちはそれぞれの陣幕に戻っていく。

　この戦争、いい加減終わらせないと後々響く。

　おそらく明日か明後日が決戦になるな……。

「クリュウ将軍。あんたは負けた経験がないみたいだが、生あい憎にく俺も負けた経験はないんだよ。俺は軍ぐん神しんの息子ということになっている。負けると後に響く……絶対に勝たせてもらうぞ!!」

　決戦は近い。
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「どういう作戦で行くつもり？　クリュウ将軍」

「正面突撃。分断ですな」

　クリュウは麻ま里りの質問に答える。麻里は肩を竦すくめた。「あなたは相変わらずね。まあ、ロサイス軍も噂じゃ包囲戦術以外はやらないそうだし。慣れない戦術で挑むよりはいいのかしら。でも敵は必ず対策を打ってくるわよ。同じ失敗を犯してくれるほど無能でもないでしょう」

　麻里は戦象を眺ながめる。戦象は本国から追加で送られた分も含めた六十頭。

　この一戦で勝てばドモルガル王の国はロゼル王国の傀かい儡らいとなり、ロサイス王の国は国力を大きく落とす。ロゼル王国がアデルニア半島を支配するためには絶対にこの一戦で勝たなくてはならない。

「敵の戦術は分かっている。騎兵は象で防ぐ。問題は爆槍という兵器だな。だがそれについても対応策は考えてある」

「そう。ならいいけど」

　敵がその気ならこちらも……クリュウは笑みを浮かべた。

　そして麻里を見上げる。

「マルーン殿。アリス殿を貸してもらえるように、ドモルガル王アルド・ドモルガルに頼んで頂けるか？」

「別にいいわ。あいつ、チョロイからね」

　麻里は不敵に笑う。純情な少年の心を弄ぶ悪女だ。

　魔女の二つ名は伊だ達てではない。

「さて、ロサイス王の軍が来るまで兵たちを休ませようか」
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「アルムス……」

「ん？　テトラか。どうした」

　夜、テトラは俺の陣幕を訪れた。

　テトラは普段、他の呪術師と同じ場所で寝泊まりしている。

　戦場という特異な状況下なので、女性は女性同士固まっていた方が安全なのだ。

「ん……」

　テトラは俺に抱き付いて、手を背中に回してきた。潤んだ瞳で俺を見上げる。

　俺はテトラの唇に自分の唇を押し付けた。

「急にどうした？」

「最近、してないでしょ」

　テトラは俺の下半身に白い手を這わせてくる。俺の下半身のそれがビクリと動く。

「悪い娘だな。本当はお前がしたいんだろう？　欲しいなら……言わなきゃいけないことがあるよな？」

　俺が意地悪く言うと、テトラは顔を赤らめて、口ごもりながらも言葉を紡ぐ。

「……はい。悪い娘です。だからアルムスの……」

「ねえ、テトラ。抜け駆けする女って最低だなって思うんだけどどう思う？」

「最近、してないでしょ」の辺りから陣幕に入ってきたユリアがテトラの背後で睨にらみながら言った。

　テトラは振り返り、ユリアの姿を確認して再び俺の顔を上気した顔で見上げる。

「ください。アルムスの……」

「人の話を聞きなさい!!」

　ユリアはテトラの体を摑つかみ、強引に引き離す。テトラは唇を尖らせて抗議する。

「今いいところ」

「うるさい!!　ここに来る前に、お互いする時は声を掛け合おうって言ったでしょ!!」

「緊急を要する事情があった」

「へえ、どういう事情？」

　テトラは堂々と胸を張りながら、ユリアの瞳を真っ直ぐ見つめて告げる。

「アルムスが男色に溺おぼれる夢を見た。これは急がなくてはと思い……」

「よくもまあ、下へ手たくそな言い訳を堂々と言えるわね」

　ユリアが呆れたとでも言うようにため息をつく。俺が男色に溺れるってどんな夢だよ。

「まあ、いいわ」

　ユリアはそう言って、つかつかと俺の方に近づいてくる。

　そして俺の頰ほおを両手で包み込み、唇を押し付けてきた。

　ユリアの舌が俺の口内に入りこむ。お互いの舌が複雑に絡み合い、唾だ液えきが交じり合う。

「テトラと私、どっちが上じよう手ず？」

「まあ……キスはユリアかな？」

「ほらね。だから私のモノ!!」

　ユリアは俺にギュッと抱き付いてきた。俺はユリアの首筋に舌を這わせる。

　ユリアの指先がゆっくりと俺の胸板に触れながら、徐々に下に降りてくる。

「ふふ、こんなに……ひゃん!!」

　テトラに胸を鷲摑みにされて、ユリアが声を上げた。

　ムニムニとユリアの豊かな胸が変形して、ユリアの唇から悩ましい声が漏れる。

「や、やめなさい!!」

「じゃあ離れて。アルムスは私のモノ」

　テトラはユリアの胸を揉み、耳を甘嚙みしながらユリアを引き剝がそうとする。

　ユリアは負けじとテトラにのしかかり、テトラのお椀型の胸を摑んで揉む。

　テトラの唇から喘ぎ声が漏れる。

「放しなさい。テトラ。私はアルムスの正せい妻さいです。最初は私に権利があるの！」

「っつ、ん、あ、わ、私はアルムスと一番最初に結婚した女。一番は私。永遠の負け犬はどいて」

　両者一歩も譲らない、熱い戦いだ。素晴らしい光景だな。

　だがいつまでも喧嘩させているわけにはいかない。

「二人とも喧嘩してないで来てくれ」

　俺は簡易ベッドに潜ってから、二人を招いた。

　二人は顔を赤くしながらも、静かに俺のベッドに上がり込んできた。
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「いやー、凄いですね。王よ!!　これなら次の王子・王女が産まれるのも早そうです。ロサイス王家は安あん泰たいだ!!」

　陣幕を出てきた俺をバルトロが拍手しながら迎えた。

　盗み聞きしてたのか。趣味の悪い奴め。

「ところで奥方は？」

「二人とも疲れて寝てるよ」

「秘ひ訣けつを教えて頂けますか？　王よ」

「大切なのは緩急さ」

　俺はそう言いながら床に座りこむ。流石さすがの俺も少し疲れた。

　バルトロも俺の横に座り、コップを突き出してくる。

　中には葡ぶ萄どう酒しゆがなみなみと入っていた。

「戦争前夜はやめてくださいね。あのお二方は魔女マーリンに対抗できる貴重な戦力ですから」

「分かってるよ。俺だってクリュウ将軍と戦わなきゃいけないんだし」

　ここまで無茶ができるのは今日だけだ。あとは戦争が終わってからだな。

「そう言えば兵士がいないな」

「俺が一時解散させておきました。盗み聞きされるのはお嫌かと思いまして」

「どこぞの誰かに盗み聞きされたけどな」

「いいじゃないですか。家か臣しんとして心配なのですよ」

　バルトロはおどけて見せた。お互い、葡萄酒を飲みながら星空を見上げる。

　この世界は月がデカい……というか近いため、夜空が明るい。

　それでも日本の空よりは暗いので、星が綺麗に映る。

　沈黙がその場を支配する。

「なあ、バルトロ」

「何でしょう？」

「お前、俺とロサイス家、どちらを優先する？」

　バルトロの目がすっと細くなる。酒を地面に置き、俺の目を真っ直ぐ見つめる。

「それはどういう意味でしょうか？」

「そのままさ。バルトロ・ポンペイウスという男は、アルムス・アス・ロサイスに仕えている？　それともアルムスに仕えている？」

「私が仕えているのはアルムス・アス・ロサイスです。ですが、ライモンド・ロサイスが今日から王になると言えば、私は反対するでしょうね」

「そうか……」

　俺は最後のワインを飲み干す。そしてバルトロに向き直る。

「何でしょう？　もしかして……アンクス王子様を王太子に立太子したいと？」

　バルトロの目が鋭くなる。俺は首を横に振った。

「国を真っ二つに割くような馬鹿な真似はしない。アンクスも可愛いが……そんなことをすればアンクス自身が不幸になる。テトラは……少し不満かもしれないが承服してくれるさ。元々その覚悟だったと思うしね」

「では、何の話ですか？」

「王太子はユリアの子だよ。ロサイス家はこれからも尊重する。が、そろそろどちらが優位か決める頃合いだと思わないか？　我が国は一枚岩にならなくてはならない」

「なるほど……そういうことですか」

　バルトロはひざまずいて、頭を垂れた。

「王よ。あなたがユリア様を正妻として、その子を王太子にする御積もりでいる間、私はあなたの剣であり続けましょう」

「ありがとう。バルトロ・ポンペイウス。貴殿の忠誠は忘れない」

　俺たちは笑い合い、再び星を見上げる。キラリと夜空に何かが光る。

　流れ星か……。

　いや、違う！！！

　俺はとっさに剣を引き抜いて、俺とバルトロの眉み間けんを目掛けて飛んできた物体を切り落とす。

　俺はバルトロに目配せする。バルトロは剣を抜き、俺と背中を合わせた。

「お前が見張りの兵士を外したせいじゃね？」

「……アルムス王が戦場でギシアンやってるからですよ」

　俺たちは暗闇を見つめる。何の気配も感じない。

　だが確実に何かがいる。いるはずだ。

　ズッ

　砂利が擦れる音を俺の耳がとらえる。

　間かん髪はつを容いれず、何かが俺の首筋目掛けて飛んでくる。

　俺は剣でそれを弾き、摑む。人の体温を感じる。

　人の腕だ。俺は思いっきり腕を引っ張るが……。

「！！！！」

　抜けた？　俺の握った掌からブラブラと腕が揺れる。

「蜘蛛は抜けても生えてくるんですよ」

　女の声だ。俺は目を凝らして、その女を確認する。

　黒い装束を着ているため、顔も髪色も分からない。

　盛り上がった胸部から、ようやく女だと分かる。

「化け物め」

　バルトロは俺の手の中の左腕と、女の剝むき出しの左腕を見比べる。

　女の左腕が袖に包まれていないところから、今さっき生えたんだろう。

「よく言われます。ですが、人は化け物には敵いません」

　その瞬間、悪お寒かんが走った。俺は慌ててバルトロの頭を摑み、頭を下げる。

　俺とバルトロの頭の上を何かが掠かすめる。

「私の糸を避けますか。よい勘をしていますね!!」

　女は一気に距離を詰めてきた。女の手の中にはナイフが握られている。

　月明かりに照らされたナイフが光る。

「暗殺者とは、ロゼルは卑ひ怯きような手を使う!!」

　俺の剣と女のナイフが衝突する。

　俺のドラゴン・ダマスカス製の剣はナイフを果物のように切り裂くが、女は次々と袖からナイフを滑り落とすように取り出してくるのでキリがない。

「あぶねえ!!」

　俺は直感でジャンプする。俺の足を何かが掠め、靴の先が切断される。

「何か、加護をお持ちのようですね」

「お前もな」

「まさか、私は加護なんて神聖なモノは持ってません。私の力はもっともっと汚いものですよ」

　剣とナイフが何度も交差する。五分ほど戦い続けただろうか。

「何か物音が聞こえたぞ!!」

「王様の陣幕だ!!」

「急げ!!」

　兵士たちが気付いてくれたようだ。

「あなたではなく奥方を狙った方がよかったかもしれません。欲を掻かき過ぎました。退散しましょう」

「待て!!」

　俺は慌てて追おうとする。だがすぐに気づいた。

　俺の目の前に大量の糸が張り巡らされていることに。

　俺は糸に指で触れる。血が滲にじみ出でてきた。

　……とりあえず、見張りを強化しないとな。
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「高所は敵に取られたか……」

「まあ、敵さんは待ち構える側ですからねえ」

　俺は丘の上に布陣するロゼル軍を睨む。

　丘といっても、そこまで高低差があるわけでもない。

　それでも戦争では高所を取った方が有利だ。

　重力を味方につけて、勢いよく戦えるし何より視覚的な情報を得易い。

「敵兵力の詳細が分かりました。アルムスさん」

　ルルが俺に紙を手渡しながら説明してくれる。

「敵総兵力は四万二千です。どうやら先の戦いで我が軍に敗北した敗残兵と合流して、少し増えたみたいです。歩兵が四万、騎兵が二千。歩兵四万のうち七千が奴隷兵のようです。戦象は六十頭確認しています」

　やっぱり敵兵力が多いな。

　ガリア人はアデルニア人よりも体格が良いから、戦闘能力が高い。

　どうしても歩兵同士の戦いでは不利になる。

　こちらの兵力は歩兵二万三千と騎兵五千五百。

　歩兵はこちらの方が少なく、騎兵はこちらの方が多い。

　歩兵戦力は敵の二分の一で、騎兵戦力は敵の二倍。

　せめて象がいなければもっと楽なんだが……。

「王よ。次こそは勝って見せます。前回は敵に貫かれましたが、今度は包み込んで押し潰して見せますよ」

「頼りにしているぞ、バルトロ。俺はクリュウを押さえている間、何の指示も出せないからな」

　ロゼル軍、連合軍はまず使者のやり取りを始めた。内容は両者とも、降こう伏ふく勧かん告こくである。

　当然、両者とも受け入れるはずがなく交こう渉しようは決裂。

　両者は強固な陣を敷き、睨みあったまま一歩も動かず三日間が経った。

　両者とも隙を探り合っているのだ。そうこうしているうちに、雨が降り始めた。

　アデルニア半島では夏に雨が降るのは珍しい。

　降り注ぐ雨粒が兵士たちの肌を濡らした。

　普通、悪天候の時は戦をしない。

　雨の日に野球などの屋外スポーツ試合を行わないのと同じだ。

　悪天候の日はその分コンディションが悪くなるため、避けるのが普通だ。

　だがクリュウは違った。

「さて、戦を始めるぞ。兵士たちへ、肌に油を塗りこむように伝えろ」





　　　　※






「動き出したか……」

　監視を続けていた呪術師から報告が入った。クリュウ将軍が戦支度を始めているらしい。雨の日だからといって油断しなくて良かった。

「雨降ってるのに戦をしようってのはどういうことだ？　雨が好きなのか？」

　コンディションが悪くなるのはお互いさまなので、雨の日に戦をするのが兵法誤りというわけでもない。

　だが普通ならば不確定要素は排除したい。

「王様。敵が動き始めたみたいですね」

「みたいだな。ところでお前はクリュウ将軍がわざわざ雨の日に兵を動かした理由、分かるか？」

　俺が聞くと、バルトロは静かに頷いた。やはり理由があるのか……。

「王はどうしてだと思います？」

「雨好きだからか？　さっぱり分からん。教えてくれ」

　俺は素直にバルトロに尋ねる。バルトロはニヤリと笑って、地面を指さした。

　俺はバルトロの指さす地面を見る。

　雨のせいで地面が濡れ、ぬかるんでしまっている。足が地面にのめり込んで、少し歩きにくい。サンダルが泥に塗れてしまい、とても不快だ。

　ん？　足がのめり込む……なるほど、そういうことか。

「騎兵対策か？」

「そうです。人よりも体重が重い馬は人以上に足を取られます。つまりそれだけ機動力が落ちるわけです。ロゼル軍は馬以上に足が取られそうな象がいますが……そもそも象は元から移動速度が遅い。それに象はロゼル軍の決戦兵器ではありますが、主力ではありません。クリュウ将軍は主力の歩兵を生かすために雨の日を選んだのでしょうね」

　なるほどね……いろいろ考えているんだな、名将というのは。

「僕はもう一つ、理由があると思いますね」

　振り向くと、アレクシオスが爽やかな笑顔を浮かべていた。イケメンフェイスだ。

　しかし、臣下と王の会話に割り込むとかお前、失礼な奴だな。

　という思いは通じないのか、アレクシオスはこちらに歩み寄ってくる。

「アレクシオス殿も予想通りか？」

「まあ、六割方雨の日だと思ってましたよ」

　こいつは態度に少し問題があるが、やはり名将だな。

　どうにか囲いたいが……何を欲しがるか分からないからな。

　そんな俺の思惑をよそにバルトロはアレクシオスに尋ねる。

「もう一つの理由とは？」

「爆槍です。あれは雷のような音と白い煙、炎が出てくると聞きました。今は雨。炎によって爆槍を封じられるのでは？　とクリュウ将軍が考えても不思議ではないかと」

　爆槍の雷らい管かんはテトラの発火魔術なので、雨は関係ない。

　火薬は木製の筒に入っていて濡れない。天候に左右される兵器など作らない。

　が、クリュウ将軍は爆槍の構造など知らないのだから、そういう考えに至る可能性は十分にあるな。

「もっとも、期待している程度だと思います。流石にクリュウ将軍が憶測だけでこんなリスクの高いことをするわけないですから」

「いや、面白い意見だったよ。さて、俺たちも早く準備を済ませてしまおう」

　この戦争、雨が降っているからといって負けるわけにはいかないからな。
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　連合軍は中央を少し厚く、左翼右翼を薄く延ばす陣形を組んだ。

　中央を厚くしたのはクリュウ将軍の中央突破を防ぐためであり、左翼右翼を薄く延ばしたのは受け止めたクリュウ将軍を包囲するためだ。

　主力はエクウス騎兵であり、両翼に同数ずつ配する。

　包囲を狙っているのは明らかだった。

　一方ロゼル軍はその布陣に挑戦する形で、中央を分厚くして両翼を後退させた陣形……所謂いわゆる魚ぎよ鱗りんの陣形を組む。

　決戦兵器である戦象は右翼左翼に十頭ずつ、中央に四十頭。

　これをスクリーン状に展開する。

　両翼の象は間隔を広く取り、その隙間を身軽な軽歩兵と騎兵が埋めていた。

　両軍はまず、慣例通り投槍と投石、弓矢による攻撃から始まった。

　どちらも万を超す大兵団。

　天から降る雨にも負けない勢いで、死が兵士たちに降り注ぐ。

　兵士たちは盾を掲げて、その身を守る。

　ほとんどの投とう擲てき物ぶつは盾で防げるため、目立った損害は出ない。

　しかし矢と投槍が突き刺さり、重くなった盾はもう使えない。

　盾を失った兵士たちは後ろに後退した。

　投擲による攻撃が終わると、両軍は一斉に動き始める。

　両翼では連合軍の騎兵と、ロゼル軍の戦象と騎兵、軽歩兵が動き始める。

　中央ではロゼル軍が捨て駒の奴隷部隊を突撃させて、それを連合軍の重装歩兵が迎え撃つ。

　麻薬と呪術で感覚を狂わせた奴隷部隊だ。

　奴隷部隊と連合軍の重装歩兵が激しくぶつかる。

　やはり正面からの戦いでは重装歩兵に軍配があがり、奴隷部隊は押し返されて徐々に兵力を失っていく。

　それでも……。

「シネ！　シネ！　シネ!!」

「ひ、ははははは！！！」

　奴隷たちは目を血走らせながら、重装歩兵の槍の林に突撃する。

　その目に死への恐怖は見られない。

　たとえ怪我を負っても引かない奴隷兵たちに、連合軍はたじろぐ。

「何なんだ、こいつらは……」

「気味が悪い……」

　明らかに異様な奴隷兵に、連合軍の重装歩兵たちは飲まれていく。

　奴隷兵たちの数が三分の一を切ろうとしているのに、彼らの歩みは止まらない。

　重装歩兵たちが恐怖を感じ始めた時だった。奴隷兵たちの動きに乱れが生じ始めた。




「ッチ！　小娘め、小こ癪しやくな妨害を……」

　麻里は舌打ちする。

　麻里を含む呪術師部隊は遠隔地から奴隷兵たちの精神状態を操作していた。

　しかしここにきて、急に繋がりが重くなったのだ。

　明らかに敵の妨害工作だった。

（確か、ユリアとかいう呪術師がいるんだっけか……なかなか優秀みたいね）

「もっと集中しなさい!!　あなたたちは私の弟子。ド田舎の呪術師に負けるほど、無能ではないはず!!」




「っく……これは想像以上だね」

　ユリアは敵の繋がりの強さにたじろいでいた。自分なら繋がりを断つくらいなら容易。

　心の奥底でそう考えていただけあって、ユリアはショックを受けた。

　まだまだ修行が足りない。

「大丈夫、ユリア。あくまで妨害ができれば十分だよ。あとは前線のアルムスがいるから」

　テトラがユリアを励ます。テトラも呪術師として、攻撃に参加していた。

　テトラの魔術はまだ宴えん会かい芸げいレベルであり、戦闘よりも裏方の方が活躍できる。

「そうね。戦争はチーム戦なんだし……みんな!!　頑張ろう!!」

「「おおー!!」」

　呪術師たちは手を上げて、声を張り上げる。

　その声は前線の男たちに負けず劣らず大きい。ここは前線と同様に激戦地なのだ。

「ユリア様!!　敵から反撃が来ました!!」

「やっぱりね。ルル!!　対応して!!」

「了解しました。クソ婆に目に物見せてやりますよ!!」

　ルルは薄い胸を張り上げて、敵からの挑戦を受ける。

　しかし敵からの攻撃は激しく、ばたばたとルルを含む呪術師が呪いにやられて倒れていく。

「うう……頭がズキズキする。ユリア様、あと五分も持ちそうにないです……」

「が、頑張って。男共が敵を討つまで、あとちょっとだから……」

　ユリアも頭痛で苦しそうにしながら、呪術師たちに笑いかける。

　ユリアもそうだが、ここにいる呪術師の多くは夫がいる。

　彼女たちの夫は今、前線で狂兵と命のやり取りをしているのだ。

　彼女たちが今ここで倒れるわけにはいかない。

　どれほどの時間が経っただろうか。

　ユリアたちの頭痛が頂点に達した頃、偵察任務についていたソヨンが叫んだ。

「敵に動きあり！　中央の象兵が動きます!!」

　それと同時にユリアたちの頭痛がすっと収まった。

　それは敵の呪術師が奴隷兵の精神に干渉するのをやめたということを意味した。

「なん、とか、耐えきった!!」

　呪術師たちは一斉に泥の中に倒れた。




「憶するな!!　所しよ詮せん敵は人だ!!　心臓を狙って即死させろ!!」

　俺は声を張り上げて、兵士たちを鼓舞した。

『大王の加護』のおかげで兵士たちの精神状態はある程度分かる。

　彼らは恐怖しているのだ。人は未知のものや理解できないものに恐怖を示す。

　彼らにとって、死を恐れない狂兵は未知のものだ。

「はああああ[image: ]」

　俺は敵兵の首を次々に切り裂いていく。首が宙を舞う。

　こいつら笑いながら死んでるよ……気持ちが悪いな、本当に。

「お、王よ!!　ま、前に出すぎでは？」

　兵士の一人が驚いた表情を浮かべて、忠言する。俺はそれに笑って答える。

「違うな。お前たちが後ろにいるのだ。全軍!!　俺に続け!!　俺は軍神の子!!　この程度で憶するな！！！！」

　俺の軍神の子という噂が効いているのか、はたまた加護の影響か、兵士たちの士し気きが見違えるように上がっていく。

「この程度!!　憶するな!!」

「王様に続け！！！」

　兵士たちも負けじと、槍を振るう。少し押されかけていた前線が持ち直し始める。

「流石リーダー!!」

「まあ、俺だけの成果じゃないけどね」

　目に見えて敵兵士の動きが鈍ってきた。今では死ぬ瞬間、少し躊ちゆう躇ちよを見せている。

　人間らしい感情が戻ってきているのだ。

　ユリアたちの妨害がある程度の成果を上げている証拠であった。

　どれだけの兵士を斬っただろうか。伝令の兵士が馬を走らせてやってきた。

「どうした？」

「ロゼル軍の象部隊に動きがあります!!　敵本隊の突撃に備えて欲しい、とのことです!!」

　ついにクリュウが動くか……。




　一方、両翼では連合軍の騎兵とロゼル軍の騎兵が激しい戦いを繰り広げていた。

　連合軍の騎兵はロゼル軍の二倍以上だが戦せん況きようは連合軍優位とは言えない。

「ッチ、敵の軽歩兵が邪魔だな!!」

　ロズワードは飛んできた石を剣で弾き飛ばして、不機嫌そうに舌打ちした。

　ロゼル軍は騎兵不足を軽歩兵で補っているのだ。

　もちろん、軽歩兵に騎兵が負けるということはない。

　だが戦力不足をある程度誤ご魔ま化かす程の効果はあった。

　騎兵たちは二班に分かれる。

　一つはエクウス騎兵を中心とした部隊で、敵騎兵と敵歩兵を引きつける。

　もう一つはロズワードが率いるロサイス騎兵で、敵象兵を倒す部隊。

「お前ら!!　騎兵と歩兵に構うな！　まずは象を殺すぞ!!」

　ロズワードは象の臭いを嗅いで暴れる馬を強引に押さえこみながら、象へと肉薄する。

　そして爆槍を投げつけた。

　爆槍は象の分厚い皮膚を貫き、深く突き刺さる。

　そして象が悲鳴を上げるのと同時に爆発した。

　槍周辺の肉が吹き飛び、ロズワードの髪を赤く濡らす。

　象は大きな音を立てて崩れ落ちた。

　ロズワードの部下であるロサイス騎兵たちは次々と象に爆槍を投げつけ、象を殺していく。

　しかしロズワードの表情には曇りが見える。

「おかしいな。

　予定通りならば音に驚いて象は戦闘不能になるはずなんだけど」

　象たちは爆槍の爆発音を気にすることなく、正面から突っ込んでくる。

　ロズワードは象の顔面に槍を投げてから、横に逃げる。

　後方で爆発音が響き、象が崩れ落ちる。

　馬も象も繊細な生き物だ。

　爆発音に驚いて暴れだしてもおかしくない。

　何頭か音に強い象や馬がいるというのは分かるが、全ての個体が音に強いというのはおかしい。

　実際エクウス騎兵は爆発音で使い物にならなくなってしまうので、象とロサイス騎兵には近づかずに敵の騎兵と軽歩兵を相手にしている。

「呪術か……」

　ロズワードは呟いた。

　ロズワードには確かめる手段はないが、その読みは正解である。

　ロゼル軍はあらかじめ、敵が爆槍という兵器を使うという情報を仕入れていた。

　そしてその特徴は音と煙と炎であることも。馬も象も、音と煙と炎を苦手とする。

　あらかじめ情報を入手していたのだから、対策を打たないわけがない。

　動物たちに麻里を中心とするロゼルの呪術師が呪術をかけていたのだ。

　麻薬を混ぜ込んだ餌を食べさせて、呪術をかけ、興奮状態にすることで音を克服させたのである。とはいえ、戦況は徐々に連合軍有利に傾き始めている。

　元々連合軍の騎兵はロゼル軍よりも上だし、エクウス騎兵の練度もロゼル騎兵を遙かに上回る。頼みの象もことごとく、ロサイス騎兵に殺されて数を減らし始めていた。

　問題は徐々に、ということだ。

　連合軍の騎兵がロゼル軍の側面に回り込むまで、連合軍がクリュウ将軍の中央突破を止められるか。それが勝敗のカギを握る。




　象の鳴き声が大気を揺らし、足音が地面を揺るがす。

　土煙を上げながら、象の大軍四十頭が真っ直ぐ突撃してくる。

　どうやら奴隷部隊ごと俺たちを挽ひき肉にくに加工するつもりなのだろう。

　もっとも、大人しく加工されるつもりはない。

「恐れることはない!!　所詮は動物、殺すことができる!!」

　俺は兵士たちを鼓舞しながら、陣形を組みかえる。

　重装歩兵を下がらせて、後方に用意した軽歩兵を前線に配置する。

　象はあっという間に距離を縮めて、陣形が組み終わるのと同時に突っ込んできた。

　俺は愛あい馬ばのサクラと共に、前線に出て象と相対する。

　目の前に現れた象を躱かわし、その足を剣で切り裂く。

　象の右足が真っ二つに斬れて、象は地面に倒れる。

「爆槍を投げろ!!　爆槍が尽きたら、足を投槍で狙え。投石兵と弓兵は象使いを狙い撃ちにしろ!!」

　俺の指揮で軽歩兵たちが象への攻撃を始める。

　軽歩兵は五人一組で行動して、隊列を組まない。

　よって象の突撃を躱しながら、攻撃を加えることができる。

　爆槍を喰らい、象が次々と倒れていく。

　足を投槍で貫かれた象は地面に倒れ、軽歩兵の餌え食じきとなっていく。

　象使いを失った象は反転して、ロゼル軍の方へ逃げていく。

　ロゼル軍もそれを予想していたのか、逃げ帰った象たちは次々とロゼル軍に殺されてしまう。ほとんどの戦象が戦場で倒れることとなった。




「ふむ……」

　クリュウは次々と打ち倒される象を眺めながら、顔を顰しかめる。

　象兵は貴重な兵力。それを失うのは大きな損失だった。

「想像以上にアデルニア兵は優秀だな。俺が同じことを指示しても、ガリア兵はできないだろうな」

　戦象が敗北したのは、アルムスやバルトロの指揮や作戦が功を奏したというのもあるが、それ以上にアデルニア人の兵士が優秀だったからだ。

　アデルニア兵は自作農を中心とする農民。

　農業は同じ村人同士との共同作業が大切になる。

　つまり集団行動に慣れているため、不測の事態でも指揮官の号令に対応できる。

　一方、ガリア人は主に狩猟採集を糧とする民族。集団行動は苦手だ。

「戦象の突撃と同時に俺も出るべきだったか？　……いや、それは止よして正解か」

　クリュウはこちらに戻ってくる象を見る。

　彼らの背には死体となった象使いが揺られていた。完全に暴走している。

　象の後に続いて突撃すれば、あれが自軍の中で暴れた可能性がある。

　リスクを避けて正解だった。

　象を撃ち殺すように命じながら、クリュウは同時に全軍に突撃の準備を命じる。

「まあ、いいか。少なくとも敵の隊列は乱れている。多少の効果はあったということ」

　クリュウはそう呟いてから、ロゼル軍に向き直る。

「戦友諸君！！！　勝つぞ！！！！」

　長い演説は必要ない。短い一言、それさえあれば十分だった。

「突撃！！！！」

　ロゼル軍歩兵部隊二万三千が唸うなりを上げて突撃した。




「来たか！！！」

　俺は急いで軽歩兵に後退を命じる。

　まだ象が何頭か残っているが、それよりもクリュウ将軍の方が脅きよう威いだ。

　軽歩兵ではクリュウ将軍を受け止めきれない。

「急げ!!」

　百人隊長たちが大慌てで陣形を組みかえていく。間に合うか……いや、少し遅いな。

　このままでは間に合わない。

「ロン、グラム、ムツィオ。行くぞ!!」

「はい、兄さん!!」

「分かりました。王様」

「支援は任せな」

　精鋭である近衛兵を率いて、俺は前に出る。

　クリュウ将軍を俺たちが受け止めて、その間に陣形を組み直させる。

　少々危険だが、これしかないだろう。

「行くぞ！！！」

　俺は剣を高々と掲げて、クリュウ将軍の元へと向かう。

　流石は猛将と言うべきか、クリュウ将軍はロゼル軍の先頭にいた。

　奇妙な動物に跨っている。ドラゴンのようだ。

　もっとも、俺のサクラはその程度で怖気づかない。

「貴殿がアルムス王か！　若いな。その年で命を失うとは、実に惜しい!!」

　クリュウ将軍が何かを叫ぶ。生憎、俺はガリア語は分からない。

「貴公がクリュウ将軍だな？　あなたの栄光も今日で終わりだ。俺と戦ったことを後悔しろ!!」

　俺の剣とクリュウ将軍の剣が激しくぶつかる。何度も、何度も剣が交差する。

　おかしいな。普通の剣なら俺のドラゴン・ダマスカスの剣で真っ二つのはずなんだけど。つまり……。

「「ドラゴン・ダマスカス鋼の剣か!!」」

　俺とクリュウ将軍の言葉が重なる。














　何を言っているか分からないが、おそらく俺と同じことを思ったのだろう。

「死ね!!　クリュウ将軍!!」

「死ぬのは貴様だ、アルムス王！！！」

　剣と剣が激しくぶつかる。力は互角か。

「どうやらあなたも加護を持っているようだ」

「聞いていたが戦闘系の加護を持っているようだな」

　同じ力の持ち主との戦いはこれが初めてだ。

　お互い、加護の上で胡坐あぐらをかいていたせいか技量は疎い。

　しかし経験の差でクリュウ将軍の方が少し上のようだった。

　が、それを補うのがロンたちだ。

「っつ!!　数人がかりは卑怯ではないか、アルムス王よ!!」

「何言ってるのか分からないが……戦場に卑怯もクソもないと言わせてもらう!!」

　ロンが槍を突き出して、クリュウ将軍を攻撃する。

　俺とロンの二人がかりでクリュウ将軍を追い詰める。

　グラムとムツィオの放った弓がクリュウ将軍の頰を掠める。

　この状況下で躱すとは、流石加護持ちだな。しかしいつまで続くか。

「クリュウ将軍を守れ!!」

「王様を援護しろ!!」

　近衛兵とロゼル軍は激しくぶつかる。

　どちらも加護で強化されているため、どちらかが押し負けるということはない。

　もっともこちらの近衛兵の数はロゼル軍全体と比べて少ない。

　このままだとすぐに押し負けてしまうが……。

「急げ！　アルムス王様をお助けしろ！　申し訳ありません！　少し遅れました！」

「王よ!!　無茶しないでください!!　あなたが死んだらお終いですよ！！！」

　そう叫びながらトニーノとバルトロが軍を率いながらこちらに向かってくる。

　時間稼ぎは成功したようだ。すでにクリュウ将軍の勢いは止まっている。

　連合軍二万三千とロゼル軍四万が激突する。数は少ないが、こちらは重装歩兵。

　武装の上では優位に立っている。

「押せ!!　押せ！！！　アデルニア人をぶっ殺せ！！！！」

「押し返せ！！！　ガリア人共を血祭りに上げろ!!」

　両軍の百人隊長が叫ぶ。俺も負けてられないな。

「死ね!!　クリュウ将軍!!」

　俺の剣がクリュウ将軍の首筋を狙う。クリュウ将軍は慌てて大剣で俺の剣を弾き返す。

　隙が生じた脇腹目掛けて、ロンが槍を突き出す。

　クリュウ将軍は慌てて体を捻るが、躱しきれずに脇腹を槍が掠める。

　服が血で滲み、クリュウ将軍は顔を顰める。

　そこへグラムとムツィオの矢が真っ直ぐ飛んでいく。

　グラムの一本はクリュウ将軍の額、ムツィオの一本はクリュウ将軍の心臓。

　もう避けられまい。

「助けに来ましたよ」

　金髪の女が現れた。女の指先から伸びた糸が二本の矢を絡めとる。

「お久しぶりです。アルムス王様。アリスです。あなたの御命、貰いに参りました」

　ギラリと何かが光る。俺は剣でそれを弾き飛ばす。

　針が地面を転がる。

「今度は暗殺じゃないんだな」

「本当は隙を見て奇き襲しゆうしたかったんですけど、その前にクリュウ将軍が死んじゃいそうだったので」

　アリスの言葉にクリュウ将軍は申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「申し訳ない。アリス殿」

「いえ、問題ありません」

　二人はガリア語で何らかのやり取りをした後、俺に向き直る。

「二人がかりです」

　アリスはアデルニア語でそう言ってから、ナイフを振り上げる。

　俺はナイフを剣で受け止めて、弾き上げる。

　直後、クリュウ将軍の大剣が俺を襲う。俺は慌てて大剣を避ける。

「ロン!!　お前は金髪を頼む!!」

「分かりました！！！　ほら、お前の相手は俺だ!!」

　ロンは槍を突き出してアリスを牽制する。

　アリスは糸でロンの槍を絡めとろうとするが、ロンは槍でその糸を切り裂く。

　アリスは顔を顰めてから、手に持っていたナイフでロンに襲いかかる。

　ロンの槍がアリスのナイフを掬すくい上げる。真っ二つに切断されるアリスのナイフ。

「なるほど。あなたもドラゴン・ダマスカス鋼の武装ですか。ならば仕方がありませんね」

　アリスは服の袖から別のナイフを取りだした。ククリナイフと呼ばれる形状のナイフだ。

「君もドラゴン・ダマスカス鋼を持っているのか……」

　クリュウ将軍と俺、アリスとロンの戦いが繰り広げられる。

　俺たちよりも二人の方が技量では上だが、こちらにはグラムとムツィオの援護がある。

　二人の射撃は完璧で、隙あらばクリュウ将軍とアリスに矢を放つ。

　二人は矢を気にしながら戦わなければならず、動きがどうしても鈍る。

　戦況はまだ俺たちが有利。

　クリュウ将軍の動きが止まっているおかげか、ロゼル軍の突撃は止まっている。

　連合軍は徐々に後退しながら、両翼の包囲を縮めていく。

　あとは両翼の騎兵が背後に回り込むだけだ。

　しかし数の差か、徐々に追い詰められてきているのもまた事実。

　両翼の騎兵が回り込むよりも先に、俺たちが抜かれてしまう可能性はまだ捨てきれない。

　全体の戦況は互角。

　張りつめた水面のようで、一石投じられれば一気に水は溢れだすだろう。

　戦況の移り変わりが激しくなるのと同じように、雨も激しくなっていく。

　俺の服が雨を吸い込み、重くなる。頰を伝う水は汗か雨か……。

　それでも気は抜けない。先に集中力を絶やした方が負ける。

「っく!!」

　先に崩れたのはクリュウ将軍だった。脇腹の傷と、グラムとムツィオの矢のおかげだ。

　俺の剣がクリュウ将軍の肩を撫なでる。鮮せん血けつが噴き出る。

　クリュウ将軍が苦く悶もんの表情を浮かべる。

「おっと、邪魔はさせないよ!!」

　クリュウ将軍を救出しようとするアリスを、ロンが封じる。

　アリスはロンを睨みながら、ククリナイフをロンに叩きつける。

　俺はクリュウ将軍に更なる追撃を加える。

　俺の斬撃は大剣で防がれてしまうが、クリュウ将軍の体が大きくぐらついた。

　血が抜けたことで、クリュウ将軍の体力が落ちているのだ。

　グラムとムツィオはその隙を逃さず、矢を放つ。

　二本の矢がクリュウ将軍を襲う。

　勝った!!

　そう思ったその時だった。

「全く、だらしがない!!」




　二本の矢が飛来してきて、グラムとムツィオの矢を弾き飛ばした。

　矢の飛んできたところを見ると、黒髪の女が立っていた。

　前、俺の即そく位い式しきで顔を見せた女。

　魔女マーリン。マーリンは左手に短弓、右手に矢を持っていた。

「心配になって来てみれば。やはりあなたは私がいないとダメみたいね。仕方がない息子だわ」

「か、養か母あさん……」

「お姉さんと呼びなさい」

「俺は息子なのか、弟なのか、はっきりしてくれよ」

　マーリンとクリュウ将軍はガリア語でやり取りをし始める。

「これを飲みなさい。特製の痛み止め。麻薬入ってるけど……まあ、ちょっとなら問題ないでしょ」

「あ、ありがとう……さあ!!　気を取りなおして共に戦おう!!　メロン殿!!」

「調子いいんだから……」

　マーリンは何か言いながらニヤリと笑う。

　そして謡うたうように唱える。日本語で。

『開くは冥めい府ふの門。導くは現世。あなたの苦しみは私の苦しみ。私の苦しみはあなたの苦しみ。あなたの喜びは私の喜び。私の喜びはあなたの喜び。あなたの死は私の死。私の生はあなたの生。あなたの無念は私の復讐。私とあなたの赤い糸は世界を超える』

　こいつ……日本人か!!

『さあ、共に駆け抜けましょう。共に世界を統べましょう。あなたと一緒ならばどこまでも。二人で放つ二本の矢はどこまでも飛び続ける。あなたは蒼い狼、私は白い牝め鹿じか。二人で一人、一人で二人』

　マーリンは謡う。寒気が込み上げてくる。

　これは死の唄うただ。人が謡ってはならない禁きん忌きの唄だ。

　俺は慌ててマーリンを斬り殺すために、サクラの腹を蹴る。

　一気に距離を詰める。

　しかし……。

「邪魔はさせない」

「クソ!!」

　クリュウ将軍が大剣を振るう。

　薬を飲んだクリュウ将軍は興奮状態にあり、先ほどよりも数段力が強くなっている。

「グラム！　ムツィオ！　彼女を射殺せ!!」

　二人は矢を番え、マーリンに向けて放つ。

　マーリンはその矢を右手で払いのけようとする。

　矢がマーリンの右手に刺さり、マーリンは顔を顰める。

　しかし……。

　マーリンは平然と矢を抜く。信じられないことに、その傷が修復していく。

　マーリンは謡い続ける。

『今ここに、あなたの御み霊たまを下ろす』

　マーリンの唄が終わる。明らかに雰囲気が変わっていた。

　その瞳は鋭く、武人の目をしている。

　まるで誰かが彼女の中に溶け込んでいるみたいだった。

「さて、アルムス君だっけかな。できれば降伏して欲しいな。私は同郷の者を殺したくない。あなたが私に協力してくれれば私の研究はさらに進む。もしかしたら日本に帰る目め処どが立つかもしれない」

「悪いけど前世に未練はないんだよ。俺はここに来るまで多くの人を殺めて、この手を血で汚した。今更引くわけにはいかない」

「そう……」

　マーリンは少し悲しそうな表情を浮かべた。

「残念。いろんな人を犠ぎ牲せいにした点では私もあなたと同じだもの。立ち止まれない。死んだ彼らの分だけ、私は生きなければならないから。仕方がないね。君には死んでもらう」

　マーリンはそう言いながら弓を番える。そしてニヤリと笑う。

「悪いが、そこの若造二人と俺の弓術では年季が違う。東から西まで、この大陸を征服し尽くした俺の矢の味は格別だぜ？」

　そういう彼女は……まるで遊牧民の長のようであった。





　　　　※






　低く、唸るような音を立ててマーリンの矢が迫る。俺は剣で矢を弾き飛ばす。

　強い衝撃が俺の右手を襲い、手が一瞬痺しびれる。

「竜りゆう弓きゆうか……」

　竜弓。竜の骨を利用して作られた、強力な弓でグラムも愛用している。

「そう。よく分かったわね。というか、あなたの後ろにいる人も同じ竜弓を持ってるんだから、別に不思議でもないかしら？」

　その問いに返答するように、矢が俺のすぐ側を通過する。グラムが放った矢だ。

　矢は唸りを上げてマーリンに真っ直ぐ飛び……。

「いい腕してるじゃない」

　マーリンは矢を手で摑み取る。そしてニヤリと笑って見せる。

（おかしいな……）

　マーリンの腕は女の細い腕だ。

　一応戦場に出ているだけあって、それなりに筋肉が付いているがそれでも竜弓を引けるほどではない。

　竜弓は元々筋肉質のグラムが、『大王の加護』の補正を受けて初めて引けるほどの強弓だ。何か、カラクリがある。

「その降こう霊れい術じゆつ。死んだ人間の加護まで得られるのか？」

「へえ、鋭いね」

　マーリンは矢をダーツのように投げ返す。

　その矢は真っ直ぐ俺の眉間に向かい、俺の剣に弾かれて落ちた。

　俺と同等か、それ以上の身体能力……。

　クリュウとマーリン。この二人を相手にするのは骨が折れるぞ……。

　俺の頰をマーリンの矢が掠める。矢が俺の頰の肉を切り裂き、血が飛び散る。

　強まった雨があっという間に血を洗い流す。

　すでに顔を流れているのが血か、雨粒か判別がつかない。

　形勢はロゼル側に大きく傾いていた。

　ロンはアリスを引き留めるのに精一杯。

　グラムとムツィオの矢はクリュウとマーリンの動きを阻そ害がいするのに精一杯。

　俺はクリュウとマーリンの猛攻を受けきるのに精一杯。

「全く、良い勘してるね。紙一重のところを避けるなんて」

「あんたの腕が悪いんだろう」

　俺がそう言うと、マーリンは不機嫌そうに顔を顰める。

　矢筒から矢を取り出し、構える。

「死ねええ!!」

　クリュウが大剣を振りかぶり、真っ直ぐ下ろすのと同時にマーリンは矢を放つ。

　俺はクリュウの大剣を受け止めながら強引に体を捻じり、矢を紙一重で躱す。

　脇腹を矢が掠め、遅れて痛みが走る。

「また外したな。早く俺を仕留めないと不味いぞ」

　俺は二人を挑発する。中央での戦いは俺たちが不利に傾いている。

　だが両右翼では俺たちが圧倒的に有利なはず。あと少しで包囲が完成する。

　そうすれば俺たちの勝利。何もこの場でこの二人を討ち取る必要性はない。

　勝負に負けても戦争で勝てればいい。

（それにしてもどこから呪力を調達してるんだ？　それに傷口再生のカラクリは？）

　マーリンという女は転生者か、もしくは転移者だ。

　先程日本語を話したことからそれは分かる。

　日本語を話した理由は不明だが……おそらく呪術の発動に必要だったんだろう。

　いつだったかユリアが、呪術は内言語で唱えないとよい効果が現れないと言っていた。

　確かグリフォン様は転移者は少なからず加護を持つと言っていた。

　つまりマーリンも何らかの加護を持っている。

　現在行使している降霊術は呪術だから……肉体再生の方が加護と考えるのが自然。

　呪術は元々幻覚や痛みの緩和、ちょっとした火花程度しかできない。肉体再生は技術的に不可能だ。

『ゾンビの加護』と言えばいいのだろうか？　どうすれば死ぬんだ。

　ゾンビは頭を打ち抜けば死ぬけど、マーリンは死ぬだろうか？

　試す余裕はないが……。

　もう一つ疑問なのは、降霊術を維持している呪力だ。

　ユリアも少しなら降霊術が扱えると言っていたが、相当難しいらしい。

　巨大な儀式場を用意し、生贄と呪力石で呪力を補いながら、何時間も呪文を唱えてようやくできる。それが降霊術だと。

　ユリアにそこまで言わせた降霊術をこの女は少しの呪文で完成させた。

　呪術は儀式を省略すればするほど、負担が大きくなる。それを長時間維持しているのだ。ユリア以上の呪力を持っている……というのは考えづらい。というか、考えたくない。

　ユリアは一流の呪術師たちに、「同じ人間とは思えない」と言わせるほどの呪力を持っているのだ。

　それ以上の呪力を持っているとしたら、それは人間じゃなくて神か精霊だ。

　だから何らかの手段で呪力を確保しているはず。

　だけどどこに呪力を隠し持っているのか分からない。

「ぼーっとしてる暇があるなんて、随分と余裕ね!!」

　そう言いながらマーリンが一気に距離を詰めてくる。

　弓は背中に仕舞い込まれていて、両手には剣を持っていた。

　一気に勝負をつけに来たか……。

「クリュウ!!　あんたはもう邪魔。どいてなさい」

「で、でも……」

「兵の指揮に戻れ！！！」

　マーリンとクリュウがガリア語で何らかのやり取りをする。

　クリュウは迷ったような表情を浮かべて、その場を立ち去る。

「そろそろ死んでもらう」

　そう言うマーリンの心臓をグラムの弓が射貫いた。マーリンの体に大きな穴が開く。

「その程度じゃ死なないけど」

　みるみるうちに傷が再生する。

「化け物め!!」

　グラムが怒鳴り声を上げた。

「グラム、ムツィオ!!　頭を狙え!!」

　俺は二人に指示を出す。それ以外、考えられない。

　俺はマーリンに向き直って、ニヤリと笑いかける。

「ゾンビの弱点は頭。定番だよな」

「頭ねえ……ふふ、それで死ぬと思う？」

　ニヤッと笑う。ハッタリ……だと信じたい。

「まあ、死ぬのはあなただけどね!!」

　マーリンの剣と俺の剣が交差する。手が痺れる。

　クリュウ以上に速くて重い、そして……技術も上!!

「降霊術で他人の力を借りるのはずるくないか？」

「他人じゃなくて、死んだ夫から貰った力よ。愛の結晶。大体、あなたの腕力だってクソ妖精から貰った力でしょ。同じよ」

　おっしゃる通りだな。努力して得た力も他人から得た力も、どちらも同じ力だ。

「普通、技量に体がついていけなくて負けるのが定番だろう？　漫画だと」

「じゃあ加護なし、呪術なしで勝負する？　多分私が勝つわ。言っておくけどね、五百年間嗜み続けていれば、それなりの技術は身につくの」

「年の功ってことか。クソ婆。死ねよ」

「死ぬのはあなたよ。クソガキ」

　鉄と鉄がぶつかり合う金属音を、雨音がかき消す。戦況は五分五分。

　この女を生かしておくのは危険だ。殺せるのは今がチャンス。今を逃したら殺せない。

　俺は体中を走る痛みに耐えながら、力を振り絞る。今、今だけでいいから力が欲しい。

　俺とマーリンの間に横たわる力の壁を打ち破る力が欲しい。

　そう思ったその時……声が聞こえた。

　──あまり人間に関わり過ぎるのは私の流りゆう儀ぎに反するけど、仕方がないね。『僕』には負けるわけにはいかない。特例で少し……強化しよう──

　その瞬間、力が沸き上がるのを感じた。

「はあああああ！！！」

「っつ!!」

　俺の剣がマーリンの剣を強く打つ。マーリンの体が大きく後ろに仰のけ反ぞる。

「死ね！」

　俺が剣を振るうと、マーリンは体を大きく反らした。

　剣がマーリンの服を切り裂き、鮮血が飛び散る。

「な、何故急に力が……新たな加護を得た？　ま、まさかそんなわけ……」

　マーリンが慌てた声を出す。俺は自分の両手を強く握りしめる。

　衰えかけていた握力が戻っている。

　よく分からないが、妖精に感謝ということかな？

　いや、ここへ来て俺の眷けん属ぞくが増えただけかもしれない。

　追い詰められる俺を見て、兵士たちが俺の勝利を願ってくれたのだろう。

　勝ってくれ！　という強い思いを感じる。

「ねえ、こいつの加護は何？　今増えたの？」

「教えるわけないだろ。馬鹿か」

「あんたに聞いてない!!」

　よく分からんが、隙だらけだな。俺はマーリンに肉薄して、剣を振るう。

　剣と剣が激しくぶつかる。

　一瞬の鍔つば迫ぜり合あい。勝したのは俺。

「死ね！」

　俺の剣がマーリンの右手を切り裂いた。マーリンの右手が宙を舞い、鮮血が噴き出る。

「っく!!」

　すぐにマーリンの右手に光の粒子のようなモノが集まり始める。

　再生が始まる。

　だがこのチャンスを逃すわけにはいかない!!

「っく、早く教えなさい。こいつの加護は何？　渋ってんじゃないわよ!!」

　マーリンは左手で俺の剣を受けながら、誰かと会話をし始める。

　頭がおかしくなったのか？

「え!?　それはエツェルと同じじゃない。へえ……」

　マーリンは再生した右手に予備の剣を持ち、俺の猛攻を防ぐ。

　攻めきれなかったか……。

「一つ、忠告するわ。その加護に頼り過ぎるのはやめなさい。『ロサイス王』と『アルムス』の区別がつかなくなるわよ？」

「それはどうも。安心してくれ。副作用については自覚がある。だがな、俺はもう止まれないんだよ」

　ここまで屍しかばねの橋を築いて血の川を渡ってきた。もう引き返せない。

　渡り切るしかない。

「さあ、決着をつけよう」

「……いや、それは止しておくわ。今のあなたには勝てなそう」

　マーリンはそう言って踵を返す。それを見たアリスもマーリンに続く。

　それと同時に銅ど鑼らが鳴る。ロゼル王国の銅鑼の音だ。

　音を聞いたロゼル兵たちは一斉に逃亡を開始した。

「アルムス様。お疲れ様でした。両翼が側面攻撃に移りました」

　バルトロがそう報告してくれた。つまり……俺たちの勝ちか！

「すぐに追撃を始めましょう！」

「ああ……全軍!!　突撃開始!!　ガリア人を生かして帰すな!!」

　この戦いに於けるロゼル軍の死者は四千。負傷者は八千。

　捕ほ虜りよの数は五千。合計一万七千の兵を失うことになる。

　一方、連合軍の死者は三千。負傷者は四千。

　連合軍の大勝利である。
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「痛い!!」

「動かないでアルムス。傷の手当ができないから」

「もう少し沁みない傷薬はないの？」

「ない」

　ユリアの無慈悲な声が俺を絶望に叩きつける。

「こら！　逃げない!!　テトラ、捕まえて」

「了解」

「おい、放してくれ。痛い、痛い!!」

　俺は心の底から悲鳴を上げる。ユリアの傷薬が容赦なく俺の傷に突き刺さる。

「死ぬ!!　死ぬ!!」

「楽しそうですね」

　バルトロは酒を飲みながらやってきた。ムカつく笑みを浮かべている。

「良かったですね。大きな傷がなくて」

「まあな。全部掠り傷で済んだ……痛い!!　痛いから!!」

「動かないで!!」

　俺は半泣きで治療を受ける。沁みない傷薬を作ってくれ……。

「ではこのまま報告に入りますね。我々の損害は死者約三千人、負傷者は約四千です。敵の損害は不明ですが、死体の数は四千ほど確認しました。捕虜は五千です。数は大きく減ったとはいえ、それでも相当の数が残ってる……というのが俺の予測です。ただ敵は敗北で士気を大きく落としています。おそらく、次はないかと」

　要するに最終決戦で勝てたと判断していいか。完全勝利とはいかないが、喜んでおこう。

「捕虜ですが一万人将を二名、千人将を五名捕縛しました。こちらの方が大戦果ですね」

「クリュウとマーリンは？」

「確認できていません。おそらく、逃げられたかと……」

　途中からクリュウは俺との戦いから離脱した。

　あの時、マーリンは包囲されかけていたことに気付いたんだろう。

　だからクリュウを離脱させて、俺と一人で戦った。

　俺は時間稼ぎをしていたつもりが、させられていたというわけだ。

　とはいえ、あのままクリュウとも戦っていたら高確率で俺は討ち取られていた。

　致し方がないと言えば仕方がない。

「ああ、それと例の金髪少女。捕縛しましたよ。アリスとかいいましたっけ？」

「それは本当か？　よく捕まえられたな」

「アルド王子を庇って捕まったらしいです。捕まった後は大人しくしてますよ。会いに行きますか？」

　うーん、会って話してみたい気持ちはある。というかできれば勧誘したい。

　あれだけの強さを持った人間を殺すのは惜しい。どうにかできないかな……。

　アルド王子への強い忠義を持っているみたいだし、アルド王子を人質に取れば従ってくれるかな？

「まあいい。後で会いに行くよ。それと象ぞう牙げは回収したよな？」

「ええ、バッチリですよ。全て掻き集めました。ドモルガルとエクウスには適当に誤魔化しておきました。……あれ、本当に金になるんですか？」

「なるよ、多分だけどね。キリシア商人が飛びつくはず」

　これで財政の足しになればいいんだけどな……。

「アルムス王様!!」

　天幕の向こうから声が聞こえた。ライモンドの声だ。

「入ってきていいぞ」

「失礼します」

　ライモンドは真っ直ぐ俺のところに来る。手には筒を持っていた。

「それは？」

「ロゼル軍から使者が来まして……」

　俺はライモンドから筒を受け取る。紐を解き、筒の中から手紙を取りだした。

　封を割り、広げる。

「何て書いてありますか？」

「講和をしたい、とのことだ」
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「アルムス殿。講和の件ですが……」

「カルロ殿のところにも来ましたか」

　俺がそう言うとカルロは頷いた。

　この戦争の主導権を握っているのは俺だが、一応の盟めい主しゆはカルロだ。

　この戦争の目的はカルロ王子をカルロ王にするための戦なのだから。

　故に俺とカルロの二人に同じ内容の書が届けられるのはおかしなことではない。

　というか、俺の方に来るのがおかしいな。

「そのことについて、今から話し合いたいのですがよろしいですか？」

　俺の問いにカルロは頷いて答える。

「構いません。急ぐことではありませんが、遅らせていいことでもありませんから」
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　大きな天幕の中、七人の人物が集結していた。

　ロサイス王の国からは、俺とライモンドとバルトロ。

　ドモルガル王の国からはカルロ・ドモルガル、トニーノ将軍、豪族のレティス・ブラウス。エクウス王の国からはムツィオ。

　レザドからの援軍であるアレクシオスたちは、建前上は俺が雇った傭よう兵へい扱いだから会議には参加しない。

　まず最初に口を開いたのはムツィオである。

「我々エクウス族はアルムス王からの恩を返すためにここまでやって来た。故に利権は要求しない。だが……」

　ムツィオは声を荒らげる。

「我が国での反乱にロゼルが加担していたのは明白!!　ロゼルには賠ばい償しようをしてもらわなければ、俺はあの世で父上と兄上、死んだ戦友に顔見せできない!!」

　ムツィオは拳を強く机に叩きつける。怒り心頭、という様子だ。

「問題は証拠だな……例の呪術師はまだ白状してないんだろう？」

「……あの呪術師の呪いを解ける呪術師が我が国にはいなくてな」

　ロゼルの呪術師には情じよう報ほう漏ろう洩えい防ぼう止しの呪いがかかっている。

　奴らが情報を話そうとすると、心臓が爆発するのだ。

　この呪いを解かない限り、下手は打てない。

「実は彼女をこちらに移送するように指示を出している。三日後には到着するはずだ。その時はユリアに解呪してもらえるように頼んでみよう」

　俺がそう言うとムツィオは静かに礼を言った。

　アデルニア半島でユリア以上の呪術師は存在しない。

　ユリアでダメなら、誰でも不可能だろう。

「エクウス王の国への謝罪と賠償請求。ドモルガル王の国からはアルド王子の引き渡し。ロサイス王の国からは賠償。三年間以上の停戦条約。この辺が落としどころでしょうか？」

　ライモンドが具体的な講和案を提示する。

　前者二つは必須、後者はできれば、といったところか。

　ロゼルが我が国に金を払ってくれるかどうかは怪しい。

　いまだ国力は遙かにロゼルの方が上なのだから。

　俺もカルロもライモンドの発言に賛同を示す。しかしバルトロだけが違った。

「うーん、何故か講和を受ける流れになっていますが……受け入れる必要ありますか？　このまま追撃しましょうよ。講和の話し合いをする時間がもったいない」

　確かにそういう考えも十分あるな。だが本音を言えば、もう戦争はしたくない。

　ハラハラするし、金もかかる。

　これ以上戦争を継続すれば国内の産業に深刻なダメージが加わる。

　しかしロゼルを叩けるのは今しかない。

「しかしバルトロ将軍、敗北したらどうするおつもりで？　ここは手打ちにした方が……」

「戦う前から敗北とは、随分と臆病なことを言いなさいますなあ、ライモンド様は。臆病風に吹かれましたか？」

「っ!!　私はもしものことをだな……」

　ライモンドとバルトロが激しく睨みあう。

　この二人が喧嘩するのを見るのは初めてだな。少し新鮮だ。

「そもそもあなたは一度敗北したでしょう？」

「過去のことです。先の戦いでは勝った。次も勝ちますよ。敵の士気が大きく衰えているのです。この機を逃すわけにはいかない。我が国とロゼルの国力差は十倍以上です。今、叩かなければ」

「だからこそでしょう。もしロゼルが本気になり、こちらを全力で叩きに来たらどうしますか？　泥沼化します。兵たちは故郷に帰りたがり、使い物にならなくなる。敵が講和を申し込んでいる今が戦争の止め時です。これを逃せば次はない」

　うーん、どっちも言ってることは正しいな。判断がつかない。

　できればロゼルを弱らせたい、という思いは俺も同じ。

　だがリスクを背負うのも……。

「トニーノ将軍、バルトロ殿はああ言っているが……勝てるかな？」

　カルロはトニーノに尋ねた。トニーノは大きく頷いた。

「勝てるかと。追撃するだけですし。今がチャンスですよ」

　つまり将軍二名は勝てると。

　次は……自然と全員の視線がレティス・ブラウスに集まる。

　ブラウス家当主の意見はどうなのか？　と。

「我々としてはロサイス王の国に割かつ譲じようする領土の代替地が欲しいので……できればロゼルから領土を収奪したいですね」

　主戦派：講和派＝３：１。主戦派の方が優勢だな。

「カルロ殿はどう思われますか？」

　俺の問いにカルロは苦笑いを浮かべながら答える。

「うーむ……私としては王位継承さえできれば問題ないと思っています。我が国は戦乱でボロボロ、早急に立て直しが必要です。これ以上戦争を長引かせるわけには……しかし今後ロゼルがさらに強大化することを考えると、今のうちに力を削ぎ落とすという選択肢も……」

　決められないか。俺も決められないけど。

「アルムス様、カルロ様!!　ご英断を!!　今こそロゼルを叩きのめす時です!!」

「今、優先すべきは平和です!!　これ以上の戦争続行は士気の低下と国土の荒廃を招きます!!」

　バルトロとライモンドが俺たちに決断を迫る。二人から鬼気迫るものを感じる。

　そんな風に俺たちが話し合いをしていると……。

「王様!!　イアル殿から鷹便が!!」

「鷹便!!　早く持ってこい!!」

　よし、ベストタイミングだ!!　俺は衛兵から手紙を受け取り、封を壊して中を開く。




　思わず笑みが浮かんだ。

　他の六人が不思議そうに俺を見つめる。

　俺は手紙を丁寧に折りたたんでから、六人に告げた。

「ギルベッド王の国とファルダーム王の国がロゼルに攻め込んだ」





　　　　※






　イアルの役目はゾルディアス王の国をベルベディル王の国に焚きつけることだった。

　それは成功して、両国は戦争状態にある。この時点でイアルの役割は終わった。

　しかしこのまま遊ばせておくのはもったいない。

　そこでギルベッド王とファルダーム王の元にイアルを派遣させたのだ。

　勝算はあった。両国は共にロゼルに辛しん酸さんを舐なめさせられていた。

　復讐のチャンスは今しかない。だから間違いなく、話しに乗ってくると。

「おお!!　流石アルムス殿!!」

　カルロが俺に尊敬の眼まな差ざしを向ける。やめてくれ、照れるじゃないか。

　逆にトニーノとレティスはカルロに呆れの眼差しを向けていた。

　ドモルガル王の国抜きでこんなに重要な外交が展開されていたのだ。

　カルロは怒るべきだ。せめて苦情や皮肉の一つや二つ、言う必要がある。

　まあ、こちらには「成功するか分からなかったから、ぬか喜びさせたくなかったんだ」という言い訳がある。

　俺がドモルガル王の国を抜きにしたのは、ドモルガル王の国を属ぞつ国こく化かする予定だからだ。体のいい緩かん衝しよう地ち帯たいとなってもらう。最終的には外交自主権を奪ってしまいたい。

　その布ふ石せきとして、ドモルガル王の国を蚊か帳やの外そとに置いた。

　ギルベッドとファルダームに、ロサイス王の国の重要性とドモルガル王の国の失しつ墜ついを見せつけるために。

　性格が悪い？　それは政治家に対する最上の褒め言葉だ。

　実はゲルマニス地方の諸部族とガリア北東部の諸部族にも、ロゼル敗北の情報を流している。こちらはエインズとアブラアム経由だ。

　キリシア人は世界中の国々や部族と交易を行っている。

　その交易網を使えば、これくらいのことは簡単にできる。

　特にアブラアムは大いに張り切ってくれた。

　今度曾ひ孫まごの顔を見せてやると伝えたのが良かったかもしれない。

　ガリア北東部の部族はロゼルから独立したがってるし、ゲルマニス人は虎こ視し眈たん々たんとガリアの土地を狙っている。彼らはロゼルが窮地と分かれば確実に動くだろう。

「さて、俺はこのままロゼルを追撃して追い詰めるべきだと思う。カルロ殿は？」

「私も同様です。

　今こそ、アデルニア人の力を結集する時でしょう!!

　奴らを半島から追い出しましょう！」

　……いや、流石にそれは無理だと思う。




　斯かくして、連合軍は講和の使者を追い返してロゼル軍への追撃を開始。

　時を同じくしてギルベッド王の国とファルダーム王の国がロゼル王国へと流れ込んだ。

　さらに、ガリア北東部の諸部族とゲルマニス人たちが不穏な動きを見せ始める。ロゼル王は慌ててクリュウ将軍に帰還を命じる。

　クリュウ将軍は強行軍でロゼル王国へと帰還。それを連合軍が激しく追撃する。

　この追撃でロゼル軍はさらに兵力を消しよう耗もう。

　ロゼル王国へと帰還できた兵は一万に満たなかったという。





　　　　※






「っく……野蛮人共さえ動かなければ！」

　クリュウは葡萄酒の杯を地面に叩きつける。

　撤退に多大な犠牲が出たのはロゼル王がクリュウを急かしたからである。

　ゲルマニス人と北東部のガリア諸部族の不穏な動きに、ロゼル王が過剰反応したのだ。クリュウは何の準備をする暇もなく、強行軍で撤退する羽目になった。

　また、元々ガリア人という人種は、勝っている時は調子が良いが、負けると急に逃げ腰になる。これも被害が増大した一因である。

「仕方がないでしょう。彼らが動き出すのは当然……敗北したのが痛かったわね」

　ここまでの大敗はロゼル始まって以来の出来事だ。

　ロゼルには敵が多い。隙を見せた途端、群がってくるのは自明の理と言える。

「一応、エクウス族よりも南のアルヴァ人……アリエース族やルプス族の中に潜ませておいた呪術師に連絡を取っているわ。彼らが動いてくれれば、エクウスも引き返さざるを得なくなる」

　エクウス族の騎兵が抜ければ連合軍の戦力は大きく後退する。

　そうなれば連合軍は撤退せざるを得ない。

「それにしても対ガリア同盟ね……呑のん気きなモノだわ。私たちを相手にしている間、ロサイス王の国に自分たちが呑まれるとは考えないのかしら？」





[image: ]




　時は少し遡さかのぼる。

「ついにここまで来たか……」

　俺は丘の上から、平原を見渡していた。

　平原を切り裂くように、河が西から東へ流れている。

　南アデルニアと北アデルニアを分ける境界線。

　ロゼル王国とドモルガル王の国の本来の国境線である。

　本来、というのはここ百年、ロゼル王国南下の激化に伴い国境線が北から南へ後退していたからだ。

　つまり連合軍はドモルガル王の国の本来の領土を取り戻すことができたのである。

　ドモルガル王の国だけではない。

　ギルベッド王の国もファルダーム王の国も、ロゼル王国から領土を一部取り返すことに成功している。大成功、と言っていいだろう。

　もっともここまで上手くいったのは、運が良かったからだ。慢まん心しんはよくない。

「ここまで上手くいくとは思いませんでしたな。ですがこれ以上の北上は……」

「分かってるよ。これ以上の長期化は不可能だ」

　俺はライモンドの言葉を遮さえぎった。一部の豪ごう族ぞくや将兵は更なる北上を主張している。

　だが流されてはいけない。

　実は兵士の中から、帰き郷きようを望む声が出てき始めているのだ。

　ムツィオを含むエクウス族もそろそろ帰りたがっている。

　敗北すれば全てが無駄になる。講和は今、結ぶべきだろう。

　……というか、勝ちすぎてしまった感が否めない。

　もしロゼル王国が「アルムス王が泣くまで戦争を止めない!!」とか言いだしたら、俺は泣く。

　だからと言って譲じよう歩ほし過ぎれば、国内外から「アルムス王はヘタレ」という非難の声が上がるだろう。外交は難しい。

「ところで捕まえた捕ほ虜りよの数は？　集計終わったか？」

「一万です。追撃で新たに五千捕らえました。大戦果ですよ。売るも良し、連れ帰るも良し、ですな。まあ交こう渉しよう次第では解放することもあると思いますが」

　一万か……奴ど隷れいは貴重な労働力だ。

　農地の開拓のために一定数は欲しい。

　だけどあまり大勢連れ帰ると、反乱のリスクが高まる。

　こいつらはガリア人だし……。

　人口比でどれくらいの奴隷なら問題ないのだろうか？

「武器や兵ひよう糧ろうもたくさん接収できましたね」

「兵糧は略奪品だから返した方がいいな。ドモルガル王の国に。武器はこちらで貰ってしまおう」

　使える物は武器庫に放り込み、使えなさそうな物は潰して農具か新しい武器に作り変える。鉄は未だに貴重品だ。

　奴隷の中に鍛か冶じ師し等の技術職が居れば、鉄の生産力も上がるんだが……。

「さてと、そろそろ時間だな。俺が招いたんだ。遅れるわけにはいかない」

　俺はロゼル王国の領地から背を向ける。

　ギルベッド王やファルダーム王を出迎えなければならない。

「まさか、南アデルニア北部の中堅国家だった我が国が、北部三か国と肩を並べて会談をすることになるとは思いもしませんでしたよ」

　アデルニア国王会談が始まる……。





　　　　※






　アデルニア国王会談が始まったのは、満月の夜であった。

　巨大な満月が大地を暖かく照らす。

　月下に集まったのは、腹に一物抱えた各国の国王、四人。

　歴史上、初めて行われた国際会議である。

「皆さん、お集まり頂きありがとうございます。今こ宵よいは……」

「前置きはよいでしょう、アルムス王。早く本題に入るべきだ」

　ギルベッド王はアルムスの言葉を遮った。

　この四か国の中で最もつとも有力な国と見なされているのはギルベッド王の国である。

　ギルベッド王は、若い格下の国の王が会談を仕切っているのが、内心気に食わないのであろう。

「ひひひ、若者はせっかちじゃなあ。あまり急くと余裕がないと思われますぞ？　ギルベッド王」

「余計なお世話ですな。ファルダーム王」

「ひっひっひ……一番の年長者としてのアドバイスですよ」

　ファルダーム王とギルベッド王は睨にらみあう。この二国はあまり仲が良いとは言えない。

　両国はロゼル王国と戦う一方、互いに小競り合いを繰り返しているのだ。

　両国とも中央集権化が進んでおらず、国内の豪族を従えるのに戦争が必須なのだ。

　それを困った顔で眺ながめるカルロ。

　カルロは正式なドモルガル王ではないが、ドモルガル王と扱っても差し支えないためこの会談に参加している。

「ギルベッド王のご指摘も尤もつともです。早速、本題に入りましょう」

　アルムスは怒ることなく、会談を進める。

「まずロゼル王国との講和。これは四か国同時に行います。条件については各国の功績次第として……宜しいですね？」

「「「異議なし」」」

　満場一致で決まる。

　現在、ロゼル王国と互角以上に戦えているのは四か国が連携しているからだ。

　四か国のうち、どれかが抜ければロゼル王国を抑えられなくなる。

　抜け駆けはどの国も歓迎していない。

　ちなみにこの中で最も抜け駆けする可能性の高いのがロサイス王の国である。

　唯一、ロゼル王国と国境を接していないのだから。

「それと今後、ロゼル王国と対峙するに当たり、対ガリア同盟の結成を提案します」

「流石さすがアルムス王です!!　我が国は賛同します!!」

　真っ先に賛同を示したのはカルロである。

　国力が大きく減退したドモルガル王の国からすれば、対等同盟は願ってもないことだ。

「…………」

「…………」

　難色を示したのはギルベッド王とファルダーム王。理由は単純。

　お互いが気に食わないのだ。

　同盟の必要性は分かる。同盟の有用性も分かる。しかしこいつが気に食わない。

　両国の間には根強い国境問題が存在している。

　同盟を結べば戦争で取り返すという手段がなくなることを意味する。

　強い敵と戦うために過去のことはすべて水に流せ。

　そんなことを受け入れられるはずがなかった。

　また、ロサイス王の国が主導権を握るのが彼らからすると気に食わない。

　ロサイス王の国は唯一、ロゼル王国と国境を接していない。

　それなのに、同盟の主導権を握っている。

　背後で踏ん反り返りながら、偉そうに「助けてやる」という態度。大国である、という自負を持つギルベッド王もファルダーム王も内心では気に食わない。

　とはいえ、各国が別々で事に当たればロゼル王国に対抗できないのは歴史が証明している。またロサイス王の国の力が必要不可欠なのも事実である。

　ギルベッド王もファルダーム王も、同盟を結ぶ努力をする気はあるのだ。

　結局のところ、国境問題の発生している地域には軍事的空白地帯を置き、相互不可侵条約を結ぶという内容で講和が結ばれた。要するに、問題の先送りである。

　厄やつ介かいなことは両国共に「領土問題は譲歩してやった」という意識を持っていることだった。近い内に必ず再燃することだろう。

　同盟の更新期限は三年。

　そして一年に一度、国王会談を開いて互いに意見の擦り合わせを行う。

　具体的な内容は……。





　・四か国相互が不可侵条約を結ぶ

　・四か国のうち、侵攻された国に対して他の国は援軍を送る

　・ドモルガル王の国再建のために、各国が支援をする






　という三つ。

　送る援軍の規模は、侵攻してきた軍の規模による……等、条約として不明瞭な部分が目立つ。

　明確にし過ぎると、自国より他国を優先するという事態が発生しかねないからだ。

　可愛いのは自分の身。四か国とも、足並みはバラバラである。

　今までの足を引っ張り合う関係よりは随分とマシではあるが。

　その後、穏やかな談笑が行われて会談は無事に終わった。

　斯かくして、話は冒頭に戻る。





　　　　※






「対ガリア同盟ね、提案者はアルムス王でしょうね。一番得をするのは彼だもの」

「というのは？」

「簡単よ。あの国だけ我が国と国境を接してない。助け合う関係じゃなくて、助けてやる関係なの。他の三か国をね。ロサイス王の国には同盟に参加する利益がない。だから三か国はロサイス王の国を引き留めなくてはならない」

　つまりロサイス王の国の国際的発言力の上昇である。

　実質的な対ガリア同盟の盟めい主しゆとして君臨することになったのだ。

「ほう……あの若造も考えたモノですな」

　クリュウは感心の声を上げた。

「そう？　見え見えでしょ。まあ、見え見えでも三か国が同盟を結ばざるを得なかったからこそ、上手くいったと言えるかしら。それだけ我がロゼル王国は恐れられているのよ」

　麻ま里りは肩を竦すくめた。

　アデルニアの国々の中でロゼル王国をここまで追い詰めたのはロサイス王の国が初めてだ。

　ロサイス王の国がいなければ、あの強敵ロゼルには対抗できない。

　今回の戦争は各国にそう思わせたのだった。

「さらにロサイス王の国に有利なのは相互不可侵条約よ。あれがある限り、三か国はロサイス王の国の軍事行動に制裁を加えられない」

「なるほど……ギルベッドとファルダームは我が国にかかりっきりで、南に領土を拡張するのは不可能。ドモルガル王の国も同様に我が国と国境を接していて、しかもその周辺には侵略できる国がない。一方、ロサイス王の国は……」

　南に小国家群がたくさんある。侵略し放題だ。

　ロゼル王国と国境を接していないため、全軍を侵略に傾けられる。

　ベルベディル王の国とエビル王の国、ゾルディアス王の国も一応存在するが……。

　ベルベディルとエビルはロサイス王の国の半はん属ぞつ国こくで、ゾルディアス王の国はロサイス王の国にまともに対抗できる国力を持たない。

　ロサイス王の国はこの同盟を利用して、さらに国土を拡張させるだろう。

「それにしても……はあ、今回の戦争の敗因、六割くらい私のせいで、四割くらいあんたの責任よね？」

「個人的には八割あなたの責任と言いたいところですが、軍を率いたのは私ですからなあ……」

　麻里とクリュウは暗い表情を浮かべた。本国に帰ったらどんな嫌味を言われるか……と考えると気分が悪くなる。

「問題は講和ですな。マレー殿。領土を取り戻さない限り我々は戦争を継続する！　と強気に主張すれば、押しきれると思いますが……」

「ロゼル王がね……とっとと講和しろって五う月る蠅さいのよね。時間的猶ゆう予よを考えると、あまりごねられないわ。こちらが譲歩しないと……」

　二人は大きなため息をついた。





　　　　※






「どうだ、ユリア。これだけ弱らせたけど」

「うん。これだけ参ってるならすぐに解呪できるよ」

　俺は牢越しから見える、ロゼル王国の間かん諜ちようリディアを指さして言った。

　随分と憔しよう悴すいしているように見える。

　それもそのはずで彼女は俺の命令により……ずっと拷ごう問もんにかけられていた。

　リディアにかけられている呪いを解呪するためだ。

　まず彼女の心臓にかけられている呪いを解呪しなければ、彼女は情報を口にしようとした段階で死んでしまう。

　呪いは精神に鎖のように巻き付いているため、精神を弱らせて緩める必要があった。

「じゃあ、早速解呪してくるね」

　ユリアは手に大量の薬草を持って、牢に向かう。

　この後リディアの精神に侵入して、呪いを断ち切る。

　そうすれば心臓は爆発しない。確実に情報を引き出せる。

「絶対に成功させろよ。そうしないと彼女は拷問され損になってしまう」

「私を誰だと思ってるの？　ロサイス王の国最高の呪じゆ術じゆつ師しよ」

　ユリアはウィンクを飛ばした。





　　　　※






「…………」

　死んだような目で虚こ空くうを見つめるリディア。

　今、リディアは椅子に座らせてもらっていた。

　もっとも、非常に安定感の悪い椅子なため寝れば倒れてしまう。

　長時間寝かせない……不眠拷問だ。

　そんなリディアを見たユリアは、内心で謝りながらも呪術の準備を始める。

　大麻や阿片に呪術処理を施した香を牢屋の各所に置き、火をつける。

　床にはリディアを中心に大きな魔術陣を描く。

　リディアはその様子を虚ろな目で見つめるだけだ。

　ユリアは魔術陣に血を垂らし、自分の呪力と魔術陣を馴染ませる。

　そして両手をつき、呪力を大量に流し込む。

　常人の数百倍の呪力が一気に魔術陣に流れ込み、激しく発光する。

　ユリアは魔術陣を起動させた後、リディアに近づく。

「寝ていいですよ。椅子から降りて、床で横になって」

「ほ、本当？」

「本当」

　リディアはガタリと椅子から倒れる。床に顔をつけて、眠り込んでしまった。

　そんなリディアの頭にユリアは手を当てる。

「さて……解きますか」





　　　　※






　ユリアを見送った後、俺は別の牢ろう獄ごくへと向かった。その牢獄には、鎖で縛られた金髪の女性がいた。アリスだ。

　アリスには特に拷問する理由もないので、体の自由を奪うだけに留めている。

　ベッドも硬いが、ちゃんと休憩できるし、食事も一般兵士と同じメニューだ。

「久しぶりだな」

「……お久しぶりです。アルムス王。何の御用ですか？」

「君を口説きに」

　俺は檻おりの前に座りこみ、アリスの視線の高さに合わせる。

　アリスは静かに首を左右に振った。

「お気持ちは嬉しいですが、そういうわけにはいきません」

「うーん、正直君がアルド王子に忠誠を誓う理由が分からない。話は聞いたが……あまり良い扱いはされてなかったんだろう？」

　ドモルガル王の国の宮殿に仕えていた召使から、すでにアリスのことは聞いていた。

　いつもアルドに殴られていたらしい。他にもいろいろと酷い扱いを受けていたとか。

　一応、ストックホルム症候群を疑ってはいるが……。

「君はどうして忠誠を誓ってる？」

「別に忠誠なんて誓ってません。ただ……」

　ただ？

「……何でもないです」

「まあ、いいさ。明日、また来るよ」

　俺はそう言ってその場から立ち去った。





　　　　※






　対ガリア同盟結成から三日後。ロゼル王国との和平交渉が行われた。

　場所はロゼル王国とドモルガル王の国の国境から最寄りの都市。

　アデルニア側からは各国国王、ロゼル王国からは麻里とクリュウ将軍。

　重苦しい雰囲気の中、最初に口を開いたのはエクウス王であるムツィオだった。

「我々エクウス族が出兵したのは、アルムス王に恩を返すため。故にロゼル王国から賠ばい償しよう金も領土も要らない」

　そう言い切ってから、ムツィオは強く麻里を睨みつける。

「しかし貴き国こくの呪術師が我が国に混乱をもたらした。そのことに関して、謝罪と賠償を請求する」

（ふーん、この場で言うのね。てっきり、国の恥として隠すと思ったんだけど。これは相当怒ってるってことかな？）

　麻里はムツィオを観察する。

　小刻みに震えているムツィオの手を見れば、その怒りの大きさが分かる。

「証拠はおありですか？」

「反乱にガリア人の呪術師が加わっていた」

　麻里は笑みを浮かべる。

「我が国にもアデルニア人の呪術師がいます。反乱に加担したのが偶たま々たまガリア人だったからと言って、それが我が国の間諜だとは限らないと思いますが？」

　そう、証拠がない。

　外国に放つ間諜には全て、情じよう報ほう漏ろう洩えいを防ぐための強力な呪術をかけている。

　その呪術を解くことができるのは、呪術先進国であるロゼル王国でも数えるほどしかいない。

　しかし麻里の予想に反したことをムツィオは言う。

「本人が証言した。ロゼル王国の命令で我が国を混乱させたと」

「……へえ」

　伊達に五百年以上生きていない。

　相手が噓を言っているかどうかは、表情から見抜くことができる。

　麻里はムツィオが真実を言っていると、理解した。

　だが一応、確認する。

「その本人を連れてきてもらわないと困るわ」

　ムツィオは衛兵に目配せする。

　しばらくすると、後ろ手に縛られた女……リディアが姿を現した。

　俯うつむいた顔が髪に隠れているため、表情は確認できない。しかし肩が細かく震えていた。

「顔を見せて」

　衛兵はリディアの髪を摑つかみ、麻里にその顔を見せた。

　表情は真っ青で、目に涙を浮かべている。

　麻里は静かにため息をついた。そしてムツィオに向き直る。

「知らない人だわ。誰？　適当なことを言われると困るわ」

「よくも抜け抜けと……」

　証拠をいくら揃えても、ロゼル王国が認めなければ意味がない。

　そしてロゼル王国が認めるはずがなかった。

　どんなに証拠を並べられても、「それはお前たちのでっち上げだ」と主張するだけでいいのだから。

　そもそも間諜を送るなど、どの国でもしている。今更どうした、という話である。

　謝罪などすればロゼル王国の権威は失われる。

　非を認めることなどできない。これは裁判ではなく、外交なのだから。

　もしエクウス族が他のアデルニア諸国にこの件を知らせず、独自にロゼル王国に異議を申し立てれば、謝罪はないにしても賠償をする可能性は存在した。

　ロゼル王国は口止め料を支払う必要が出てくるからだ。

　もっとも、新国王就任の祝い金という名分で、口が裂けても慰謝料とは言わないだろうが。

　しかしムツィオはこの件を諸外国に公表してしまっている。

　今更遅い。

　賠償が欲しければ、この件はロゼル王国との秘密外交で済ませるべきだった。

　ムツィオの外交的失敗である。

　もっとも、ロゼル王国からすれば秘密外交で莫ばく大だいな口止め料を支払うよりも、周辺国から非難される方を嫌がるだろう。

　ロゼル王の信義が疑われれば、国内の諸しよ侯こうにも疑いの念を抱かれ、国内もバラバラになる。ロゼル王国へ復讐する、という意味では大成功だ。

　そう納得して引き下がるしかない。

「まあ、いい。今ので貴国がどういう国かよく分かった。このことは世界中に知れ渡るだろう」

「誰が何を言おうと、真実は真実よ」

　リディアは真っ青な顔のまま、退出させられる。

　こうして交渉の前ぜん哨しよう戦せんが終わる。次は本格的な和平交渉が始まる。

　アデルニア諸国の王を代表して、アルムスが用意された条件を読み上げた。

「我々の要求は次の七つです」




　一つ、我々が得た領土を承認すること。

　二つ、ファルダーム王の国とギルベッド王の国に本来の領土を返還すること。

　三つ、ファルダーム、ギルベッド、ドモルガルの三国にそれぞれ五百ターラント（銀一万三千キロ）、ロサイス王の国に千ターラント（銀二万六千キロ）を支払うこと。

　四つ、アルド王子の身柄をドモルガル王の国に引き渡すこと。

　五つ、カルロ王子のドモルガル王即そく位いを承認すること。

　六つ、今戦争で発生したアデルニア人の捕虜を解放すること。

　七つ、三年間の休戦協定を結ぶこと。




　アルムスが読み終わると……クリュウと麻里は鼻で笑い飛ばした。

「話にならないわね」

「全くだ」

　二人は大きく首を横に振る。

　そしてクリュウ将軍が立ち上がり、前に進み出た。

「一つ目、四つ目、五つ目、六つ目は承諾しよう。それ以外は承諾できない。ふざけているのか？」

　怒りの表情を浮かべるクリュウ。強気の発言だ。

　両者の間に緊張が走る。

「何か勘違いされているようだから、一つ言わせてもらいます。我々はあなた方に負けていない。こちらがその気になれば、すぐにでも領土を取り返すことが可能であることを念頭に置いて頂きたい」

　麻里はアデルニア人たちを睨みつける。しかしアデルニア人も負けていない。

　ギルベッド王が立ち上がり、反論する。

「ほう。中々強気だな。そちらがその気ならこちらとて、容赦はしませんぞ？　何しろ我が国の兵士たちは復讐心に燃えている」

　噓である。

　ギルベッド王の国の豪族たちはそろそろ戦争をやめて欲しいと思っていた。

　何十年振りにロゼル王国から領地を得られ、同盟も組むことができた。

　これ以上冒険はして欲しくない。それがギルベッド王の国の豪族たちの考えだ。

　それだけロゼル王国を恐れているのである。

　つまりハッタリだ。

「マーリン殿もクリュウ殿も、帰らなければならない事情があるのではないですか？　貴国の裏庭が燃えているようですし。早く消火に出向いた方が宜しいかと」

　アルムスが暗にゲルマニス人と北東部のガリア人について仄めかす。

　ちなみに、アルムスはゲルマニス人や北東部のガリア人の反乱については全く知らない。

　不穏な情勢である、という情報そのものは鷹たか便びんと早馬でこちらに向かってきているがまだ到着していない。

　ただロゼル王国の慌ただしい撤退を見た上での予想である。

　それと若干の希望が含まれている。

「裏庭？　さてさて、何のことやら……私の家の裏庭のことですか？　私の家の裏庭には綺麗な花（毒草）がたくさん生えていますよ。火事など、起きていないかと」

　適当にしらばっくれる麻里。その表情には動揺の色はない。

（……まさか、アルムス王は反乱のことを知っている？　しかし憶測なら誰でもできる。鎌をかけているだけ？）

（動揺の色が見えないな……本当は起きていないのか？　しかし撤退時の慌てようは間違いなく……）

　二人は無言で見つめ合う。

　不穏な雲行きを見せる交渉。

　しかし一つだけ確かなことがある。両国共に講和を望んでいることだ。

　もし望んでいなかったら、誰かが席を立っていたことだろう。

　交渉はここからである。

　まさか、アデルニア側もあの講和条件を受け入れるとは思っていない。

　ここから擦り合わせが始まるのだ。

「ファルダーム王の国とギルベッド王の国への領土返還は承諾できません」

　麻里は二人の国王に視線を向ける。

「しかし賠償金に関しては交渉の余地があると考えています」

　領土、というのは目に見えて分かる。

　自国の領土が減らされれば、豪族も不満に思うし、王への不信感を募らせる。

　特に対象となった豪族の不満は大きい。しかし賠償金は目に見えた物ではない。

　王の財産が消えるだけだ。豪族からは痛くも痒くもない。

　ロゼル王国はアデルニアの諸王国に比べれば随分と中央集権体制の整った国だ。

　しかしそれでも豪族からの支持は大切になる。封建国家の宿命と言える。

「しかし合計で二千五百ターラントはあまりに巨額。承諾できる額ではありませんね」

「……貴国はいくらまでならば承諾すると？」

「千五百ターラント」

「話にならない!!」

　結局、この日の交渉は双方平行線で終了した。





　　　　※






「怖いんです……」

　アリスは声を震わせる。両手で自分の体を抱き、俯きながら言う。

「逆らったら何をされるか……」

「でも逆らわなくても殴られるんだろう？」

「殴られるだけで済むなら……」

　ボソボソと呟つぶやく。

　象の調教をする時……。

　小象の足に、太い杭に結ばれた太いロープを結ぶらしい。

　小象は逃れようと必死になるが、小象の力では抜け出せなくなる。

　すると小象は抵抗することを諦めてしまう。

　成獣となった後も象は諦めたままで、小さな杭と細いロープでも逃げ出さないとか。

　アリスの状況はこれに似ているように思われる。

　幼いころに調教されたのだろう。アリスにとっての杭はアルドだ。

「今、ここにはアルドはいない。じきにあいつの身柄はこちらが確保する。そして処刑されるだろう。それでお前は自由だよ」

　アリスは俯いたままだ。

　はあ……今日はここまでかな。

　まだ四日しか経ってないし、根気よく続けていけば次第に自分の意思を取り戻してくれる……だろうか？

　俺は精神科医でもないからさっぱり分からない。

　ユリアは呪術師だが、呪術が絡まない精神に関してはよく分からないと言う。

　アリスが自立するまで何日……いや、何年かかるだろうか。





　　　　※






「どうぞ、お掛けになってください。マーリン殿」

　俺の勧めに応じてマーリンは椅子に腰を掛けた。

　この場にいるのは俺とマーリンだけだ。

「一つ、聞いていいかしら？」

「何かな？」

「対ガリア同盟は個別講和を禁じているんじゃないの？」

　抜け駆け禁止のために、対ガリア同盟では各国が個別に講和条約を結ぶことを禁じている。各国が別々で動いてしまえば、同盟の意味がなくなってしまうからだ。

「講和は禁じている。だが交渉は禁じていない。条文はよく読んだ方がいい」

「……で、何の話？　ゆっくり日本のことを語り合おうってわけじゃないでしょ？」

　一つ、謎がある。こいつは何で俺が日本人だと分かるのだろうか。

　俺がマーリンが日本人だと気付いたのは、呪文の詠えい唱しようで日本語を話していたからだ。

　だが俺は日本語など話していない。

　何か、加か護ごでもあるのだろうか？　まあ今はどうでもいい。

「違う、講和の話だ。あれをロゼル王国が受け入れられないのは重々承知している」

　我が国の国家収入は約千ターラント（銀二万六千キロ）だ。

　ロゼル王国の国家収入は一万ターラント（銀二十六万キロ）前後だろう。

　講和条約でロゼル王国が支払いを命じられたのは合計で二千五百ターラント。

　国家収入の四分の一だ。

　四分の一……払えるか払えないかで言われれば、払える。

　しかし感情が許さない。

　そんな大金を支払わなければならないほど、ロゼル王国は追い詰められていない。

　このまま戦争を続行するよりも金を支払ってしまった方が安上がりだが、人間は必ずしも理性で動く生き物ではない。時には感情で行動することもある。

　ロゼル王が承服してくれるか、怪しいところだ。

「しかし双方ともに戦争は止めたいのは事実だ」

「あら？　我が国はまだまだできるけど？」

「あまり強がりは言わない方がいい。反乱が起きているのだろう？」

　ようやく俺のところに情報が届いた。

　ガリアの東北部の諸部族が反はん旗きを翻ひるがえし、ゲルマニス人が河を越えて侵入してきているらしい。特にゲルマニス人は十万前後だとか。

　話によるとゲルマニス人は家族同伴で家畜を引き連れ、国内に強引に入りこんでくるとか。武装した移民みたいなものだ。ロゼル王国からすれば早急に対処したいはず。

　こんなところで兵力を遊ばせておく時間はない。

「やはりあなたの策略だったのね。まあ、いいわ。それで、どういう条件なの？」

「これだ」

　俺は条件を提示する。




　一つ、我々が得た領土を承認すること。

　二つ、ファルダーム、ギルベッド、ドモルガルの三国にそれぞれ百ターラント（銀二千六百キロ）、ロサイス王の国に二百ターラント（銀五千二百キロ）を支払うこと。

　三つ、アルド王子の身柄をドモルガル王の国に引き渡すこと。

　四つ、カルロ王子のドモルガル王即位を承認すること。

　五つ、今戦争で発生したアデルニア人の捕虜を解放すること。

　六つ、三年間の休戦協定を結ぶこと。




「ふーん……五百ターラントね。まあ、払えるけど……」

　釈然としない表情を浮かべるマーリン。

　賠償金をいきなり五分の一まで減らしてくれたのだ。怪しいにも程がある。
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「アデルニアの諸侯を納得させられるの？」

「何だ。心配してくれるのか？」

　答えはイエスだ。

　対ガリア同盟の盟主は我がロサイス王の国であり、そして単独講和抜け駆けをする可能性が一番高いのもロサイス王の国だ。

　我が国が早く休戦したいと催促すれば、他の三国も配慮せざるを得ない。

　そもそもこの戦争でもっとも戦ったのはロサイス王の国である。

　ドモルガル王の国はロサイス王の国に助けてもらった恩があり、王が無能ということもあるので強く言いだせない。

　ギルベッドとファルダームの二国は……飛び入り参加の新参者。

　大して発言力はない。

　むしろドモルガル王の国と同じ額の賠償金をもらえるだけ、喜ぶべきだろう。

　というか、領土が戻ったんだからそれで満足しろよと言いたい。

　こっちはドモルガル王の国から少し割かつ譲じようしてもらうだけなんだぞ。

「まあ、いいわ。納得しましょう」

「それは良かった。ところで我々が確保した捕虜の件だが……」

「百人隊長以上の将兵と呪術師以外はあげる。雑兵なんて、身代金を支払う価値はないわ。それで身代金だけど……」

「二千ターラント（銀五万二千キロ）だ」

「はあ!?」

　ガタッと椅子が音を立てる。不満しかない、という表情だ。

「法外よ!!」

「何言ってるんだ。正当な額だぞ」

　噓だ。少なくとも適正額とは言い難い値段だということは自覚している。

「話にならないわね」

「まあまあ、落ち着け」

　一万人将を二名、千人将を五名。その他百人隊長複数。

　これが追撃前の連合軍の合同成果。

　そして追撃後に千人将を三人、追加で捕えている。合計で一万六千人の捕虜だ。

　さて、気になるのはどういう分け前になっているかだろう。

　身代金は戦争での重要な収入源の一つなのだから。

　実のところ、百人隊長以下の奴隷一万六千人の所有権は決まっていない。

　今後ドモルガル王の国と話し合い、決める予定になっている。

　千人将以上の分け前は、それぞれ捕まえた国のモノという決まりだ。

　我が国の戦果は一万人将を二名と千人将を四名だ。

　我が国の兵士の尽力のおかげである。

　俺が二千ターラントと主張しているのは、一万人将二名と千人将四名の総額。

　そして一万人将のうち一名はロゼル王族だった。

　多分相場は高くても五百ターラント前後だろう。

　つまり俺は相場の四倍以上の額を請求しているわけだが……。

「これは賠償金を五分の一にする穴埋めだ」

「……汚い男ね」

「アデルニア諸国を説得する労働代金だと思って欲しいね」

　我が国としては、できるだけ多くの金が欲しい。

　だがそれでは中々講和条約が締結できない。

　そこで俺は考えた。

　他国への賠償金を減らして、我が国の賠償金を上げる手段はないだろうか？

　そう考えた末の手段だ。身代金は講和条約外の話なので、規約に反しない。

　規約の穴を利用した見事な作戦である。というか、そのために穴を用意した。

　欠点はこれが他国に漏れたら関係が悪化することだが、暫しばらくの間は休戦協定を結ぶので問題ない。

　というか、我が国とロゼル王国が同盟を結んで挟み撃ちにして来たら……と考えたら連中もわざわざ指摘してこないだろう。

「っつ……賠償金が五分の一になっても身代金がこんなに高額では……」

「……救う方法があったというのに、それをしなかったあなたをどう思われるかな？　ロゼル王は」

　俺がそう言うとマーリンの表情が歪む。下へ手たを打てば処刑も免まぬがれない。

　こっちは足元を見ている。だからこその二千ターラントだ。

「まあ、しかし二千ターラントが高すぎるというのもよく分かる。だから千ターラントまで負けよう」

「そ、それは……」

「しかし、条件がある」

　千ターラント、負けてやるんだ。当然、無償ではない。

「我が国に潜伏している呪術師の情報を全て提示してもらおう。その上で呪術師は全員捕縛させてもらう。拷問にかけるようなことはしない。ただ解放して欲しければ別で身代金を支払ってもらう。そしてこの密約は内密に。交換は秘密裏に行う」

「…………」

　マーリンは目を瞑つむる。必死に考えているのだろう。

　千ターラントを受け入れて非難されるか、受け入れずに非難されるか……。

　呪術師の情報を提示すべきか、それともしない方がいいか。

「貴国が払わなければならない額は千五百ターラント。おそらく賠償金として支払うならば、ここが落としどころだろう。それに加えて本来ならば身代金もあるが、身代金と賠償金は一括になっている。だから想定よりも安くなっているはずだ。お互い、ここで手を打った方がいい。それにリディア氏が洗いざらい吐いてくれたおかげで、我が国内部の呪術師の所在もあらかた摑めている。だから呪術師の情報の提示は今更だ」

　中々お得な取引だと思うけどな。

　ロゼル王国は想定よりも安く済み、我が国は大金が手に入る。

　そして講和条約も早く終わる。別に断るのは勝手だが、そうすると交渉は泥沼化する。

　そしてロゼル王国の情勢は緊迫化している。大きく譲歩する羽目になるはずだ。

　ロゼル王国の支配者がマーリンなら、こんな条件は蹴り飛ばすに違いない。

　しかしロゼル王国の支配者はマーリンではなく、ロゼル王だ。

　おそらくロゼル王は戦争を早期に終わらせたがっている。

　だが賠償金はあまり払いたくないに違いない。

　大金を払うということは、内外にロゼルの負けを宣伝するようなモノだからだ。

　賠償金の額は、ロゼル王国の敗北の規模をそのまま表す。

　だが身代金ならば、敗北の規模は関係ない。公表されないし。

　ロゼル王国の権威は傷つかない。

「……お断りさせてもらいます」

　マーリンは俺を真っ直ぐ見つめ、ハッキリと断った。

「確かに悪くない……いえ、とても良い条件だと思うわ。今、この時だけを考えればね。我が国が支払った賠償金で貴国が強大化するというリスクを考えれば、到底受け入れられない」

「そうか……それは残念だ」

　俺は大きくため息をついた。そして立ち上がる。

「出て行ってくれ。あなたとの話し合いはこれで終わりだ。ああ、残念だ。あなたはもう少し利口な人だと思ったが」

「好きなだけ言うといいわ」

　マーリンは不機嫌そうに立ち上がり、去って行った。

「ライモンド」

「分かっています。プランＢの準備を始めます」

　さて、次は本命だ。





　　　　※






　マーリンとの会談から一週間が経過した。和平交渉はまだ、纏まとまっていない。

　ロゼル王国は多額の賠償金を支払いたくない。

　払えば、大敗北を認めたことになるからだ。それは国威の失しつ墜ついを意味する。

　ロゼル王国としては、少し負けてしまった……で済ませたいのだ。

　一方、アデルニア諸国は大金を支払わせたい。

　ドモルガル王の国はロゼル王国の侵略により、少なくない損害を受けた。これを補塡したいのだ。

　ギルベッド王の国とファルダーム王の国は損害こそ受けていないが、あまり領地を得られず、論功行賞で支払う土地を確保できていない。

　足りない土地は賠償金で補塡するか、王家直ちよつ轄かつ地ちから切り取るしかないのだが、王家直轄地は削りたくない……となれば、賠償金しかない。

　そして我がロサイス王の国は……曖あい昧まいな立場を貫いている。

　あまり和平交渉したそうにすると足元を見られる。

　かといって、戦争をしたいわけではない。

　だから俺は交渉の場ではあまり口は出さず、ギルベッド王やドモルガル王に任せていた。

　さて……表向きの外交の進展具合はもういいだろう。

　どうせ、このままでは解決することはないのだから。

　秘密外交の話をしよう。

「ライモンド。外交官殿はどうしている？」

「満足して頂けているようです。特にあの『プリン』という食べ物が気に入ったようです」

　プリンがね……俺の唯一まともに作り方が分かるお菓子だったけど……ガリア人の舌にも合うのか。

「土産用に追加で十個ほど、生産させておいてくれ」

『外交官殿』というのはマーリン……の部下だ。ロゼル王の意向を伝えるために、ロゼル王国の首都から派遣されて来たのである。

　しかし位階はマーリンの方が高く、彼はマーリンの部下のような扱いを受けていた。まあ、実際部下なのだが彼自身は自分のことをマーリンの部下だとは思っていなかったようである。

　年上だからといって、見た目が自分よりも若い女の元で手足のように働かされる屈辱。ロゼル王から直接勅ちよくを受けているという誇り。

　そしてマーリンが中々講和を成立させないことへの不満。

　とにかく、その外交官はマーリンへの負の感情を溜めこんでいた。

　そこでこちらから声を掛けたのだ。

　この外交官を仲介として、マーリンを飛び越してロゼル王と取引する。

　それがプランＢである。

　元々プランＡ……マーリンとの交渉は成功するか怪しい作戦だった。

　マーリンは我が国を恐れている。だから、我が国に多額の賠償金を支払うはずがない。

　しかし我が国は多額の賠償金が欲しい。

　そこでマーリンの方針に不満を抱いている……具体的には我が国を軽視している人間を介して、ロゼル王と取引することを思いついた。

　だからマーリンとの交渉前から丁度よさそうな人を探していたが……。

　まさか、ここまで条件に合致する人間が見つかるとは思わなかった。

　先ほど外交官がマーリンに大きな不満を抱いていることは説明した。

　それに加えて、外交官は出世欲が強いようだ。

　将来的にはマーリンより偉くなりたい、そのためにはどうにかして功績が欲しい……と考えているみたいだ。加えて酒好き、女好き、美食好き、宝石好き。

　そしてこちらが捕えた千人将の一人が、外交官の遠い親しん戚せきだった。

　まあ、これに関しては偶然とは言えないか。

　試験制度がない以上、人材は縁故や血縁で採用するしかない。だから国の偉い人同士が親戚……というのはおかしな話ではない。

　そんな外交官に声を掛けてみたところ、ホイホイついてきた。

　マーリンを出し抜くチャンスだと思ったのだろう。

　俺は礼を尽くし、腰を低くして対応してやった。

　そしたら大喜びされた。

　マーリンが俺に怒鳴られて、交渉が打ち切りになったことを知っていたのだろう。

　そんな気難しそうなロサイス王が、自分に礼を尽くしている!!

　まあ、無理はない。

　それだけでは押しが足りないと思ったので、我が国の特産蒸じよう留りゆう酒しゆを飲ませ、可愛い女の子を用意して接待させ、戦場で用意できる最大限の美食をふるまった。

「あとは装飾品で止とどめだな。いつ届く？」

「明日には来ると思いますよ」

　我が国の宝物庫にあったちょっとした宝石を最後のごり押しでプレゼントする。

　これで外交官の心は摑む。

「しかしあんなに丁寧に迎える必要、ありますか？」

「まあ、今回限りの付き合いなら必要ないな。……だけど、今後長い付き合いになる可能性がある」

　中国の兵法書でこんな策がある。

　有能な使者であったなら何も与えずに追い返し、無能な使者は礼を尽くして歓迎せよ。

　そうすれば有能な者は王に遠ざけられて、無能な者が重用されるようになる。

　俺としては外交官の功績がロゼル王に認められて、我が国を担当する外交官になってくれれば嬉しい。

「明日、交渉しようか。交渉の前に外交官殿の遠い親戚を解放して、宝石を渡す。交渉成立後に土産のプリンを渡す。準備を進めてくれ」

「はい。分かりました」




「いやはや、何もかもありがとうございます。ロサイス王様」

「いえいえ、気にしないでください。あなたのような君子に礼をもって接するのは当たり前です」

　俺は外交官に対して、丁寧に接する。そして褒め称えてやる。

「あなたのような方がマーリン殿の下に就いているのはおかしいと思います」

「はは、大げさですよ。私はそこまでの人間ではありません。……まあ、あの女の地位はおかしいと思いますが」

　外交官は機嫌よさそうにマーリンの悪口を言い始めた。

　俺は適当に相槌を打ってやる。知ってるか、陰口叩く人間は、陰口を叩かれるんだぞ。

　まあ、わざわざ忠告してやる義理はないが。

　世間話が終わってから、早速本題に入る。

「実はですね……私は後悔しているのです」

「後悔……ですか？」

「ロゼル王国と戦争したことです」

　噓です。

「この戦争でロゼル王国の国力はよく分かりました。今回はたまたま勝つことができましたが……次は勝てないでしょう。私としては今、講和を結びたい」

　これは噓ではない。本心と言ったら噓になるが。

　実際、長期戦になれば我が国は確実に負けるだろう。

「ほう……二十歳に満たない若さで即位し、ロサイス王の国を一大強国に変えたアルムス王様にしては弱気ですね」

「過大評価です。たまたまですよ。私が王になったのもたまたまです。生まれながらの王者であるロゼル王様には敵いません」

　それとなく、ロゼル王を上げておく。しっかり伝えてくれ。

「だからこの条件を認めてくださいませんか？」

「しかし……あまりにも身代金が……」

　俺がマーリンに提示した条件を再び提示すると、外交官は難色を示した。

「我が国の豪族が認めてくれないのです。私の力不足です。この条件を認めてくださらないと和平を成立させられません。ロゼル王国としても早く引き上げたいのでは？……言い忘れましたが反乱に関する情報は我が国しか知らないので、ご安心を」

　他のアデルニア諸国は、我が国のようにキリシア人への太いパイプを持っていない。

　そして俺は「もしかしたら北東部で動乱が起こっているのかも」とは伝えたが、「起こっている」と伝えてはいない。

　……まあ逆に言えば、いつでも伝えることができるという意味でもある。

　遠回しの脅しだ。

「我が国はロゼル王国と友好的な関係を築きたいのです。我が国は今までロゼル王国と矛を交えたことはありませんでした。今回の戦争は不幸な行き違いです。どちらも一方の領土を奪ったわけではない。和平さえ成立すれば、友好国に戻れます」

　俺は力説する。

『平和・友好・反戦』

　良い言葉じゃないか。ガリア人もアデルニア人も同じ人間。兄弟だ。

　争うなんて馬鹿らしい。平和大好き、友好大切、戦争反対!!

　さあ、和平を結ぼう！

「しかし対ガリア同盟はどういうことですか？　あれがある限り我が国とは友好的な関係を結べないと思いますが……」

「対ガリア同盟です。対ロゼル同盟ではありません。それにあれは専守防衛を理念とした防衛協定です。ロゼル王国がどこかの国に攻め込まない限りは、我々とロゼル王国が矛を交えることはあり得ません」

「…………」

「もし我が国とロゼル王国の間で友好が結ばれれば……我が国は最大限戦争の回避に努めましょう。停戦協定を破り、隙を見せているロゼル王国を叩こうなどと考える国を、我が国が全力で抑えます」

　まあ、実際そんなアホなことを言いだす国が出てきたら友好関係なしに止めるけどね。

　まともに戦えばロゼル王国には敵わない。

　こう言うことで、ロゼル王国に『ロサイス王の国は潜在的にはロゼル王国の味方』と思わせることができる。

　もちろん、アデルニア諸国には『ロサイス王の国はロゼル王国を防ぐ防壁』と思わせる。

　これぞ八方美人外交！

　まあ、バレた時を考えると怖いけど、バレた時には手遅れの状況を作りだせば問題ない。

「……なるほど、アルムス王様の意向はよく分かりました。何とかロゼル王様に伝えておきましょう」

「ありがとうございます。これからもあなたとは仲良くしていきたい」

　俺は外交官と固く握手した。

　土産にプリンを得た外交官は、ホクホク顔で帰って行った。




　その二日後、鷹便によりロゼル王の元に外交官の書しよ簡かんが届いた。内容は以下の通り。





　・ロサイス王は取るに足らない小物であること

　・ロゼル王を畏い怖ふしていること

　・ロゼル王国と友好関係を築きたがっていること

　・上手く行けば、対ガリア同盟への埋伏の毒になること






　マーリンへの不信を抱き始めていたロゼル王は、外交官の書簡を鵜う呑のみにする。

　そして二日後、マーリンの元に秘密条約を締結するように命じる勅命が届いた。





　　　　※






　外交官との会談が終わった後、俺は再び牢獄を訪れた。

　丁度夕飯の時間だったので、アリスにパンとスープを渡す。俺も同じメニューだ。

「……あなたも食べるんですか？」

「ああ」

　俺は檻を挟んで、アリスの前に座り、パンを口に運んだ。

「国王様ですよね？」

「まあ、そうだが……ここは戦場だからな。食べる食事は一般兵士と同じだよ」

　王だからといって、一人豪華な食事を食べるわけにはいかない。

　毒味はさせるし、葡ぶ萄どうが一房追加される程度はあったりする。

　でも基本は平兵士と同じだ。

　淡々と食事が始まり……沈黙が牢獄を支配する。

　さて……何か話題を振るか。

「君の力は加護か？」

「違いますよ」

　アリスはあっさり否定した。

　アリスの身体能力や、糸を作りだす能力は加護ではないらしい。

「私の父親は蜘蛛です」

　アリスが淡々と語りだした。そしてまさかのカミングアウト。

　父親が蜘蛛とはどういうことか？　謎が謎を呼ぶ。

　当たり前だが蜘蛛から人は産まれない。

　しかしアリスはふざけているわけではなく、至って真面目な表情を浮かべている。

　蜘蛛と人間の子供……流石に無理じゃないか？

　チンパンジーやゴリラみたいに、人と近い生き物との雑種ですと言うならばまだ分からないでもない。

　ライオンと虎、シマウマとロバ。異なる種同士の子供ができた例はある。

　しかし蜘蛛と人である。逆立ちしても不可能に違いない。

「混乱しておられますね」

「……これで混乱しなかったらおかしいぞ」

　困惑している俺を見て、アリスはクスクスと笑った。

「元人間の蜘蛛だったんです」

「すまん。余計に混乱した」

　俺みたいに転生したと？　何かそんな話があったような気がするな。

「私も詳しくは知りません。ただある時急に蜘蛛になったそうです。多分、加護だと思います」

　ある日突然蜘蛛になる加護……それは呪いじゃなかろうか？

　俺の『大王の加護』も半分、呪いのようなものだが……。

「聞いた話ですが、その人間の器以上の加護を持つと暴走してしまうそうです。人間がある日突然別の生き物になる。実はそう珍しいわけでもないみたいですよ」

　暴走……ね。

　やはり俺たちに加護を与えている存在は性格が悪いな。

　わざと、器の小さい人間に大きな加護を与えて楽しんでいるということか。

「蜘蛛になったとはいえ、元人です。だから人と交配できるそうです」

「ふむ……お前の母さんはよく蜘蛛と交配したな」

　俺の言葉を、アリスは首を左右に振って否定する。

「違います。母は犯されたんです」

「…………」

　何かごめん。お通夜のような雰囲気になってしまった。

　やめるか……いや、ここまできたら最後まで聞こう。

「それで君の能力は父譲りか？」

「そうなりますね。私みたいな人間を『獣人』と呼ぶこともあると、奴隷商人に聞きました。極稀に市場に出回るそうです」

　獣人か……そう聞くと思わず、猫耳や犬耳を想像するが……。

　この世界にも犬耳や猫耳がいるのか？

　しかしアリスは蜘蛛人間だが、別に蜘蛛の身体的特徴が外見に出ているわけではないしな。能力だけ、獣に近くなるのか。

　そういえば、今奴隷商人と言ったな。今思いだしたが、アリスは奴隷だった。

「君はどうして奴隷になったんだ？」

「売られたんです。キリシア人に。五歳くらいまでは育ててもらいましたが、飢き饉きんになったらすぐに売られました。その後、七歳の頃にアルド王子のお母さまに買われました。蜘蛛人間を見てみたかったからだそうです」

　なるほどね。それ以降はアルド王子に……。

「アリスはいくつだ？　俺は十九だが」

「二十歳です」

　十三年間も暴力に晒され続けていたら、トラウマになるだろうな。

「十九で国王様って凄いですね」

「まあ、成り行きというか、いろいろあったんだよ」

　俺が即位したのはいろんな運命が重なった結果だ。

　一つでも重ならなかったら、ただの村長止まりだったに違いない。

「おい、アリス」

「何ですか？」

「これからどうするんだ？」

「どうする……とは？」

「俺としては、俺の家か臣しんになって働いてもらいたい。……が、暗殺がしたくないというなら暗殺はしなくてもいい。それ以外にも、俺の護衛とか諜報とか、俺の役に立って欲しい。強制はしない。強制すればアルド王子とやっていることが同じになる」

　俺は言葉を一度切り、アリスをしっかりと見つめた。

「アルドは死ぬ。もうすぐ講和条約が結ばれ、処刑されるだろう。君を縛りつける鎖は消失する。君は自分の人生を自分で選べる。我が軍の百人隊長を暗殺したのは君だと聞くが……そのことを知るのは、この国では俺だけ。君は脅されていたわけだし、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地があると見てよいだろう。だから許す」

　殺してしまえば、アリスが俺の家臣になることはない。

　だからとりあえず、生かしておく必要がある。

　当然、俺の掌てのひらから逃れるのであれば、殺す必要が出てくる。

　敵の駒になる可能性があるからだ。

　という下心を隠しつつ、俺はアリスに尋ねる。

「ひとまず、宮殿の召使にでもなってくれたら嬉しいんだけどね。どうする？」

　アリスは小さな声で、少し考えさせて欲しい、と俺に告げた。

　明日、再度聞きに来るか。俺は牢獄から出た。





　　　　※






　四日後、外交官からロゼル王への説得が成功したことが伝えられ、正式に秘密条約を結ぶことに成功した。

　その後、対ガリア同盟間で会議を行った。議題は講和条約の譲歩について。

　俺はマーリンに提示した譲歩案を提出。各国の王に猛反発を喰らった。

　特に反発が大きかったのはドモルガル王の国である。

　ドモルガル王の国の国土は戦争の影響で著いちじるしく荒廃した。

　賠償金なしでは、立ち行かなくなってしまう。

　ギルベッド王の国とファルダーム王の国も、不満を漏らした。

「我が国の兵士は戦いを重ねたことで、疲ひ弊へいしている。これ以上の連戦は不可能だ。農地も長い間放置されている。あなた方は領土を得られたから良かったかもしれないが、こちらは何の領土も得られていない。損するばかりだ。早く軍隊を解散させたい。……これ以上交渉を長引かせたいのであれば、あなた方だけで交渉して欲しい。我が国は一週間後には帰還する」

　と、俺が告げたところ、各国の王の顔色が変わった。

　我が国が抜ければ、ロゼル王国に再び領土を奪い返される可能性があるからだ。

　またムツィオたちも、帰還を望み始めた。

　エクウス族は俺への恩を返すためにここまで戦ってくれた。

　義のためであり、利益を求めてではない。

　すでに義理は返した。これ以上の戦争に付き合う気はない。

　講和が纏まらないのであれば、三日後に帰還すると、俺たちに告げてきたのだ。

　これは俺も寝耳に水である。

　後で詳しく聞いてみたところ、アリエース族とルプス族が不穏な動きを見せているらしい。

　これ以上、国を留守にはできない……ということだ。

　加えて、レザドが貸してくれた傭よう兵へいやゲヘナの重装歩兵も、講和を急かし始めた。

　両国は商業国家であり、当然ロゼル王国とも交易をしている。

　これ以上、戦争が長引けば商売にも影響が出る。

　ロサイス王の国、レザド、ゲヘナ、エクウス族。

　四か国に急かされれば、流石の三国も認めざるを得ない。

　斯くして、俺の譲歩案は認められた。

　その後すぐにロゼル王国と和平交渉をした。

　激しい激論が交わされたが……出来レースである。

　俺は声を荒らげながらも内心でほくそ笑んでいた。某外交官も同様だろう。

　マーリンは始終、不満そうな顔だったが。

　劇場は脚本通りに進められ、役者も決められた通りに動いた。

　喜劇は無事に幕を閉じた。ようやく、長い長い包囲戦は終わった。





　　　　※






「アリス、答えは出たか？」

　俺は檻越しにアリスに尋ねる。

　アリスは俺の目をしっかりと見つめ、大きく頷いた。

「はい。あなたに仕えるかどうかは未だ決めていませんが……自由になりたいです」

　そうか。ひとまず、自分の足で立ち上がる決心はしてくれたか。

「じゃあ鎖を自分の手で引き千切らないとな」

「……はい」

　鎖……アルドを殺さなければならない。

　アリス自身の手で。





　　　　※






　剣けん闘とう試合というのを知っているだろうか？

　剣闘士同士の殺し合いを見る、娯楽の一つだ。

　アデルニア半島では非常に人気な娯楽である。

　なぜ俺がそんな話をしたのかというと……たった今、剣闘試合が行われようとしているからである。




「盛り上がってるなあ」

　俺は用意された特等席から、闘技場を見下ろす。

　闘技場は観客で埋め尽くされている。

　席を埋めている人間の三分の二はドモルガル王の国の人間で、三分の一はロサイス王の国の兵士だ。

　ロサイス王の国の民も観戦する権利がある、というカルロの配慮である。

　特等席にいるのは俺以外に、ライモンドとバルトロ。

　カルロを中心とするドモルガル王の国の重要人物。

　そして見届けに来た各国の使者。カルロが立ち上がり、大きな声で叫んだ。

「皆、今日はよく集まってくれた!!」

　歓声が上がる。

　カルロはロゼル王国を撃退して、ドモルガル王の国に平穏をもたらした英雄だ。

　その支持の厚さは、国民の目を見れば分かる。

　会場が異様な熱気に包まれる中、カルロは大きな声で観客に告げる。

「これより剣闘試合を開始する！　勝者には自由を与えよう！　剣闘士は……」

　民衆の視線が東側の門に集まる。

　重厚な門が開き、兵士二名に一人の男が連行される。

　男は両手をロープで縛られていた。

　中央まで進むと、兵士はロープを解いてから男を蹴り飛ばす。

「アルド！！！」

　カルロがその名前を告げると、観客たちは一斉に歓声を上げた。

　剣闘試合という名の、公開処刑がこれから始まる。

　勝者には自由を与えるというが……アルドが勝つ可能性はゼロだ。

　自分たちを不幸にした男の無残な死を見ることができる。民衆は大興奮だ。

　異様な熱気と狂気が渦を巻く。心臓が高鳴り、自然と気分が高こう揚ようする。

　これから起こる惨さん劇げきを忌き避ひする感情と、どこか期待する感情が混ざり合う。

　なるほどね、熱狂するわけだ。これは体験してみなければ分からない。

　この高揚は感じてみなければ、分からない。

　剣闘試合を民衆が望む気持ちが今、初めて理解できた。

　字が読めない民衆は、本を読むことさえ叶わない。

　娯楽に飢えている民衆にとっては、この剣闘試合はさぞかし刺激的だろう。

「対戦者は……」

　民衆の視線が西側の門に集まる。出てきたのは金髪の女性。

「アルドの奴隷だった……アリス!!」

　観客から歓声が上がる。

　中には口笛を吹いて、アリスに向かって「抱かせてくれ」などと叫ぶ者までいる。

　大人気だな。

　アデルニア人は遺伝の関係か、金髪が珍しい。

　金色の豊かな髪を持つアリスは、それだけでモテる。

　ちなみにアリスもアルドも素手だ。

　一応剣闘試合という体裁を取るにあたり、片方が素手でもう片方が武器を持っているというのは卑ひ怯きようだからだ。

　まさかアルドに武器を持たせるわけにもいかないし。

　まあ、アリスは素手でも人を殺せるので問題はない。

「さて、ルールは簡単だ。相手を殺せばいい。アルドは解放するし、アリスは奴隷の身分から解放される。始め!!」

　カルロが開始を宣言すると、再び観客が大歓声を上げる。

「さあ!!　やっちまえ！！！」

「恨みを晴らせ！！！」

「少しは持ってくれよ!!　アルド！！！」

「アリスちゃん、結婚してくれ！！！」

　さてさて……どうなることやら。





　　　　※






　アリスは目の前の男を見た。男は真っ青な顔で呆ぼう然ぜんとしている。

　まだ、自分の置かれている状況が整理できていないのだろう。

　元自分の主人。そして今でも自分を縛りつける鎖。

　アリスの心臓が激しく拍動する。アリスは右手で胸を押さえる。

「殺せえええ!!」

「やっちまええええ！！！」

「頑張れよー、アルド!!」

「アリスちゃん、はあはあ」

　自分たちを見下ろす観客が、惨劇を望んでいることが分かる。

　アリスの故郷であるゲルマニスにはこのような残虐な催しはなかった。

　人と人を殺し合わせて、何が楽しいのか……。

　アリスは理解に苦しむ。が、今はそんなことはどうでもよかった。

「……アルド様、いやアルド。覚悟はいいですか」

　アリスは身構えた。アリスから殺気が溢れ出る。

　アリスの殺気を正面から受けたアルドは、尻しり餅もちをついた。

　強こわ張ばった顔で、後ずさり、逃げ出そうとする。

　アリスはそれを冷ややかに見下ろしながら、追い詰める。

「ひ、く、来るな！！！」

　アリスは一度目を瞑り、呼吸を落ち着かせる。

　──自分ならできる──

　アリスは指先から糸を出す。硬質化した糸は鉄のように硬くなる。

　人の皮膚を引き裂くのは容易い。

「覚悟！！！」

　アリスはアルドに襲いかかった。

　右手を突き出し、糸でできた針をアルドの目に突き刺そうとする。

　しかし針はアルドに突き刺さらなかった。

　アルドの目に触れる直前に、アリスの手が止まったからだ。

　アリスの手が震える。顔が真っ青になり、全身から汗が噴き出る。

「はあ、はあ、はあ……」

　アリスは呼吸を荒くする。

　左手で右手を摑み、何とかアルドに突き刺そうとする。

　しかしアリスの右手は石のように硬くなり、動かない。

「何してる！！！」

「早く殺せよ!!　グズ!!」

「おお!!　アルド、チャンスだぞ!!」

「アリスたーん!!」

　アルドは困惑の表情を浮かべる。どうして針が止まっているのか……。

　しかし、震えるアリスを見てようやく状況を摑む。

　アルドはアリスの右手を手で払った。

「あ……」

　アリスは小さく声を漏らす。アリスは顔を真っ青にして、後ずさった。

　アルドはゆっくりと立ち上がり、アリスに近づく。

「ご、ごめんなさい……」

　アリスは目に涙を浮かべて、アルドに許しを請こう。

「おい、何をやってる!!」

「逃げてるんじゃないぞ！！！」

「頑張れアルド!!　俺は期待してるぞ!!」

「アリスちゃんをイジメるな！！！」

　観客たちは不満の声を上げ、石を投げつけた。小石がアルドとアリスに降り注ぐ。

　アルドは降り注ぐ小石を無視して、アリスの腹に蹴りを入れた。

「うぐっ……」

　アリスが苦く悶もんの声を上げて、蹲うずくまる。

　アルドはアリスの髪を摑み、顔を思いっきり殴った。

「奴隷の分際で俺に何をしようとした？　アリス」

「す、すみません……」

　アルドは謝罪するアリスの顔を蹴り飛ばす。

　小さな悲鳴を上げ、アリスは地面を転がる。

　アルドはアリスの上におしかかり、その綺麗な顔を殴りつける。

「ふざけるな!!　ふざけるな!!　ふざけるな！！！　俺が、俺こそが、この国の王だ！　王になる男だ!!　何で、どうして！！！」

　理り不ふ尽じんな怒りをアルドはアリスにぶつける。

　アリスは綺麗な顔を泥と涙と鼻水で汚しながら、アルドに許しを請う。

　一方的な試合だ。

「いいか、アリス。俺は寛かん容ようだ。お前にチャンスをやる。死ね、自殺しろ!!」

「…………」

　アリスは知っている。

　たとえ自分が死んでも、アルドに助かる見込みはないと。

　アルドは解放される。身ぐるみはがされて、身一つで。

　アルムスもカルロも手は下さない。

　民衆が勝手にアルドを殴り殺しにするのは目に見えているからだ。

（でもどうせ死ぬなら……）

　自分がアルドに勝っても負けてもアルドは死ぬ。迷惑を掛けることにはならない。

　じゃあいいんじゃないか？　怖い思いをしてまで、頑張る必要なんてあるのか……。

　アリスは考えを巡らせる。

「本当に、それでいいのか？」

　闘技場に澄すんだ声が響いた。不思議とよく通る声だった。

　観客も、アルドも、アリスも、その声を発した者に視線を向ける。

　アルムスだった。アルムスはアリスを見つめながら、大きな声でアリスに尋ねる。

「お前は永遠に自由になれない。それでいいのか？　そんな鎖……蜘蛛の糸よりもか弱い鎖に縛られて、人生を終えていいのか？」

　アルムスはそう言ってから、静かに座った。

　その目はしっかりとアリスを見つめている。

「何なんだ、あいつ……まあ、いいや。アリス!!　死ね!!」

　アルドは再び、アリスを殴り始める。顔を、腹を、胸を殴られる。

　時折髪を引っ張られ、地面を転がされる。

　胸を鷲摑みにされ、服を引き裂かれる。

　アルドにされるがままになりながらアリスは考える。

（私は……自由に……）

　アルドの拳が再びアリスの顔に落とされる。

　しかしその拳がアリスの顔を撃つことはなかった。アリスがその拳を摑んだからだ。

「おい、何だ!!　アリス!!　放せ!!　殴れないだろ!!」

「……なりたい、自由になりたい！！！」

　グチャリ

　不思議とその音は闘技場によく響いた。

「へ？……ああ、て、手が、手があああああ！！！」

　アルドは潰された拳を押さえ、悲鳴を上げる。

　指が曲がってはいけない方向に曲がり、骨が肉から飛び出ている。

　ぽたぽたと血が地面を汚す。

「私は……お前を殺して……自由になる!!」

　アリスはアルドの顔を殴りつけた。

　アルドは三回地面を跳ねた後、闘技場の壁にぶつかる。

　アリスは、壁に叩きつけられ、呼吸を荒くするアルドの腕を摑む。

「ひああああああああ[image: ]」

　アルドは十メートルほど、空に投げられる。丁度、闘技場の中央に落ちた。

「あ、ぐ、あ……俺は、この国の、王、だぞ……」

　息も絶え絶えのアルドにアリスは馬乗りになり、何度も殴りつけた。

「う、ぐ、あああ、た、助けて、マ、マーリンさん……」

　アルドは初恋の女性の名を叫ぶ。しかし彼女はやって来ない。

「い、嫌だ、死にたくない、痛いのは嫌だ、助けて、許して……アリス!!」

「あなたは……」

　アリスは殴るのを止める。

「ア、アリス……許して」

　アルドの腹を踏み潰した。

「ぐぐぐっつ」

　アルドの口からカエルが潰れたような音がなる。

「私が！」

　バン

　アルドの口から空気が漏れる。

「助けてと!!」

　ドン

　血が溢れる。

「許しを請うた時！！！」

　ブチ

　内臓が潰れる。

「一度として！！！！」

　ブチュ

　口から内臓が溢れ出る。

「止めたことが！！！！！」

　グチュ

　尻から内臓が溢れ出る。

「あったかあああああああ！！！！！！！！！！！！！」

　グチャ

　腹が裂けた。

　アルドは死に、アリスは自由になった。





　　　　※






「ロサイス王様、私は一足先にレザドに帰還します」

　アレクシオスは俺に向かって一礼した。軍隊の維持には金がかかる。

　アルドの処刑という戦争の後始末を見終わったレザドに軍隊をこれ以上維持する理由はない。早く解散してしまいたいのだろう。

「そうか。……ところでアレクシオス殿」

「何でしょう？」

「我が国に士し官かんするつもりはないか？　君のような優秀な人材をただの傭兵隊長で終わらせるのは惜しい」

　まあ、我が国も小国だが……俺は戦争が得意ではない。

　そこそこ経験もついてきたので、凡将相手ならば十分に戦えるが……これから我が国が領土を拡張していくとするならば、幾いく度どもクリュウ将軍のような相手と戦うことになるだろう。

　二正面作戦を強しいられることもあるかもしれない。

　そういう時に、バルトロの代わりができる人間が欲しい。

　アレクシオスの能力はこの戦争で十分分かった。

　彼が俺に仕えてくれるなら、これだけ心強いことはない。

「……私は、私を受け入れてくれたレザドに恩があります。故郷を捨てた身ですが、受け入れてくれた国から勝手に出て行くほど恩知らずではありません」

　つまり俺の誘いには乗ってくれないということか。

「確かにあなたに仕えれば、今より豊かな生活が送れるようになるかもしれない。あなたは偉大な王だ。あなたに率いられたロサイス王の国はますます発展することでしょう。勝ち馬に乗る、という意味では正解だ」

　うん？　そう思うならどうして拒む？

　レザドは商人の国だ。

　アレクシオスが利益に釣られて出ていくことを非難する人間はいないはずだ。

　優れた傭兵や将を引き留めるには、大きな対価がいる。

　それが分からないレザドではない。別に気にしなくてもいいと思うんだけどな。

「私にとって一番大切なのは妻で、次に大切なのは我が子です。時には国のために家族を捨てなければならないかもしれない。それが兵士であり、将であり、豪族であり、貴族です。責務を負う者の責任です。……しかし私にその覚悟はない。家族より国を優先することはできません。だから私はあなたの誘いを受けることはできません。御無礼をお許しください」

　そうか……まあ、そういうことなら仕方がないか。

「分かった。引き留めて悪かったな。もし、何かあったら連絡をくれ。できるだけ助けになろう。……君の気が変わったらいつでも我が国に来てくれて構わない」

「折せつ角かくの御好意を無下にした私にそのような心遣いを……ありがとうございます」

　アレクシオスは再び深く礼をして、立ち去った。

　……どうすればあいつをレザドから引き抜けるかな？





　　　　※






「というわけで、無事に帰って参りました。お義父さん」

　本国に帰国後、俺はまず先代ロサイス王の元を訪れた。

　久しぶりに会ったお義父さんは……結構、元気そうだった。

「ここは空気と水が綺麗で、静かだ。温泉も湧わく。国王などという、面倒な仕事は義息子に押し付けた。体調は万全だ」

　お義父さんはそう言って笑った。

「それに曾ひ孫まごを見るまで死ねない」

「はは……頑張ってください」

　俺は苦笑いを浮かべる。

　曾孫ということは、最低でもアンクスとフィオナが成人しなければならない。

　あと十五年か……。

「俺の寿命の話はいいだろう。……君の話を聞かせてくれ。戦争の経過と終わりについて、君の口から、全て」

「分かりました」

　俺は大きく頷いた。




「一番驚いたのは魔女マーリンが俺と同郷の人間ということでしたね」

「同郷？　どういうことだ？」

　お義父さんは眉まゆを顰ひそめた。あれ？　話してなかったっけか？

　……そう言えばだれにも話したことがなかったような気がするな。

　別に話したからといって害になるわけでもない。

　話してないからといっても害になるわけでもない。

　これが一神教の国だったら、「邪教徒だ!!」と言われて殺されてしまうが、アデルニア半島では「俺は神の息子です。母さんが神と不倫しました」という理論が成り立つくらい、この手の話は寛容だ。

　俺の知識の出所を説明するのには、転生について話すのが手っ取り早い。

　俺は今までそう考えていた。だからどこかで話してたと思ったが……。

　詳しく知ってるのはグリフォン様。

　テトラとかロンたちはグリフォン様伝えに、少しだけ知ってる。

　だったかな？

　ユリアには話したか……お義父さんに話してないのだから、ユリアにも話していないか。

「すみません。一から説明しますね」

　俺は一つ一つ、丁寧に転生について説明する。

　何しろ七年も前のことなので俺も記憶が曖昧だ。

「なるほど……これで君の幼少期の利発さについては納得がいった」

　お義父さんはそう呟いてから、少し考え込むように目を瞑った。

　すぐに目を開く。

「で、マーリンというのも転生者だったわけか？」

「いえ、あれは……転移だと思います。肉体は日本人のままかと」

　実際、顔の造りは懐かしい日本人のモノだった。

　肌の色も白いガリア人とは違う、黄色っぽい色だ。

　まあ青せい明めいみたいなモンゴロイド系の人種もいるので、そっちに転生した可能性もあるのだが。

「あの女、死なないんですよ。矢で心臓を貫いても、剣で突き刺しても、すぐに肉体が再生する……多分、加護です。どうすれば死ぬでしょうか？」

「焼いて灰にしてしまえば死ぬと思うぞ。不死など、あり得ない。おそらく、ただの強力な再生能力だろう」

　お義父さんはそう考察した。確かに俺も不死なんてあり得ないと思う。

　漫画とかでも不死身キャラは出てくるが……何かしらの弱点があるモノだ。

　……でもこれは現実だからな。もしかしたら、本当に不死かもしれない。

「そんなことは俺よりもグリフォン様の方が詳しいだろう。そっちに聞け」

「そうですね。あの方なら何でも知ってそうだ」

　ひとまず、マーリンの話は止めにしよう。

「まだまだ時間はある。……お前の故郷の話をしてくれ」

「分かりました。何でも聞いてください」
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　お義父さんへの挨あい拶さつが終わった後、まずは神殿に向かった。

　一応、俺は軍ぐん神しんマレスの息子という設定になっているので神に戦勝の報告をしに行く必要があった。

　その後、首都での凱がい旋せんを執とり行った。

　俺が乗る馬車は四頭立てで、所々黄金の装飾がなされている、ロサイス王の国の国宝。

　馬車を引くのは、大きくて見栄えの良い白馬だ。

　まずロンたちを中心とする近衛このえ兵へいが先頭を歩く。

　その後に俺が馬車で現れて、両脇をバルトロとライモンドが囲む。

　その後ろを戦利品……捕虜や象ぞう牙げ、略奪品を載せた馬車が通り、その後ろに豪族や重装歩兵たちが続く。

　俺が手を振ると、民衆が歓声を上げる。兵士も、民も、誇らしげだ。

「国王陛下万歳!!」

「国王陛下万歳!!」

「国王陛下万歳!!」

　民衆が『陛下』の敬称付きで、万ばん歳ざい唱しよう和わする。

　アデルニア半島の中小国の王は、陛下の敬称を使わない。

　所しよ詮せん、豪族の盟主という立場で大した権威がないからだ。

　豪族も民も、国王の存在をあまり重視しないので敬称を付けない。

　しかし、今、俺は確かに敬称付きで呼ばれている。

「陛下、呼ばれていますよ」

　バルトロがニヤニヤと笑いながら言う。俺は頷いた。

　剣を抜き、空に掲げる。太陽の光を受けて、剣が美しく輝いた。

「「国王陛下!!　万歳！！！」」

　今日、初めて俺は国王としての地位が確固たるものになったことを理解した。
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「お久しぶりです。グリフォン様」

　凱旋が終わった後、俺はグリフォン様の住む禁きん忌きの森・ロマリアの森を訪れた。

　ユリアとテトラも一緒だ。

「うむ、久しぶりだな。……では近きん況きようを教えてくれ」

　グリフォン様には近況……戦争や政治はもちろん、俺たちの日常について話した。

　そして……本題に入る。

「グリフォン様、さっき話したマーリンについて教えてください」

「別に構わないが……ロンたちはいいのか？」

　彼らには後から俺が説明する。ロンやロズワード、グラムは難しい話を嫌う。

　加護だ、妖精だ、不死だ、不老だ、異世界だ……という話への理解が薄い。

　本人たちも退屈だろうし、わざわざ一つ一つ説明するのにも時間がかかる。

　いない方がいい。

　後でまとめて話してしまった方が効率もよいだろう。

「グリフォン様はマーリンと親しかったのですか？」

「親しい……まあ、親しいと言えば親しいと言えるか。お主たちほど、親しかったわけではないが。五百年前は頻繁に会っていた。まあ、我からすればエツェルの小僧のついでだが……」

「エツェルとは誰ですか？」

「ハリーファ族の族長だ。大王と呼ばれていたな」

「ハリーファ族？」

　俺は思わず首を傾げた。聞いたことがない。

「お前たちが平たい顔族と呼んでいる連中だ。東の果てからやってきて、ガリア、ゲルマニス、そしてアデルニア半島全土を制圧した。騎馬遊牧民族だ」

　平たい顔族……確か五百年前にアデルニア半島を征服した異民族、ムツィオたちアルヴァ人の祖先か。

「どんな人だったんですか？」

「お前みたいな奴だ」

「「なるほど」」

　テトラとユリアが揃って声を上げた。

　俺みたいって……どんなんだよ。全然、分からないぞ。

「そういえばマーリンは平たい顔族の族長の妻だったって聞いたような……」

「ああ、妻だった。仲なか睦むつまじい番つがいだったな。子供は生まれなかったようだが」

　ふーん……何か、想像できないな。

「しかし平たい顔族の族長を討ったのはマーリンだと聞きましたが……」

「我に聞かれても困る。その話を聞いて一番困惑したのは我だからな。本当に仲が良い番だったからな。お前たちのように」

　グリフォン様がそう言うからには間違いはないだろうが……。

　まあ、人間何が切っ掛けで仲が悪くなるか分からないからな。

　浮気でもしたのかもしれない。

「別にあのおばさんとその夫の話はどうでもいいんじゃない？　アルムス。今はマーリンの不死に関してでしょ」

「うん。あの婆はどうすれば死ぬか、それを聞きにきた」

　おばさんとか婆とか言うなよ。見た目は十七歳くらいだったじゃん。

「あの加護はただの強力な再生能力だ。燃やすか魂を破壊すれば死ぬ」

「つまり不死ではないと？」

「当たり前だ。不死など……それは魔法の域だ。小僧共ようせいにそんな力はない」

　……魔法？　魔術や呪術じゃなくて？

「魔法って何ですか？　グリフォン様」

　俺が気になったことを、ユリアが聞いてくれた。

「魔法は呪術の一歩先……というより、最終到達地点だ。神の御業を人の手で再現する。元々呪術は魔法の失敗作だったのだよ。それをマーリンが体系化して、実用化した。現在では呪術は人の役に立つ技術として研究がされているが……元々は魔法の副産物にすぎなかったのだ」

　そういえば呪術はマーリンが作りだしたと、ユリアが言ってたな。

　世界最古の呪術師だと。そういう意味だったのか。

「マーリンが魔法に到達していないと言い切れるんですか？」

「実は私、魔法少女マリリンなの！」とピンクフリフリの服を着たマーリンが何故か脳裏を過ぎった。

「ああ、言い切れる。魔法は世界の法則を書き換える禁忌。手を出す奴がいれば、肌で感じ取れる。……我の知っている中で、魔法の実現に成功した者は一人だったな」

　グリフォン様が遠い目を浮かべる。遠い、遠い目だ。

「その女は『時の停止』に成功した。成功と同時に奴自身は死んでしまったがな」

　つまりそれだけ難しいということか。とりあえずマーリンは不死じゃない。殺せる。

　これだけ分かれば十分か。

「じゃあ、俺たちはこれで……」

「「待って!!」」

　ユリアとテトラが声を揃えて、俺を引き留めた。何だよ？

「グリフォン様!!　魔法について詳しく」

「世界の法則ってどういうこと？」

　ユリアとテトラが食いついた。二人とも目を輝かせている。

「ふむ、気になるか。優れた呪術師はこの話をすると全員が喰いついてくる。呪術師という生き物の本能なのだろうな。世界の真理を探究したいという……」

　俺は興味ないんだけどな……何が楽しいんだ？

　呪術を作った人……大天才が五百年かけても駄目だったんだぞ。

　無理に決まってるだろ。

　そんなことを考えるよりも、今日の夕食の献こん立だてでも考えた方がよほど建設的だと思うけどな。

「我も詳しくは知らんぞ。我が知っているのは……魔法の行使には世界の真理を知らなければならないということだ」

「真理、ですか？」

「それは何ですか？」

　ユリアとテトラは興きよう味み津しん々しんという様子だ。

「世界の全てのことが記されている……世界記憶アカシツクレコードを閲覧して、そのほんの一部でも読み解ければ、魔法への扉を開ける……と、聞いた。我が知っているのはそれだけだ。研究したければするとよい。我は世界の法則など、どうでもよい。日々寝て、食事して、偶にお前たちのような人間と話せればそれで十分だ」
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　国に帰還してから二週間が過ぎた。慌ただしい二週間だった。

　軍隊の解散。

　捕虜を収容する施設の建設。

　各国と結んだ条約の確認と履行。

　そしてロゼル王国との賠償金受け渡し日時の調整。

　全てが終わり、一息ついた頃……それは起きた。

「お父さん！　お父さん!!」

　ユリアが悲痛な声で叫ぶ。お義父さんは僅わずかに瞼まぶたを開けた。

「うるさいぞ。ユリア……」

「お父さん!!」

　ユリアはお義父さんに抱き付いた。お義父さんはユリアの頭を優しく撫なでる。

　お義父さんが倒れたという知らせを聞いたのは、一昨日の夜のこと。

　お義父さんは今日の夜まで、ずっと意識がなかった。

「お義父さん、薬です。飲んでください」

「今更薬なんぞ、意味ないぞ」

　お義父さんは俺が差し出した薬湯を手で制した。

「痛み止めですよ」

「……そうか」

　お義父さんは制していた手を下げた。

　痛み止め……つまり、現状を改善する薬は存在しないということだ。

　できることは……死の苦痛を和らげることだけ。

「できればユリアに飲ませて欲しい」

　それもそうだな。俺は薬湯の入った器をユリアに手渡した。

　ユリアは薬湯を少量掬すくい、お義父さんの口元に運ぶ。

　お義父さんが飲むことができた薬湯は三口だけだった。

　お義父さんは疲れ果てたように目を閉じた。

　二週間前は元気だったのに……今は枯れ木のようになっている。

「眠いな……」

「……睡眠薬を混ぜているから」

　ユリアが悲しそうに微笑んだ。

　ユリアはお義父さんの病状を見て、もう助からないと判断した。

　だから楽に死ねるように……。

「兄さん、何かありますか？」

　ライモンドは紙とペンを用意して尋ねた。

「……墓は死んだ妻と同じ場所に頼む。葬式は……簡素にしろ、と言うべきかもしれないが……賑にぎやかに頼む」

　お義父さんは俺の方に顔を向けた。その目は虚ろで、光を映していなかった。

「ロサイス氏族家の家か父ふ長ちよう権は全てアルムスに相続される。家臣一同もアルムスに忠誠を……これは今更言う必要はないか……」

　声が少しずつ、小さくなっていく。

「アルムスの次の王位はユリアの子を、頼む……」

　お義父さんは俺の目をしっかりと見つめる。おそらく、見えてはいない。

　しかしその視線はぶれることがなかった。

「……あとは好きにしろ。お前のしたいように。俺のことは……気にするな」

　お義父さんは目を閉じた。ユリアはお義父さんの手を取り、脈を取る。

「……眠っただけみたい」

　その後、お義父さんが目を覚ますことはなかった。
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「ユリア、酒でも飲むか？」

　お義父さんの遺言通り、壮大な葬式が終わった後……。

　一人で夜空を見ていたユリアの元に、葡萄酒が入った壺つぼを持ってやって来た。

　ユリアは小さく頷く。俺はペルシス製のガラスコップに葡萄酒を注いだ。

「号泣するお前をどうやって慰なぐさめようかと悩んでいたんだけど。案外大丈夫そうだな」

「……死んじゃうって分かってたしね。何だかんだで生きたし……想定してた寿命よりも十年も生きたんだよ。お父さんは。孫の顔も見せられたし……」

　ユリアは少しだけ、笑った。

　元気はなさそうだが……落ち込んでいるというわけでもなさそうだった。

　ユリアは葡萄酒を喉に流し込む。

　俺はすかさず、ユリアのガラスコップに酒を注いだ。

「飲め、飲め」

「……泥酔した私をグチャグチャにする気でしょう？」

　すでに酔っ払い始めたのか、ユリアは俺の腕に絡みついてきた。

　豊かな胸の感触が伝わってくる。流石に葬式の後からやるほど、俺も飢えていない。

　まあ、お義父さんは喜びそうだけど。

「ユリア……大丈……何やってるの？」

　不機嫌そうな声が後ろから聞こえた。

　壺を持ったテトラが佇んでいた。

　テトラの視線は俺の腕……ユリアの胸が押し付けられている部分に注がれていた。

　俺の腕がユリアの胸の谷間に挟まれる形になっている。

「あなたはできないでしょ？」

　ユリアは勝ち誇った笑みを浮かべる。

「別にできるし」

　テトラもユリアに張り合い、胸を押し付けてきた。

　テトラもそこそこ良い胸を持っているがしかしユリアに及ばない。

　ちゃんと感触は感じることができるが……挟むことは難しい。

　今回はユリアに軍配が上がったようだ。

「無駄な脂肪を蓄えて……」

「僻ひがみ？」

　テトラの表情が歪む。

「お前ら、俺を間に挟んで喧嘩するな」

　ため息をついた。

　テトラがユリアを元気付けようとしていて、ユリアがそれに乗っかっているという構図は分かるが……手段と場所を選んでほしい。

「少し、真面目な話がある」

「誰とするの？」

　テトラが舌なめずりする。

「違う!!」

「さ、三人で!!」

「それも違う!!」

　お前たちは俺を何だと思ってるんだ。確かに、後継者問題は大事な話だが……。

　今は違う!!

「ユリア……」

「わ、分かった！」

　服を脱ぎ始めるユリア。ダメだ、こいつ。

「違う、そういう話じゃなくてだな……」

　俺は半裸になったユリアに服を着せながら……。

「俺は建国をしようと思う」

「建国？」

　ユリアが首を傾げた。

「アルムスはすでに王様でしょ？」

　ユリアは言っている意味がよく分からない、とでも言うように不思議そうな表情を浮かべている。

「……アルムスが初代国王になる国を作るってこと？」

「そういうことだ」

　俺はテトラの言葉を肯定した。

「ロサイス王の国を解体して、新たに俺が始し祖そとなる国を一から作り上げる。ロサイス氏族は王族ではなくなる。まあ氏族名はおいおい考えなければならないが」

　国名は……俺のもう一人の父親であるグリフォン様から……禁忌の森・ロマリアの森から採って『ロマリア王国』としようか。

　もはや国名に格助詞を入れる必要もあるまい。

「えっと……じゃあ次の王位は……」

　ユリアが少し不安そうな声を上げた。

「アルムス」

　テトラが大きな声を上げた。テトラは首を大きく横に振る。

「アンクスはダメだよ。アンクスにはキリシア人の血が入ってる。ロサイス王の国はアデルニア人が殆どだし豪族は純血のアデルニア人だけ。それに無用の混乱が起こる」

　俺はテトラの頭を撫でた。少し驚いた表情を浮かべた。

「すまないな、テトラ。いろいろ、迷惑をかける」

　俺はユリアを振り返り、強く抱きしめた。

「心配させてすまない。俺は何もロサイス氏族を滅ぼそうだなんて思ってないよ。そもそもアス氏族とロサイス氏族の家父長は俺だしね。先王の遺言もある。次の国王は君の子だ。それは変わらない」

「ご、ごめんなさい。わ、私は……」

　ユリアは消え入りそうな声を漏らす。自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいってしまっているみたいだ。

「ユリア……別に気にすることはない。私は興味ないから。そもそも私は一度、豪族から転落した身だし。それにアンクスが王になっても不幸になるだけだよ」

　テトラはユリアに向かって微笑んだ。ユリアの目から涙が溢れる。

「テトラ……」

「……ユリア」

　二人は強く抱きしめ合った。まあ、仲が良いのは結構だが。

「建国と言っても名前だけじゃない。国体を根底から変えるつもりだ。……バルトロからは支持を得たが、ライモンドを中心とするロサイス氏族を説得できるかはわからない。一筋縄ではいかないだろう。……どうか、俺に協力してくれ」

　俺は頭を下げた。すると二人は笑みを浮かべた。

「言われなくても」














「私たちはあなたの妻だからね」

　……俺は良い妻に恵まれた。

「ところで……」

「聞きたいことがあるけど、いい？」

　何だ？　……まあいいけど。

「あのアリスって、娘……妾にでもするの？」

「こんなに良い妻がいるのに？」

「そんなわけないだろ！」

　い、いや……あの胸に全く心が動かされなかったと言ったらウソになるけど……。

「本当に？」

「ねえ、今……目を逸らさなかった？」

「本当だ!!　本当に、本当！　絶対にない。神に誓ってもいい!!」

　この後、俺がアリスに下心がないことを三時間もかけて説明することになった。

　……まあこの二人に比べればライモンドなんて、大したことがないな。






あとがき






　ようやくタイトル通り、『建けん国こく』が始まります。




　そんなわけで、異い世せ界かい建けん国こく記き四巻です。

　お久しぶりです、桜さくら木ぎ桜さくらです。

　まあネタバレになるので具体的な内容を語るのは避けますが、一応タイトル回収が行われる巻となっております。これからどういう展開になるのか……が気になって夜も眠れないという方はＷＥＢ版の方を見て頂ければ幸いです。

　ＷＥＢ版の方はめでたく完結しました。

　マーリンが白いウサギみたいな姿をしたマスコットキャラと契約した魔法少女であることが明らかとなったり、アデルニア半島は実は古代文明が作った巨大な宇う宙ちゆう戦せん艦かんだったり、アルムスの実の親がまさかのグリフォン様だったり……最後は宇宙からやってきた異星人に対し、アルムスとマーリンが共きよう闘とうして戦いを挑むことになったりと、壮そう大だいなストーリーとなっております。

　ええ、無論、噓うそですよ。

　さて実はですね……今回、私の新作である『三さん大たい陸りく英えい雄ゆう記き』という作品が本書と同時発売されました。ただ判型は文庫本ではなく単行本です。値段は一二〇〇円とちょっとお高めですが、その分内容もぎっしりと詰まっております。モデルはビザンツ帝国、没ぼつ落らくしかけの帝国の皇帝に生まれた主人公が、前世知識とその灰色の脳細胞で帝国を再建させていくという感じのストーリーです。

『異世界建国記』は文字通り『建国』するお話ですが、『三大陸英雄記』の場合はすでに存在する国をどうにかする……という点で大きく話が異なりますね。また『異世界建国記』よりも戦記要素が濃く、そして宗教色が強くなっております。

　しかし大きく異なるのは主人公の能力や性格でしょう。『異世界建国記』の主人公であるアルムスはとてつもなく能力が高い……というよりは、バルトロやイアルといった優秀な人間の力を借りて、または彼らを生かして活かつ躍やくする、云いわば賢君・名君タイプであり王道的な君主だと私は思っています。

　一方『三大陸英雄記』の主人公はどちらかというと……いやハッキリ言うと暴君ですね。権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけており、軍を率いれば常じよう勝しよう無む敗はい、内政や経済などのあらゆる分野に秀でており、強烈なカリスマ性で人を惹ひきつける。一方で虚栄心や野や心しんが人一倍強く、自分の目的のためなら手段を選ばない。覇道的な主人公です。

　まあ、どちらが好きか、共感できるかは人によると思います。結局のところ、読んでみないと分からないわけですねー……というわけで、もしお財さい布ふに余裕があれば買って頂けると幸いです。




　では、宣せん伝でんの方はこれくらいにして謝しや辞じを申し上げさせて頂きます。

　挿さし絵えを担当してくださっている屡ル那ナ様、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。毎度、曖あい昧まいな要望しか伝えていないのにも関かかわらず、作品の雰囲気に合った素晴らしいイラストを仕上げて頂き、心より感謝いたします。

　この本に関わって頂いた全ての方、何よりこの本を購入して頂いた読者の皆さまに、お礼を申し上げさせて頂きます。

　それではまたお会いできることを祈っております。

　……できれば『三大陸英雄記』のあとがきの方でお会いできれば、本当にうれしいです。
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